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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　思い出というのは、心の中の天てん秤びんを、どれぐらい傾ける価値を持っているものなのか。




　その場所自体に意味はない。

　大切なのは、心の内にある記憶で、それだけは絶対に誰かに奪われることもない。

　今でもキラキラと輝く、一度目の俺に残された数少ない宝物。




　……けれど、だからこそ、その宝物を汚い手で汚されたような気分だったんだ。




　あの時のお前らには、あの場所にどんな意味があったのかなんて知らなかっただろうことは分かっている。

　その行動が、お前たちにとっては当たり前のものだったことも知っている。

　それでも、俺には十分すぎるほどに殺しても殺したりない理由で。

　なぁ、お前らはどう思う？




　誰かを殺すのに特別な理由なんていらないこの世界で。




　昨日は笑い合ってた奴らが次の日には敵になるこの世界で。




　汚泥の底を這はいずり回っているような、俺が見ている世界の中で。




　なぁ、お前らはどう思うんだ。

　お前らの命は本当に、










　…………俺の心の天秤を、傾けるだけの重さがあると思うか？






第一章　思わぬ再会と、心の天秤






　王都を旅立って数日。

　今日も今日とて、延々と続く道を歩いていく。変わったことといえば、周り木々が雑木林から森といっていいレベルにまで密度を増していることだろうか。

「あぁ……、やっぱり末期だ」

「？　何がですか？」

「いや、昼間に、こうして姿も変えずに街道の真ん中を歩くことがまったく落ち着かない」

　嘆息する俺に声を掛けてきたミナリスにそう言葉を返す。

　最近の、一度目の移動の時は、王女たちの追撃が厳しくなっていたこともあって、こんなに和やかなものでなかった。

　もっぱら闇夜に乗じて、『闇精霊の衣』の能力を最大限に引き出した上に、認識を阻害する心剣の能力を上乗せする、なんとも集中力を使う魔力の運用を行うか、そうでなければ【天邪鬼あまのじゃくの鏡きょう刀とう】でそもそもの姿を変えてしまうかだった。

　まぁ、後者の方法を活用したことは少なかったので、利用したのはもっぱら前者ばかりだったが。

　俺が変えられる姿は一種類しかなく、そいつがいやに美少女な姿になっているらしくて、どうしても目立ってしまうからだ。

　その姿を直接見せた奴らは少なかったし、擬態をしていることを見抜けるレベルの奴らも少なかったが、逃亡中の身で目立つのはよろしくない。そして、高確率で、寄ってくる男が気持ち悪いどころの話ではなかった。

「そんなわけで、最近、陽が出ているうちにこうして歩くなんてこと自体がなかったんだよ。あったとしても、どっかのキャラバンに紛れ込んで、顔を見られないように深くフードをかぶったりしてたからな」

　今思い出してもなんとも陰いん鬱うつな旅をしていたものだ。

　あてもなくただ逃げることを『旅』と評していいのなら、の話だったが。

「正直言って、こうしてミナリスと二人で旅をしていることにすら微妙に違和感がある。キャラバンに紛れ込んでる時でさえ、周りと関わることはしなかったからな」

　ミナリスがどうこうという話ではない。ただ、一人でいることが当たり前になってしまっていて、そこに対応するのに時間が掛かっているだけだ。

「その話が、『末期』という言葉にどう繫つながるのですか？」

　不思議そうに言うミナリスに言葉を返す。

「ただ大手を振ってお天てん道と様の下を歩くのが落ち着かないなんて、完全に犯罪者根性が染みついちまってると思ってさ」

　そこまで気を張る理由もないのにソワソワと落ち着かなくなる。

　お天道様に顔向けできないようなことはするなと教えられてきたのに、この体たらく。

　子供の頃の躾しつけで両親と交わしただけの小さな約束だが、また一つ、俺は約束を破ってしまったようだ。

（ま、苦しませた先に死を、なんて復ふく讐しゅうをやろうとしてる時点でもうダメか）

「お天道様、ですか？」

「あぁ、この世界には基本的に太陽を信仰するような考えはないんだったな」

　探せばどこかにそんな宗教もあるのかもしれないが、俺が知る限り少なくとも太陽を信仰しているような宗教はなかった。

　この世界の宗教というと、善だったり邪だったりとバリエーションはあるが、いわゆる神様を信仰する類たぐいのものか、あるいは精霊と呼ばれる類を信仰するものが一般的であり、それ以外の宗教はそもそもほとんど存在を知られていない。

「俺の故郷では太陽は神様だって崇あがめていた節があってな。悪いことをすると申し訳なくて太陽に顔向けできなるっていう話だ」

「はぁ、不思議な考えもあるものですね」

「そうだな、八や百お万よろずの神だなんて、太陽どころか何にでも、それこそ普段使っている道具にさえ神様が宿るなんて言ってるような節操ナシな国だったからな」

　ある意味ポジティブな考えだとは思うが、自分たちが使っている茶ちゃ碗わんや湯ゆ吞のみ、急須にまで付つく喪も神がみが宿るというのはなんとも豪胆な考えだとも思う。

　実態は分からないが、神と名乗る存在がいるらしいのを知っている俺としては余計にそう思えてしまった。

「ま、多分そのうち慣れるだろうから気にするな」

　そう、人は慣れる生き物なのだから。

　俺が一人でいることが当然だと思うほどに孤独に慣れてしまったのと同じだ。いずれ、こうして歩くことにもなれるだろう。

　それに俺はもう、善悪で行動を判断するつもりもない。

　そのくだらない判断基準で、どれだけのものが零こぼれ落ちてしまうのか、イヤというほどに学んできたから。そして、これからもきっと、誰がどう見ても正しくはないことを成していくのだから。

「それはそうと、本日のレッスン１だ」

「っ!?」

　俺が意識を切り替えつつ、立ち止まって宣言した言葉に、ミナリスの顔が一気に真剣さを帯びる。

　旅の途中途中、ただ移動するだけというのも芸がないので時々こうして修行のような、ミナリスの基礎能力を引き上げるための特訓を行っていた。

　その開始の合図が『レッスン』という言葉だった。

「なかなか美お味いしい獲物がいるみたいだからソイツを見つけ出せ。ガチで擬態と気配を殺すのが上う手まいから、肉体感覚に頼ってもまず見つけられないぞ」

　見つけ出せと言った直後に鼻をヒクつかせるミナリスに、そう声を掛ける。

　獣人の身体能力は高い。それは当然、嗅覚のような五感にも言えることであり、ミナリスの索敵はその感覚に多くを頼っている。

　それ自体は悪いことでもないし、当たり前のことだったが、そのままというのはまずい。

　索敵を一つの方法に頼りきるということは、逆を言えばその方法を搔かい潜くぐれる相手には完全に無力になるということだ。

　長所で短所を補うなんていう言葉で、是正できる弱点を放置するのは、この世界ではあまりにも愚かな考えだ。

　それはつまり、長所が発揮できない場では強みを失うどころか、弱みすら晒さらすことになる。戦闘中に生まれるその隙すきは致命的だ。

　その隙が、命を奪うことになるのだから。

「薄い魔力の気配を感じ取れ。お前が匂いをかぎ分けるのと同じだ、隠しきれていない魔物の魔力の境目を探し出せ」

（ちょっと難易度が高すぎたか？）

　実際、俺もミナリスの修行のために良い相手はいないかと周囲の気配を注意深く探っていたからこそ、見つけられたようなものだった。

　魔力を察知する感覚はなんとも言葉にし難いものだ。

　それはボヤけた視界で目を凝らすような、壁越しに騒がしい中からたった一人の小さな声を聴くような、まるで靄もやを摑つかむような感覚だ。

　言葉で伝えるにはどうにも難しいので、こういう機会は逃せない。

「見つけられれば倒すのに苦労するような相手じゃない。が、肉がかなり美う味まい。今日の昼飯の材料になってもらおうか」

　見た目はアレな魔物だが、その肉の味はかなり絶品だ。

　日本でも食用のものが養殖されているくらいだし、そのイメージさえなんとかすれば、俺的美味い魔物肉ランキングのかなり上位に食い込むレベルだ。

「っ、見つけましたっ、そこですっ!!」

『グェエエエッ!!』

　ヒュッ、と小さく鳴る風切り音と共にミナリスが放った投げナイフが木陰へと吸い込まれていく。

　何もないかのように見えていたその場所から、ジワリと滲にじむようにしてビクビクと震えるイノシシぐらいの大きさのカエルが現れた。

　『ピーリア・グロック』。

　そのカエルは、『ピュアグロック』という名の百円玉ぐらいの大きさの小さなカエルの魔物の変異種だ。

「こ、これは……本当に食べられるのですか？」

　この世界では割と広い地域でカエルの肉は食べられている。というのも、値段の高い鶏肉と違い、手軽に捕まえることができて、味も鶏肉に似ているカエルはそこそこ重宝されていたのだ。

　ごく普通の一般男子高校生をやっていた俺も、最初は当然嫌がったものの、いろいろあって虫以外のゲテモノはだいたい克服してきた。

　だから、ミナリスの『食べられるのか？』という言葉は、倒したのがカエルだったからということではなく、本当に直前まで目を凝らして見ても見つけられないほどの擬態をしていたはずの魔物がしている体色にあった。

「そりゃ、そんな色してたらそう思うよなぁ」

　そのカエルはなんとも見た目に優しくない体色をしている。

　滑って光る濃い紫と緑に、毒々しい赤と黒のまだら模様。体の表面にはそこら中に歪いびつな形をしたイボがあり、口からはぶよぶよとしたピンク色の舌がデロリと伸びている。

　極彩色な配色と見た目はどう見ても『食べるな危険!!』と大声で主張していた。

　最初にコイツを口にしたのが、何らかのスキルで食用に足るかを判断できたものなのか、それとも食うに困って手を出さざるを得ないものだったのかは分からないが、俺は本気でその勇気を称たたえようと思う。

「まぁ、味だけは保証する。実体験だから噓うそじゃないぞ？　少なくとも、今まで取り扱ってきた魔物の肉と比べてツーランクアップの肉質だ」

　食は美味ければ割と何でもいい派の俺だったが、久しぶりにジューシィーな肉が食えると思うと気分も高揚してくる。

　王都の周辺の森は、万が一にも危険にさらされることはないよう、騎士団が演習も兼ねて定期的に周囲の魔物を掃討している。

　なので、基本的に王都の周辺にはゴブリンやガルム、ボアなどの、繁殖力が強くランクの低い魔物ばかりが生息している。そしてこれらの弱い魔物は残念ながら食肉としてはよろしくない品質である。

　そもそもゴブリンもガルムも食べるところがほとんどないしね。

　一部の地域ではゴブリンの睾こう丸がんが滋養強壮に効く珍味らしいが、絶対に食べる気はない。

　虫以外にも喰くえないゲテモノあったね、うん。

「そうなのですか。だったら楽しみですね」

　返事をするミナリスの声も少しだけ弾んでいた。

「ま、今回はシンプルに塩を振って串焼きにするか。最近はスープみたいな料理ばっかりだったからな」

　スタスタと近寄ってピーリア・グロックの足を拾い上げる。

　見た目よりも随分とサラサラとした感触のヌメリが、ヒヤリと手のひらを冷やした。

「ミナリス、ちょっとそいつを捌さばくのにはコツがあるから、俺がやるよ。調理台出してもらえるか？」

「分かりました」

　ミナリスが丸袋から取り出したのは、そら豆のような形をした、そこそこのサイズの天板を使った調理台だった。

　奴隷にされる前は、病で体を弱らせた母親に代わってずっと料理をしていたミナリスだ。元が雑な俺の作る料理ではまるで勝負にはならない。

　そんなわけで、本人が復調してからというもの、自然と食事はミナリスが作るようになっていたのだが、旅の道中に調理台なんてものがあるわけもなく、調理がしづらそうだった。

「ふむ、こうして改めて見るとやっぱりやっつけ仕事な感じが強いな」

　改めて見ると、いい出来の調理台とは言えなかった。

　作りはかなり単純で、太めの木から一枚の天板を切り出し、くり抜いた窪くぼみにテーブルの脚を嵌はめ込んだだけの簡単なものだ。

　仕事のしづらそうなミナリスを見て、俺が急ごしらえで作ったものだったが、当然、用意も何もないのでいろいろと粗が目立つ。

　Ｓランクの技量を惜しみなく注ぎ込んだそれは、当然のように一切の毛羽立ちも存在せず、嵌め込んだ脚の部分も一ミリ単位でズレなく切り抜いたのでガタついたりもしない。

　ただいかんせん、素材はただの木でしかなく、防腐加工もしてなければ、撥はっ水すい加工もしていないために、料理の度に傷み続ける。

「エルミアについたら、ちゃんとした調理台を買うか」

「え？　ですが、せっかくご主人様が作ってくれたものなのに……」

「所しょ詮せんは間に合わせでしかないんだから、そんなの気にするなって」

　ピーリア・グロックを調理台の上に載せ、軽く塩もみした後に【水みず妖よう精せいの雫だ刃じん】を呼び出してヌメリを洗い落とす。

　背中からナイフを入れ始め、そのまま手際よく肉、骨、内臓と中身を分けていく。

「これでよしっと、あとの調理は任せてもいいか？」

「あ、分かりました」

　俺は適当に木の枝を切って作った串をミナリスに託すと、そこそこの大きさに捌いた肉を処理し、串を打っておいてくれるように頼んだ。

　俺が調理台を拭いて綺き麗れいに片づけを終える頃には、串を打ち終えて塩などで味付けした肉を炙あぶるいい匂いが漂い始めていた。

「おお、いい感じだな」

「ご主人様、あともう少しで焼きあがりますから、少々お待ちください」

　結局、料理のほとんどはミナリスに任せてしまった。

　まぁ、そちらの方がいい品が出来上がるのだから適材適所というやつだろう。

「分かった」

　そういって俺は焚たき火を挟んで、ミナリスと向かい合うように地面に座った。

　脂の乗った肉が焚き火に炙られてパチパチと弾はじける音がなんとも食欲をそそる。

「なぁ、そろそろ焼けたんじゃ……」

「いけません。カエル系の肉が一番美味しくなるのはもうちょっとしてからです」

「そ、そうか」

　キランッと目の端を光らせながら、ミナリスは指摘する。そんな時、不意にまた一つの気配を感じた。

（……肉の焼ける匂いに釣られて来たか）

　程なくして現れたのは、小さい犬のような姿をした一匹のガルムの子供だった。

「っ、待てミナリス」

「？　ご主人様？」

　自然な動作でナイフを放とうとしたミナリスを制する。

「敵意がない。……腹が減っているのか。足を怪我して餌を手に入れられなかったんだな」

　火で焼く前の肉を一つ取り上げて、それをガルムの子供の前に転がした。

　よほど飢えていたのか、そのガルムは前足で少しつついた後に猛然と肉に食らいつき始めた。

「うんうん、美味いか。待ってな、その足も治してやるから」

　怯おびえさせないよう、体の陰に【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】を生み出して、肉に夢中になっているガルムの足を治してやる。

「よろしいのですか？　ご主人様」

「魔物でも、弱ってる子供を殺して経験値にしようとは思わないよ」

　言葉が通じたかは分からなかった。だが、ガルムの子供は礼とばかりにペロリと一度手を舐なめた。

「ほらっ、お前も食べたなら行け。ここは人間の領域だ。お前にとって安全な場所じゃない」

　シッシッ、と手を振るとそのガルムの子供は一度戸惑うようにこちらを見て、森の中へと戻っていく。

「……従魔にはなさらないのですか？　ですから、助けたのかと思ったのですけれど……」

「違うよ。そうだな、これは……、ただの気まぐれだよ」

　そう、ただの気まぐれだ。

　一度目の世界で、俺が救えなかったガルムへの義理立てか。

　見殺しにするのは気分が悪かったから、ただそれだけのことだった。

「昔、ガルムの子供と仲良くなったことがあったんだよ。結局、俺の間違いに巻き込まれて死んじまったんだ」

　怪我をして弱り、腹を空かせている様子がまるであいつのようで、手を出さずにはいられなかった。つい今しがた助けたガルムが、あいつと何も関係がないということも分かっていたのにもかかわらずだ。

「だから、ただの気まぐれなんだ。気まぐれ以上に意味がないからな」

　そう言って、俺は火に焼かれている肉へと手を伸ばす。

「ご主人様、まだ良い焼き頃ではありません」

「…………そうですか。はい、待ちます待ちます」

　伸ばしかけた手は、シオシオと萎しおれるように下げるしかなかった。







　その日の夜。

　あれからもしばらく歩き続け、適当なところで野営をしていた。

　火のそばで毛布をかぶりながら、ミナリスが一つ寝返りをうつ。俺も疲れていないわけではなかったが、街道とはいえ、いつ魔物が襲ってくるかは分からない。

　その上、俺たちは二人組の旅だ。人数が少ないと魔物も襲ってきやすい。

　一度目の逃亡生活では結界を張って眠っていたので、野宿でも見張りをする必要はなかったが、今はＭＰが乏しすぎて、そもそも十分な強度で朝まで維持できるような結界を張ることができない。

「うげっ、熱っ、苦っ……」

　火で温めたお湯に煎じた薬草を溶かした飲み物を口にする。

　舌を刺激する強烈な苦味と、火傷やけどしないギリギリの温度で眠気を追い払いながらも、その二つに耐え切れずに渋い顔をした。

　ファジー草という名のこの薬草は、煎じてお湯に溶かして飲むだけですぐにそこそこの疲労回復と眠気覚ましの効果が出るという不思議植物なファンタジー薬草だった。

　どこにでも大量に自生するのでどの街でも安く手に入る駆け出し冒険者の強力な味方なのだが、コーヒーと抹茶と百パーセントのチョコレートの苦味だけを抽出して濃縮したような、ただただ苦いだけの強烈な味な上、陽が落ちてから煎じ、その場ですぐお湯に入れて飲まないと効果が出ない。

　更に、お湯の温度もかなり熱い状態じゃないとこれまた効果が出ないという罰ゲーム仕様な飲み物だった。

　それでもこれがなければ、魔物除よけの結界を張れるそこそこ高価な魔道具を持つか、中堅でも上位に食い込むレベルの魔術師の結界術に頼るか、何人ものパーティーを組むなりしてローテーションのみで十分な休息を取れるようにする必要があった。

　ミナリス共犯者という思わぬ拾い物にはなったが、最初に俺が王都で奴隷を求めた理由の一つもここにある。

　苦味と熱ささえ我慢できれば、最低二人いれば交代で休みながら旅をすることができるのだから薬草の需要は高い。

　火の番は陽が落ちてから、夜半過ぎぐらいまで俺が、それから陽が昇って少しするまでがミナリスという分担である。交代までの時間を計る砂時計の砂はまだだいぶ残っていた。砂の量からしてまだまだ時間はありそうだ。

「ふぅ、苦い、うぇえぇ……」

　手元ではパチパチと薪まきが弾ける音がしている。ミナリスを起こさないように声を潜めながら、それでも愚痴らずにはいられない苦さに独り言を零す。

　火が消えないように適当に集めた枯れ枝を放り込むと、飲み物を入れた木のコップを置いてその揺れる炎を見つめる。いろいろと考えるには都合のいいシチュエーションだ。

　まず思い浮かんでくるのは、王都の城壁での出来事。

　復讐に影響のない人間をわざわざ復讐で殺すような真似はしない。

　その線引きをしなければ復讐の輪郭が曖昧になる。

　それはつまり、自分の復讐に確信が持てなくなるのと同義語だった。




　復讐で殺しているのか、八つ当たりで殺しているのか。




　その線引きを曖昧なまま放置してしまえば、それはいつか、じわじわと溜たまる毒のように迷いを生むだろう。その迷いを無視し続ければ、誰彼構わず殺すだけの本当の化物になるしかなくなる。




　復讐は、感情なのだ。




　内にある熱で、それ以上自分が壊れてしまわないように、俺たちは復讐をする道を選んだのだ。

　だというのに、本能でしか動けない理性をなくした化物になってしまっては、たとえ仇かたきを全て殺すことができてもこの内にある熱は消えずに燃え盛るだけだろう。




　二度と人には戻れない。結局、自分が壊れたままになる。

　…………それでは死んでいるのと何も変わらない。




　だから、自分の中に引いた一線を変える気はないし、それでいいと思っている。

　俺は俺をやめるつもりはないのだから、復讐に巻き込むのは復讐に関わりのある人間だけでいい。

　とはいえ、誰も彼も無差別に殺してしまうような計画を選ぶつもりはないが、全く巻き込まないというのもまた無理な話だ。

　少なくとも、なんの含みもない相手でも、そいつを殺すことが復讐につながるのなら躊躇ためらうつもりはないのだから、確実に巻き込まれるものは出るだろう。

　そうでなくとも、復讐以外の場面でも生き残るために必要があれば、顔も知らない相手でも殺すことになるのだろうし。

　それを躊躇うような精神は既にしていない。そんな精神を持ったままでは裏切られるまでもなく旅の途中で死ぬことになっただろう。

　要はバランスなのだ。

　自分の中で処理できないほどに無関係なものを巻き込みすぎれば化物になり、逆にそれを嫌って全てを救いながら目的の果実に手を伸ばしても、中途半端に多くを失うだけになる。

　だからこそ、善だの悪だの、そんなクソどうでもいいものに、自分の判断の基準を預けるのをやめたのだから。

「復讐したい相手は世界じゃない。どうでもいい奴らを苦しめても意味がない」

　きちんとそれを言葉にすることでそれを忘れないように刻み込む。

　そう、復讐したい相手はこの世界ではない。俺を裏切った、かつて仲間と信じたものたちだ。

　救うべきものを間違えた一度目のように、復讐したい相手を二度目でも間違えるわけにはいかない。

「あぁ、いっそのこと本当に世界の全てを恨めたら、どれだけ楽に復讐できるかね……」

　思わず自嘲めいた言葉を漏らしながら、そんな楽な復讐の道を夢想する。

　徹頭徹尾、全てが敵ならこの世界を滅ぼそうと暴れまわるだけでよかった。選別などせずただ殺し回るだけの化物になれた。

　きっと、レティシアに会わないまま、ただ元の世界に戻ることしか考えずに一度目を裏切られただけで終えていればそうなったのだろう。

　この世界に来た時、俺にはこの世界がただの作り物にしか思えなかった。

　書き割りの風景に、魔王を倒してくれとしか言わない登場人物たち。

　ステータスにレベル、魔法にスキル、奇っ怪な姿をした魔物に、倒すだけで手に入る経験値とそれに伴い得ていく人間離れした力。

　怪我をすることがあっても強力な回復魔法や高価な魔法薬ですぐに痛みは引き、欠損した部位ですら治すことができる。

　まるでゲームの世界に閉じ込められた気分だった。魔王を倒せばクリアできるだけのゲーム。

　そんなものに現実感など伴うはずもなく、そんな世界で裏切られたのならこの世界で生きている人間などただの道具にしか思えなかっただろう。

　そんな、絶望しきって、壊れきった自分が簡単に想像できる。

　その行為を楽しむこともなく、喜ぶこともなく、ただただ淡々と死ぬまで世界を殺し回る化物に成り果てた自分だったモノの姿。

　きっとそれはとても楽な道だろう。

　ただし、復讐の暗い愉悦すら得られない、なんの満足もできない、気分の晴れない自殺めいた自傷行為にしかならないだろうが。

「っと、まずいまずい」

　バチッ！　と一際大きい音を立てて焚き火が崩れた。

　考え事に耽ふけりすぎていたようで、焚き火の勢いが相当弱くなっている。集めた中でも燃えやすそうな枯れ枝を慌てて放り込んだ。

「…………苦っ、あっつ」

　口に含んだファジー草の煎じ茶は木のコップにまだなみなみと残っている。

　苦味に染まった口内をリセットしようと、王都の道具屋で保存食として売っていた干し野菜を取り出した。

　適当な長さの木の枝を手に取ると、【水妖精の雫刃】に魔力を込めた。

　彫刻刀程度の刃を作り出すと、余計な部分を切り落とし、先が尖とがるように削る。

　そうして干し野菜をその先に突き刺すと、目の前の焚き火にかざして軽く炙り、王都で買い込んでおいた調味料をかけてしゃぶりついた。

　未いまだ、朝は遠く、夜は長い。

「さてと」

　いろいろと思うところはあったが、考えても答えは出そうにはない。

　気分を切り替えようと、今度は今後の経験値の割り振り方について考える。

　王都を出てからも街道に出る魔物は経験値に変えながら、溜まった経験値を割り振っていた。

　とりあえずは負債を完済し、レベルが上がらないぎりぎりのところまで経験値は振った。これで必要な時にはすぐにレベルを上げることができる。

　レベルを上げるタイミングは慎重に考えなければいけない。心剣を解放するだけでもステータスは上昇するのだから。

　ステータスを一時的に下げ、経験値を上げる心剣もあるが、あれは装備している間はその心剣以外の武器の攻撃力をゼロにしてしまう。

　よって、身一つで倒さなければいけないのだが、今使えば普通に攻撃力不足で倒せなくなるだけだった。

　そうして残った経験値は約２５０００程度。

「うぅーん、どうするか……」

　この辺りの魔物はそこそこ強いので経験値的には悪くはないのだが、いかんせん、遭遇できる数の方が少ない。

　エルミアにはしばらく留とどまる予定なので、当分の間は自由に振ることができる経験値を手に入れるのは難しくなる。

　そう思うと、候補を絞ったにもかかわらずにどうにも踏ん切りがなかなか付かず、挙句の果てには『ご主人様はヘタレですか？』とミナリスに冷たい声を掛けられた。

　ちょっと泣きそうになった。チビってはいない。

「というか、最近、ミナリスの態度がなかなか厳しいんだよなぁ」

　以前と同様、奴隷と主人という立場を崩さないにもかかわらず、下手に出ているのに威圧されるというか、時々逆らっちゃいけないオーラを感じるというか。

　卑屈に従えとは欠片かけらも思っていなかったが、これはこれでどうなのか。

　小さくため息をつきながら焚き火の火を突く。

　ぼんやりと思い出すのは旅路の途中での出来事だ。

　一度目では魔王討伐の旅の最後の方ぐらいしか周りに目を向けていなかった。

　飯なんて食べられればなんでもよかったし、景色なんて見て回る余裕はなかった。

　そんなこんなで街で売っていた用途のよく分からない謎のおもちゃを買おうとしたり、いかにもぼったくりな屋台の食べ物などに惹ひかれたりすると、『ご主人様は馬鹿ですか？』とミナリスに冷たい笑顔で怒られることになった。寒村で暮らしていた価値観からか、お金はあるといっても無駄遣いは許せないらしかった。

　最近ではいい笑顔を見せてくれるのは、思いついた復讐方法について話し合っている時か、実践できそうな拷問案を適当に見つけたゴブリンなどを相手に試したりしている時、あるいはたまにあるやたらと機嫌のいい日か、ＭＰ酔いで頭がくるくるパー状態になっている時だけだった。

　それはさておき、さすがにそろそろどの心剣を解放するか決めておかないとズルズルといってしまいそうだった。

　と、そうなってもウンウンと悩んだ末、以前から考えていた三つの心剣のうちから解放したのは【逆ぎゃっ境きょう者しゃの拐かい刃じん】。

　今後、しばらくの間は自分の方がステータスで下回る可能性が高いので、使い道は多い。

　自分よりもステータスが低い相手には他の心剣を使えばいいだけのことなので、これといった副作用やデメリットがないというのも大きい。

　経験値１５０００を消費し、これで残った経験値が１００００。

　後は適当に敏びん捷しょうかＭＰを強化する心剣を解放しようかと思ったが、やめておいた。

　この残った１００００を使えばここから20前半程度までレベルを上げることができる。

　何かあった時に臨機応変に対応するためにも、必要に迫られるまでは自由に使える余地は残しておいた方がいいだろう。

「これでよしっと」

　ふと手元を見ると砂時計の砂が落ちきっていた。

　思ったよりも時間が経っていたらしい。

「ご主人様、交代の時間です」

　交代を告げるためにミナリスを起こそうとしたが、ミナリスはそれよりも先に体を起こしていた。

「なんだ、起きてたのか」

「はい……、…………ご主人様、なにかと独り言が多いですよね」

「なっ!?」

　いや、それは、仕方ないじゃん、一人旅が長いと独り言も多くなるんだよ。

　一人暮らしが長いと独り言が多くなるのと一緒なんだって。

「別に昼間は構わないのですが、夜は気を付けていただかないと気になって眠れません」

　無表情なポーカーフェイスは、スキルを使ったものだろうか。これはあれか、相当苛いら立だっているのか。

「す、すいませんでした……」

「いえ、気を付けてくださるのなら問題はありません」

　冷たくあしらわれてスゴスゴと毛布をかぶって瞳を閉じる。

　なにか、段々と力関係が逆転し始めているような気がする。

　基本的な方針や大事な選択にはよほどのことがない限り従順に従ってくれるのだが、それ以外の基本的な生活の部分が……、いや、蔑ないがしろにされているとか、そういうわけではない。ないのだが、むしろ、冷たい態度ではあるが言ってることは心配から出ているのが分かる。

　理由も明確だ。王都で、俺が衝動的に飛び出したのがいけなかったのだろう。

　ミナリスは、俺以上に根がまじめらしい。

　とはいえ、気を回した注意なのは分かっているのだが、なんだけれど、なぁ……。

　そんなことを考えているうちに、意識はゆっくりと沈み込んでいった。





　　　　☆






「ご主人様、眠ったようですね」

　私はご主人様が眠ったことを確認して、いつも通りさらりとご主人様の髪を梳すくと、スキルの鉄面皮を外した。

「あぁああぁ、もう、ご主人様の声はどうしてこうも耳に心地よく響くのでしょうか。あれでしょうか、セイレーンか何かの血でも混ざっているんでしょうか」

　絶対にご主人様を起こさないように小声で身み悶もだえる。

　スキルを解除したせいで自分の顔が緩みまくっているのが分かる。

「いずれどうにかして音声を記録することができる魔道具を手に入れましょう」

　大丈夫です、これは無駄遣いではありません。とても有意義なお金の使い方になります。

　……ただ、それとは全然関係ないですが、今度、ご主人様が何に使うか分からないようなガラクタに興味を示しても何も言わずに黙って眺めることにしましょう。

　私は、音声を記録できる魔道具を手に入れるチャンスが巡ってきた時のためにご主人様を懐柔することを心に決める。

（まぁ、買い食いだけは許したくないですけれど……）

　屋台の買い食いについては難色を示さずにはいられない。ご主人様のご飯を作るのは私の役目なので譲りたくありません。

　私が作ればもっと安く作れる上に、材料の質もきちんと吟味できるのに、私が作ると言っても『屋台で買うからいいんだ』などと、妄言を……。

　いえ、まだ私の料理の腕が足りていないのでしょう。もっと、料理の腕を磨くしかありません、いつか聞いたように胃袋を摑み、私以外の料理にうつつを抜かされないように努力するしかありません。

「……ですが、ご主人様の使用した、使い捨ての容器は惜しいですし、料理のレパートリーを増やすためにも、イヤでも、せめて普通の酒場や食事処ならともかく、屋台では食材や調理法に不安が……」

　そんな風に目の前で起きていたとしても聞き取れないほど極小の声で独り言を漏らしながら、途中で私も独り言が多いのはご主人様と同じだと気が付いてちょっと嬉うれしくなった。

　でも、ご主人様が夜に独り言を漏らし続けていると気になって眠れず、きちんと休めないことも多い。

　ご主人様をそんな私個人の理由で諌いさめるのだから、私自身も独り言には気を付けなければいけません。

　そんなくだらないことをぐるぐると思考しながら焚き火に薪を追加したり、あるいは燃える薪を崩したりして火の世話をしながら、夜は明けに向かっていきました。





　　　　☆






　そんな風にミナリスと、時により苦しめて殺すための拷問談義に花を咲かせ、時に思いついた復讐を実行する日のために修行を行い、ゴーレの町へとたどり着いた。

　次の目的地であるエルミア。そのエルミアから広大な森を挟んでひとつ手前にある町だ。

　そこで寝具の質がいいと評判の宿を取った俺たちは、疲れを取るためにゆっくりと寝ていた。

　たいていが、言うほど質のいい寝具の宿ではない中、今回の宿はかなり当たりと言える部類のものだった。

　藁わらではなく綿を詰めたベッドに、羽毛の掛け布団、やはりいいものだ。

「ご主人様、朝ですよ」

「んぐぅ、まだ、眠い……あと五分……」

　基本的によそ者の俺たちが手に入れられる町の情報などたかが知れている。一度目の記憶がある俺だって、ベッドの質がどうだったのかなんて気にしている余裕はなかった。

　だからこそ、たまに当たりなベッドに、ずっと心地よく沈んでいたかった。

「だから、お願い、もうちょっと……」

　うわ言のように呟つぶやいて羽根布団を深くかぶりなおす。

「ほら、早く動かないと、今日は冒険者ギルドに向かうのでしょう？」

　そう言ってミナリスは暖かい布団を剝はぎ取るという悪魔の所業に出た。

「うぐぅううう……、返し……」

「ダメです、これはもう私のも……違いました、とにかく起きてください」

　ミナリスは剝ぎ取った布団を自分のベッドへと放ると次は枕を取りにかかった。

「あぁああぁあ、がっ、いたひ……」

　そうして俺はあえなく愛いとしの寝具を剝ぎ取られてしまった。それでもうつ伏せになっていたらシーツの端を獣人の能力を遺憾なく発揮して持ち上げられて、ベッドの脇に転がり落ちた。

　さすがにそれ以上そのままでいるわけにもいかず、名残惜しさを感じながらも体を起こした。

「少し乱暴すぎやしませんか、ミナリスさんや」

「ちゃんと一度目の猶予は差し上げたのに、起きなかったご主人様が悪いです」

　……一度目などあっただろうか。あぁ、そういえば、もう五分って言ったような気もする。

「それにご主人様が言ったのですよ、起きなかったらこうしろと」

「そんなこと言ったっけ？　いや、言ったか」

　クリアになってきた頭で昨日そう伝えておいたことを思い出す。

　王都の時も寝過ごしてしまったが、あの時と同じ轍てつは踏まないようにと、昨晩のうちに起きなかった時のことをお願いしていた。

　それに、今日はとある事情で早く起きなきゃならなかったため、なおさらだった。

　それもあって、普段から一人用の個室を二つではなく、二人部屋を借りたのだ。

　…………決して、お金がもったいないというミナリスから、




『そんなに私を締め出したいのですか？』

『あぁ、ご主人様も男ですものね、一人になりたい時もありますよね』

『いいですよ、私は理解のある女ですよ？』




　と微み塵じんも理解のなさそうな極寒の瞳で責めるように見つめられ、あらぬ疑いを掛けられそうになったので諦めたわけではない。

　断じて図星ではない。いやほんとうに。

　…………言われたことに動揺して二人部屋を認めてしまったが、今考えると却かえって図星っぽくないだろうか。

「一度目の猶予の時に厨ちゅう房ぼうを借りて朝食の準備は済ませてありますから、下に降りましょう」

「そうだな、とりあえず飯食うかぁ」

　浮かんできた怖い考えには気が付かないように蓋ふたをして、未だ片隅に残る眠気という名のモヤを、最低な夢見の最悪な気分と共に吐き出すように一つ大きなあくびをした。

　軽く身支度を整えてから一階に降りる。

　ちなみに身支度をしている間は交互に部屋を使い、片方は廊下で待っていた。

　面倒ですから一緒にとか言い掛けたミナリスを無視してこのルールだけは死守させてもらった。

　いやほら、朝とか男にはいろいろとあるしね？

　同じ部屋ってだけでも割と俺自身がギリギリですし。

「やはり、何かにゆっくりと喰わせて殺すのが一番ではないですか？」

「ミナリスは好きだなそれ。俺は殺し方よりもいかに相手が苦しむかを考える方が大事だと思う。体の痛みだけじゃ屈しない奴やそもそも自分で痛覚を切れるような奴もいるからな。それじゃあ意味がない。そういう意味では、意識がない時に殺すのが一番ダメだな」

「それは、そうですね。苦しんで悔やみながら死んでもらわないと。そうやって歪ゆがんだ表情で……」

　宿の女将おかみが作った朝食を取りながら、俺たちはそんな雑談を交わす。

　もちろん、内容が内容なので周囲に聞こえないようにだったが。

　ちなみに、ミナリスは獣耳と尻尾は今は隠していないため、時折ひょこひょこと耳が揺れていた。ドートルを超えたあたりから、むしろそうしておくようにミナリスには言ってあった。

　オロルレア王国の気風として獣人を嫌う傾向にあるのは確かだが、国の人間全てが獣人を毛嫌いしているわけではない。実際、国境付近の町や村では獣人の冒険者なども多く出入りしているし、市民権を得て普通に生活もしている。

　本当に獣人を心の底から嫌っているのは、王都に住んでいる王族を筆頭とした特権階級の貴族たちぐらいのものであり、それも獣人を直接見たこともなくただ自分たちよりも劣る存在だと決めつけて嫌っている人間がほとんどだった。

　王都での獣人の扱いが悪いのはそのせいであり、逆に、そういった状況だからこそ、好事家な貴族の客には、周りには秘密で入手できる闇取引の獣人がよく売れるのだ。

　そういう意味では、ミナリスはとても運が悪かったと言える。ミナリスが生まれた村は獣人嫌いが集まった中でも相当閉鎖的な村だったのだろう。

　実際、この町にも数は少ないが獣人がいないこともない。

「……ご主人様も、気になりますか？　私の耳」

「ん？　いいじゃないか。カワイイし、似合ってるし」

　考え事をしながらミナリスの耳を見てたら、ミナリスにそんなことを問いかけられた。

　なお、獣人嫌いという風潮さえなければ、ミナリスはかなりの美人なのだ。というか、俺たちの世界の観点で見れば美形ばかりの世界なのだが、その中でも取り分けミナリスは女としての魅力に溢あふれていた。うちの妹といい勝負をしている。

　ここらへんまで来ると偏見獣人嫌いもほとんどなくなり、時折すれ違う商人や冒険者の男たちがミナリスに見み惚とれては、首元の奴隷紋に気が付き、最後には恨みがましいような視線を俺に向け、ミナリスから絶対零度の視線を受けてスゴスゴと立ち去るサイクルが出来上がっていた。

　更にその男たちの連れに女がいると、そちらからも絶対零度の視線を向けられるなんともマゾ向けな仕様だった。

「そ、それより、今日は冒険者ギルドに向かうのですよね？」

「ん、あぁ。王都からそこそこ離れたし、やっと目的地のエルミアまでもう少しのところまで来たからな」

　ここまで来ればそうそう足がつくこともない。

　それに、今後旅を続けていくのにも、冒険者としての身分とその特典はとても都合がいい。

　一度目は勇者という立場から何をするでもなくその特権が与えられていたが、今回は自分の手で一から積み上げていく必要がある。

　高ランクの冒険者が持つ特権は便利なものだが、いきなりランクを上げすぎて目立つのは避けたいし、難しいところだ。

　まぁ、それもおいおい考えていこう。今はひとまず最下級の冒険者としての身分を手に入れられればそれでいい。

「しかし……、この飯は、なんというか微妙だな」

　量がちょっと多めなのはいいとして、食べられなくはないものの味付けが口の中で、表現に困る感じでモニョる。

　はっきり言ってミナリスの作る飯の方が数段増しで美味い。

「そうですね、宿の値段と、あの寝具の質で、どうしてもっと繁盛しないのかと思っていましたが……」

　ミナリスも皿に盛られた食を一口食べて、やはり形容しがたい微妙な顔をしている。

　とりあえず、夕食は外で取ることにしよう。





　　　　☆






　朝食を取り終えた俺たちは、普段よりも更に若干早い時間から行動を始めた。

　行き先は冒険者ギルド。目的は当然、冒険者として登録することだ。

　冒険者ギルドは依頼人と冒険者の仲介を受け持つ機関だ。

　王国、獣国、帝国、法国のどの国にも存在し、どの国にも属さず、自由と力と冒険を象徴とする組織。

　冒険者の最低限の身分を保証し、依頼者と冒険者の間にトラブルが起きないように管理する組織。

　まぁ簡単に言えば、『国を跨またいだ人材派遣事務所』だ。

　冒険者などと言えば聞こえはいいが、その言葉で想像されるような、ロマン溢れる仕事ばかりではない。

　薬草採取から街の清掃、家賃の回収に浮気調査。

　運び屋のように手紙を届ける仕事や護衛依頼。

　要するに、依頼さえあればなんでもやるフリーターというのが正しい認識だった。

　いくつもある単発の仕事の依頼を受け、契約している時間以外は相手に縛られることもない。

　当然、多くの冒険者は常に雇われているわけではないから、いつでも定期的に仕事が回ってくるわけではない。

　だから、収入や生活は不安定になりがちな職種だった。

　とはいえ、そういった雑用めいた仕事をすることになるのは最初のうちだけだ。冒険者の主な仕事はなんといっても魔物を倒すこと、そしてその素材を手に入れること。

　ゴブリンやガルムのような弱い魔物で戦闘の経験を積んでいけば、すぐに稼げる仕事である魔物の討伐の依頼を請け負うようになってくる。

　もちろん、最初から危険度の高い魔物の討伐依頼を受けることはできない。冒険者はその実績ごとにランク分けされ、冒険者の力量に見合った仕事しか受注できないようになっているからだ。

　Ｇランクとも呼ばれる、冒険者になるための年齢に達していない見習いを除き、実質的な一番下であるゴブリンやガルムなどの魔物の討伐依頼を受けられるＦランク、そこから実績を上げ、力をつけていくことで一つずつランクが上がっていき、最高位がＳＳＳランクとして位置づけられている。

　そして、確認されている魔物には同じようにＦランクからＳＳＳランク、そのランクの中でも＋、無印、－、と三段階の討伐難易度が設定されており、討伐の依頼はそのランクに応じたものとなっている。

　つまり、ランクが低いうちは危険度は高いが、割のいい仕事は受けられないことになっている。

　ＳＳＳランクの冒険者ともなると完全に伝説の人物扱いを受ける。だが、そういった人物のように、強力なドラゴンなどの討伐や高難易度のダンジョンの奥、守護者の討伐を成功させるなど、冒険者として成功し、有名になれるのはほんのひと握りにも満たない。

　大抵が、周りから羨せん望ぼうと尊敬を受けられる場所にたどり着くまでに命を失うか、あるいは自分の限界を見定めて無理が出ない範囲でとどまることを選ぶ。

　それでも、冒険者となるものが絶えないのは偏ひとえに誰もが名を知るような英雄たちに憧れるものが絶えないのと、その職に就くしかない状況まで追い込まれている人間が多いというところにある。

　冒険者になるのに必要なのは、年齢が十四歳を超えていることと、一食分の食事代程度、大銅貨にして数枚の最初の登録料だけだ。

　コネも大金も生まれも経歴も必要がない。

　登録料さえ、金がなければ最初はツケにすることができる。

　つまり、本当に食い詰めてなにひとつ持たない孤児ですら、冒険者になることはできるのだ。

　だからこそ、安定した身の危険の少ない就職先を得られなかった、あるいはそれを拒んだ人たちの受け皿として機能しているのが冒険者という職種の一面でもある。

　ここで最初に話を戻すが、冒険者としての身分証を手に入れることは俺たちにとって多くの面でメリットがある。

　まず、その名の通り身分の保証。

　この大陸を席巻しているのは、人族至上主義の王国、獣人至上主義の獣国、実力至上主義の帝国、宗教国家である法国の四つの国家。そして、それぞれの隙間を縫うようにいくつかの少数民族国家などの小国が存在している。

　それらの国を跨いで移動する場合などにそこそこのランクがあれば冒険者ギルドがその身分を保証してくれるので国境を越えるのが楽になる。

　また、ある程度の大きさの街では一つの街に身分のない人間が長居することはできない。十日以上街に滞在したければ何かしらの身分の証明が必要になる。

　更に、街に入るたびに掛かる入街税の免除。

　これはある意味当然だった。依頼のために街を出たり入ったりすることが多い冒険者が、そのたびに金が取られてしまっては金が掛かりすぎるからだ。

　そして最後に、冒険者の素性は詮せん索さくしないという暗黙のルールが存在する。

　住んでいた街を追われた没落した貴族が。

　裏の世界から足を洗ってきた脛すねに傷のある人間が。

　果ては身分を隠したい王族などの立場のある人間が。

　そういった素性を隠したい人間が名前を変えて登録していたりする。そのために冒険者はその素性を問わないのが暗黙のルールとなっていた。つまり、素性を明かさない人間が多くいる職業ということだ。

　王国に追われているはずの俺たち、というか俺にとってはいい隠れ蓑みのになる。

　一つ目と三つ目のメリットは俺たちの目的を考えれば確実に役立つだろう。ミナリス的には二番目も重要らしい。

「それにしても、なぜこんな朝早くから、ギルドが開くのに合わせて向かうのですか？」

　陽も顔を出してまもなく、未だ店も開店の準備をしているような時間帯の大通りを歩いているとミナリスがそう疑問を口にした。

「言っただろ、『テンプレ』を避けるためだよ」

　そう、冒険者登録といえば、テンプレの宝庫だ。

　登録してきた新人に野蛮な先輩冒険者が絡んでくる。その後それをあしらうとギルドのお偉いさんに目をつけられ、迷惑を押し付けられたり、絡まれたり、監視されたり、いろいろとパターンはあるが、どれも碌ろくなことにはならない。

　善行系主人公たちはむしろ進んで巻き込まれに行くが、そんな糞くその役にも立たない奴隷になるのは一度目の時だけで十分だ。

「今はまだ、そんなアホな目立ち方をするわけにはいかないからな。とにかくまずは絡まれないようにするのが一番だろう。そのために朝早く人が少ない時間に登録を済ませるんだ」

「はぁ、それはまぁ、そういう話も聞いたことはありますけど……」

　ミナリスはしっくりとこないようで軽く首をかしげる。

　この世界でも新人冒険者が成りあがる英雄譚たんの出だしでは、大抵冒険者登録の時に突っかかる当て馬役が現れるので、そういう展開について知識はあるのだろうが、納得はできていないようだ。

　まぁ、確かにそんなことが起きる前提での行動は疑問に思われても仕方がないだろう。だが、俺は一度目の時に王都で冒険者登録した時にそのテンプレを引き当てている。

　突っかかられたところを軽くあしらったら、実力はあるが粗暴で問題のある冒険者というお決まりのパターンで一瞬でギルド長との対面と相成った。

　勇者以外の仮の身分を手に入れるための行動だったが、まさかそんなテンプレが起こるとは想像しておらず、速攻でばれるハメになるとは思ってもいなかった。

　と、そんなことを考えている間にゴーレの冒険者ギルドである木造の建物が見えてきた。

　表には翼を模した盾と剣の紋章が看板として下げられ、建物は他と比べても別格の大きさを持っている。

　建物のそばまで来ると、すぐには中に入らずに建物の中の気配を探った。

「よし、思った通りに人は少ないな」

「……そこまですることですか？」

　呆あきれたように言うミナリスだったが、分かっていない。

　本当に分かっていない。

「いいか、ミナリス。もはやあれは呪いなんだ。スラム街に入れば確実にチンピラに絡まれるように、俺みたいな異世界から来た人間が冒険者として登録しようとすると、だいたいそういうのに巻き込まれる。意識して避けられるなら、それに越したことはないんだ」

「はぁ、なるほど。そういうものですか」

　ミナリスはやはりまだ信じていなさそうだったが、逆にそれ以上に何か言うこともなかった。そんな様子を見ていると自分でも考えすぎな気もしてくる。

　いや、考えすぎなら考えすぎで構わないのだ。それならそれで何も起こらずスムーズに事が進むというだけの話である。

　俺はミナリスを連れて冒険者ギルドの中に入ると、そのまま冒険者ギルドの受付に向かっていくのだった。







　ギルドの中に入ってみると、やはり俺たち以外の冒険者はまだほとんど訪れていないようだった。

　食事処や酒場といった様相のギルドの中は相当広い。

　チラホラといる冒険者は数の少ない依頼の紙が貼られているクエストボードを眺めている。

　依頼が少ないのは時間帯の問題だった。クエストの貼り替えが行われるのが昼過ぎだからだ。

　なぜそんな時間帯かというと、ギルドに併設されている酒場を繁盛させるためというなんともな理由からだった。

　基本的にクエストの受注は早い者勝ちである。クエストの貼り替えのタイミングで割のいい仕事を手に入れようとすると必然、昼時にギルドに来ることになり、そのままギルドの酒場で飯代を落としていってくれるということだった。

　朝食を狙わないのは朝より昼の方がガッツリと腹を空かせて大量の注文してくれるからであり、朝と昼を兼ねて食べる人間も多いからである。

　ほとんどの冒険者が昼より多少前ぐらいの時間帯に動き出すのは依頼を受けていなければ時間に融通が利くために怠惰の誘惑に抗あらがえないせいだが、それに合わせるようなこのシステムが助長している部分も結構あるのだろう。結局は自己管理の範囲なのでギルドが悪いわけではないが。

「さて……」

　ギルドの中を改めて軽く見回した後、受付へと向かう。受付にはベニヤ板のようなモノでできた仕切りがあり、そのブースごとに一人、受付の人間が座っていた。

　冒険者ギルドに並ぶ受付には二種類の人間が座っている。いわゆる美人な受付嬢と言われる部類と事務方の人間とは思えないほど筋骨隆々の威圧感を発する人間だ。

　冒険者はその敷居の低さから、学がない、というより教養や礼儀といったものに疎い人間も多く、力の論理で生きている者も多い。

　全ての冒険者がそうというわけではなく、ランクが上がってくるほどに多くの経験を積み、人脈や人付き合いの有用性に気が付くため、そういった人間は少なくなるが、残念ながら全体的には粗野な人間が多いのが現状だ。

　そこで、手綱を握る意味でそういった手合いが強く出られない相手として、そのような人選が意図的に行われていた。

　何人かいる美人の受付嬢は、その緩和材らしい。依頼に来る人材まで威圧してしまっては問題なのと、いろいろと若い新人のうちはそちらの方が上手く手綱を握ることができるからだ。

　何が言いたいのかと言えば、人間バカばかりということだろうか。

「おはようございます、今日はなんのご用でしょうか」

　二番目に近い受付に進むと担当の女性に営業スマイルで声を掛けられた。

　ミナリスが軽くジト目になっていた気がしたが、気にしない。

　何が悲しくて朝からあんなむさ苦しい男の前に行かねばならないのか。別に顔などどうでもいいが、どちらでも選べるこの状況で近寄るだけで体感温度が５℃は上がりそうな大男を選ぶ必要性は見み出いだせなかった。ホモではないのだ、俺は。

「俺と彼女の冒険者登録をお願いしたいのですが」

「冒険者登録ですか？」

　チラリと、受付嬢の視線が品定めでもするかのように上から下に走る。

　人を見る視線が露骨すぎる。新人だなこれは。

「失礼ですが、冒険者に登録可能となるのは十四歳からになっています。それまでは見習いとなりランクなどは上がりませんが、雑用など危険のない街の中での依頼のみ受けることができます。入街税の免除などの特典はつきませんが、代わりにギルドで開催している初級冒険者の育成コースに無料で参加することが…………」

「いえ、十四歳は超えてます。俺は、十七歳ですし、彼女も十六歳です」

　一瞬言い淀よどんだのは、体感的には二十歳を超えているからだ。

　ステータスに表示されていたのは十七歳だったのでたぶんこっちで合っているのだろう。

「え？」

　ぱちくりというのはまさにこれというような、見事なキョトン顔を見せられる。この反応は一度目でもう慣れた。

　経験が浅いのか、こんな態度を見せることもそうだが、俺にしか視線を向けていないのが露骨に出ていた。誰をどう見てどう判断したのか丸分かりである。もちろん俺の顔が若作りなわけじゃない。まさに日本人マジックだった。

　正直もう慣れきっているのでなんとも思わないが、隣でスキル『鉄面皮』を使ってまで、おそらく笑いをこらえているのであろうミナリスとは後でゆっくりとお話しする必要がありそうだ。

「かしこまりました。それでは、こちらの水晶に触っていただけますか？」

　そう言って出されたのは『年読み玉』と呼ばれる野球のボールぐらいの大きさの水晶玉だった。その名の通り手に持った人物の年を読む魔道具で、詳しい仕組みは分からないが十四歳よりも上かどうかが分かるのだ。

「こちらに触れていただくと、十四歳未満の場合ですと赤く発光し、それ以上だと青に発光します。この年齢制限は各国と結ばれた協定で決められたものなので、いかなる身分の方であろうと従っていただくことになりますのでご了承ください」

　最後にわざわざこんなふうに明言するということは、俺を貴族か何かが勇み足を踏んでいるとでも疑っているのだろう。

　ミナリスの、正確にはその首筋にある奴隷紋を見たようなのでまず間違いない。

　基本的に奴隷は高価だし、俺たち二人が着ている服も王都でそこそこの値段の服を買ったので仕立ては良い。要するにあまり金に不自由はしていないように見えるはずだ。

　だから、『年読み玉のことも知らないか、その年齢制限の規則も権力を使って無視できると思っている世間知らずな貴族のバカ息子が無理を通そうとしている』とでも思ったのだろう。

　実際、そういう事例があることも俺は一度目の時に直接目にしている。

　ただ、その判断が妥当であると分かっていても、そんなものと同類に見られているかと思うと多少は不快な気持ちになるのは変わらない。

　笑顔のまま対応しているが、こちらを侮っているような様子が透けて見える。

　ミナリスもそれを見透かしたようで『鉄面皮』を解いた表情は少しだけムッ、としたような雰囲気が漂っていた。

（って、落ち着け俺、むしろ好都合だろう）

　見た目が若い俺たち二人がある程度侮られるのは想定していたはずだ。そもそも、この場所には自分たちの強さを誇示するために来たのではないのだから、変に注目されたくないという目標は達成できている。とはいえ、イラッとするものはイラッとするのだが。

　心を落ち着けて受付嬢から受け取った年読み玉を受け取ると、それは確かに手の中で青い光を発している。

「ミナリス」

「はい」

　ミナリスに年読み玉を放ると片手で受け取った。

　その手にある年読み玉も青い光を放つ。

「っ、失礼しました。しかし、その年読み玉はギルドの備品でも貴重なものですから丁重な扱いをおねがいします」

　少しムッ、としたような態度で受付嬢が声を返した。

　どうやらこの受付嬢、やたらとプライドが高いらしい。受付嬢を任されているということは経験はなくともそこそこ仕事のできる人材なのだろうが、正直軽い威圧ぐらい掛けて脅してやろうかと思った。

　まぁ、そこまで直接的な行動に出ると戦闘要員であるムキムキマッチョな受付員が飛んでくるのは想像に難くないのでそんなことはできないが。

「あぁ、すいません、そんな貴重な代物には見えなかったもので。ギルドの冒険者に対する対応と同じような扱いで構わないのかと思いました」

「……っ」

　ニコリと笑って、毒を差し込む。

　魔力も発していなければスキルを使っているわけでもなく、間接的に見透かしてるぞ、と言葉で告げてやれば、さすがにこちらの意図に気が付いたようだった。

　それにすら頭が回らないようでは、さすがにギルドの受付なんて役は任されたりはしないはずだからな。

「いいから、早く登録用紙を持ってきてもらえませんかね、受付嬢さん」

「は、はい、いまお持ちいたします」

　受付嬢は少し慌てた様子で奥へと引っ込む。

「ご主人様、なにか、やり方が温ぬるくて逆に欲求不満になりそうです。もう少しやってもよかったのでは？」

「いや、何のために朝早く来たと思ってるんだ。受付嬢を物理的に威圧なんかしたら台無しになるだろ」

「それまぁ、そうなのですが。見る目のない豚に侮られたと思うと……」

　何やらいつもより若干ミナリスさんの態度が厳しい気がする。

　俺もあの受付嬢の態度にイラついているのは一緒だったが、正直言うと邪魔さえされなければどうでもいいというのが一番の感想だった。

「こちらが冒険者登録の申請書になります。銅貨一枚で代筆させていただきますが、必要はありますか？」

「いえ、いりません」

　渡された二枚の用紙のうち一枚をミナリスに渡し、適当に空欄を埋める。

　俺もミナリスも書き終えるとそれを受付嬢へと渡した。

「カイトさんとミナリスさん、歳は十七歳と十六歳、種族は人族と兎人族、戦闘方法は二人共剣士ですね。パーティー名は、『スコーン・ロード』？　で、よろしいですか？」

「ええ、それでお願いします」

「それではこの内容でギルドカードをお作りしてきます。ギルドカード作成には少々時間が必要となりますので、その間あちらでおかけになっていてください」

　そう言って受付嬢に本棚の横に設置されたソファを指し示される。

「本棚には冒険者について詳しい仕組みが書かれた本もあります。必要でしたら後で口頭でも説明させていただきますが、文字の読み書きは問題なさそうですので、待っている間に確認していただいても結構です」

　指し示された場所には、多くの本が並べられた本棚がある。

「他にも魔物について討伐証明部位や判明している弱点などが記された魔物図鑑、薬草や毒草などについてその植生や分布、採取の際の注意事項などが書かれた図鑑なども置かれているので、お好きにお読みください。では」

　そうやって告げるだけ告げて受付嬢は去っていった。

　実際、ただ待っているだけなのも暇なので受付嬢に言われた通りに本棚から小冊子を取り出す。手にとったのは冒険者について書かれたものだった。

　ミナリスも一応の読み書きができるので、『毒草・薬草一覧』という本を手にしていた。『幻げん炎えん毒どく鬼き』は毒を作り出すスキルだし、毒草や薬草の知識を深めるのは悪いことではない。

　俺の方は魔物も薬草や毒草の類も、一度目の時に大抵のものは【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】の鑑定を使った詳細な情報がデータとして剣の中に記録されているので、優先すべきは冒険者という仕組みそのものについてだった。

　一度目の時には勇者とバレて、何もしていないうちから最上位ランクに位置付けられたせいで、冒険者という職種のことをよく知らなかったのだ。

（とは思ってみたものの……）

　残念ながら、これといって目新しい情報はなかった。

　『仕事をこなしランクを上げることで受けられる依頼が増える』。

　『冒険者は街の出入りに税を取られない』。

　『国を跨いだ移動も、戦時中でもなければ身分をギルドが保証してくれるので楽に通れる』。

　基本的なところは元から知っていた通りだったが、ただ抜けていた知識も確かにあった。

　冒険者のランクは個人に与えられるものの他に、パーティーとしての総合評価であるパーティーランクもあるらしい。

　構成員全てがＥ級の冒険者でも、連携などでＤ級の冒険者と同等の働きをできるとなればパーティーとしてのランクはＤとなり、ギルドで受けられる依頼もＥ級ではなくＤ級の範囲で受けることができる。

　そしてもう一つ、勇者として行動していた一度目の時は気にしていなかったが、国・ギルドが共同で管理しているダンジョンの中に入れるのは個人かパーティーかいずれかの評価がＤ級以上の冒険者だけらしい。

　これは、本当に悩ましいところだった。

　いずれダンジョンには行くことになるだろうが、やはりどう考えても、あまり一気にランクを上げすぎて目立つのは上手くない。

　特に、正面からぶつかり合って圧倒できる力を取り戻せてない今はまだ早い。

　どうするかは後でミナリスとも相談しながら考えるべきだろう。

　そうして、手にした本にある程度目を通し終わると、本の裏に『ギルドのランク別の基本評価』なる七段のピラミッドが描かれていた。

　登録するともらえるランクごとのプレートの色と大雑把な括くくりが示されている。

　その頂点のＳＳＳから順に、


　ＳＳＳ（白）　：伝説、おとぎ話の英雄

　ＳＳ　（黒）　：人外もどきな強者（五十年に数人）

　Ｓ　　（赤）　：超天才（十年に数人）

　Ａ　　（緑）　：天才（一年に数人）

　Ｂ　　（黄）　：一線級の人材

　Ｃ　　（茶）　：ベテラン冒険者

　Ｄ　　（青）　：一人前

　Ｅ　　（灰）　：半人前

　Ｆ　　（紫）　：ほぼ素人

　見習い（なし）：登録不可



　と、こんな感じだった。

　見習いにはプレートは渡されないので色の表記はない。

　それも眺め終わったので閉じた本を本棚に戻す。

（それにしても、何のイベントも起こらないな。やっぱり俺の考えすぎだったのか？）

　そんなことを考えた少し後になって、自分が迂う闊かつなフラグを立てたと気が付いた。いや、気が付かされた。

「ハハハッ!!　今日は本当に運がいいねぇ、オーラルラビットを見つけられるなんて思ってなかったよ」

「そうっすね、逃げ隠れするのはやたら上手かったすけど」

「早く換金しましょうっ、いくらになるのか楽しみですねぇ」

　ギルドの扉から入ってきたのはやたらと声のでかい三人組。

　くせっ毛の黒に近い灰色の髪を肩まで伸ばし、左目の下に泣きボクロをつけた女。

　逆立てた短い金髪をした、たれ目の少し背の低い男。

　そして男にしては長めの黒髪と細い目に眼鏡をかけたインテリ風の男。

　ちらりと視線を向けた時に、ザワリと電気が肌を撫なでるような感覚が駆けた。

　それは、まさかこんなところで味わえるとは思ってもみなかった感覚。

　ゾクゾクと昇り上がっていく、期待と痛みが柔らかく混じり合った、とても苦くて、それでも甘く甘く、ヒリつく喉を更に焼くドロリとした劇薬。

「……あぁ、やっぱりテンプレは呪いっぽいな」

　切っても切っても切り離せなくて、やってくるお決まりの展開はいつでもこちらの都合も思考もお構いなしだ。

　まぁ、結局のところ、俺にはそんなものはどうでもいいようだった。

　幸運だったのか、不運だったのか。たとえ、それが本当に呪いでも、俺にとっては違いなんてない。

　ただひとつ、俺にとって重要なことは。




　………そいつらが、俺が殺したくて殺したくてたまらない相手だったということだ。




（あぁ、こんなところで遭えるとは思わなかったな）

　泣きボクロのあるリーダー格の女が、ザイリィ。

　背が低く、斥候役の金髪たれ目が、ドット。

　黒髪をした肩に弓をかけている男が、テリー。

　ただ、あと一人足りない。もう一人、こいつらには仲間がいたはずだ。

　こまっしゃくれた態度で元貴族だっていうことを鼻にかけた魔術師のガキが、ヘンゼルがいた。

　視線を巡らせるが、そのもう一人がなぜか見当たらない。この場にはいないのだろうか。

（ちっ、情報が足りねぇな。くそ）

　関係性の薄さは、そのまま情報量の薄さだ。

　あいつらと出会ったのはもっと別の場所だった。名前とどの程度の強さがあるのか、どんな性格をしているのか、あいつら自身のパーソナリティはその程度しか知らない。

　ああ、もどかしい。

　次に取り出した魔物図鑑を形だけめくりながら、周囲を観察する。

　やはりこの場にはいないのかと、様子を窺うかがっていると更にもう一人ギルドの中に小柄な少年が入ってきた。

　明るい金髪をしたその少年は茶色のローブの下に皮鎧よろいを着込み、一本の杖つえを手にしている。

「…………なんだ、やっぱりいるんじゃねぇか」

　俺は堪こらえきれそうにない笑いを隠すように片手で顔を覆った。

　キョロキョロと周りを見回したヘンゼルが、そのまま近くの受付のカウンターへと向かっていくのを指の隙間から眺めながら、グルグルと体を回る血が焼けた石を落とされたように加熱されていくのを感じていた。

　きっと、正しい誰かはこいつらのしたことを許せと、のたまうのかもしれない。

　関わってこないのなら、命を奪うことまではないだろうと、心の天てん秤びんが狂う前の俺だったら、もしかしたらそう判断したかもしれない。

　裏切りにあったというような、そんな落差がある間柄でもない。それこそ一瞬で肉も血も内臓も、沸騰した毒へと変わってしまうような深さの熱ではないことは否定するつもりもない。

　けど……、あぁ、やっぱりダメだ。

　俺はこいつらを許せそうにない。許したいという気にもなれない。

　冷たい炎に体を炙られ続ける地の底に。

　渇きに吸われる鉄火場に。

　黒く黒く染め上げた骨すら残らないように、コロシテヤル。




　…………俺の心の天秤は釣り合う気配すら見せずに、一方へと傾いた。






第二章　燃える陽だまりの記憶と、溶解する肉壁の窯






　それは、甘い、甘い、遠い夢の中のこと。

　幻のようで、けれど、確かにあった、勇者俺と魔王レティシアの過ごした時間のこと。





　　　　☆






　チチチ、と小鳥の鳴く声が聞こえていた。

　ほんのりと包み込むような暖かい日差しが、切った張ったが当たり前の世界だということを忘れさせようとしているようだった。

「なぁ、普通、こういうのって女が男にやるべきじゃないですかね？」

　ふいに吹いた風に、この世界では珍しい淡い色をした花ビラと、微かすかに香る花の匂いが舞う。

　それから、そこに混じるようにレティシアのどこか甘い匂いが鼻頭をくすぐった。

　そこは森の奥、廃はい墟きょとなった教会がある花畑。

　生命力溢あふれる緑のツタの這はう壁に、建物は廃墟にしては十分立派だった。そしてその前に広がるのは綺き麗れいな花畑と、一本の木。

　俺はその木に体を預け、伸ばした両足にはレティシアの小さな頭が乗っている。

「んー？　なんじゃ、今日は妾わらわが勝ったのじゃから、妾が甘える番なのじゃ。ちゃんと言うことを聞いてくれなきゃ嫌なのじゃ」

　鈴の音のような声は、俺の足を枕にするレティシアから聞こえる声だ。

「いやいや、俺が勝った時だって大体お前が甘えてるだろうよ。ま、いいけどさ」

「ほらほらっ、手が止まってるのじゃ。もっと優しく撫なでろ、愛情込めて、たっぷりとじゃ」

「はいはい」

「んふぅー、んふふふー」

　サラサラで艶つやのある赤い髪を、呆あきれたフリをしながら撫でる。

　言われなくとも、こうしてるだけで自然と手つきは優しくなった。

「うりうりーっ」

「あ、こらおいっ、くすぐったいってっ、なにやってんのっ」

「ふふぅー、やってみたかっただけじゃ。特に意味はない。うりうりーっ」

　楽しそうに笑いながらぐりぐりと頭を動かすレティシアは本当に楽しそうだった。

　あぁ、やばい。頭がバカになってる。

　こんなアホっぽいことをしてるのに、湧き上がってくるのは可愛かわいいとか、愛いとおしいとか、そんな感情ばかりだった。

「おらっ、お返しだっ!!」

「のぉっ、うにゃーっ!!　こ、こら海かい人とっ！　今日は妾が勝ったんじゃから甘々に優しくするのじゃっ、下げ剋こく上じょうはダメじゃろぉーっ！」












　レティシアを抱え込むようにしてワシャワシャと髪を撫で回すと、ジタバタと動きながらも嫌がっている様子はなかった。

「うにゃっ!!」

「おっと」

　そんな反応が可愛くて、思わずやりすぎてしまったようだ。

　俺の腕から抜け出して体を起こしたレティシアは、テシテシと俺の体を叩たたく。

「髪の毛が跳ねちゃったではないかっ！」

「ははっ、悪い悪い。ほら、こっち来いよ」

「むぅーっ、今度こそ、優しくじゃ、たーっぷり甘々にやるのじゃ」

「りょーかい。思いっきり甘々にな」

　少し乱れたレティシアの綺麗な髪を丁寧に梳すく。

　手に触れる感触の一つすら見逃すのが惜しくて、下手したら戦闘中並みに神経を集中させているかもしれない。

　と、自分でもどうかと思うような行動を思いつく。

　思いっきりキャラじゃない上に、いろいろ終わった後、恥ずかしくて悶もだえまくる未来しか見えない。こんなことをしたいと思う時点でいろいろどうかしている。

「んんーっ、ほぅあー。かぁいとぉー」

　なのに、ほわほわと自分の名前を呼ぶレティシアに思考が飛んだ。

「レティシア」

「むっ、むむぅ～っ？　ふぁ、何をしてるんじゃ!?」

　気が付けばまるで啄ついばむようにレティシアの髪にキスしていた。

　自分が何されているかに気が付いたレティシアは顔を真っ赤にして恥ずかしがりながら、けれどどこか嬉うれしそうな気配を滲にじませたままオロオロとしている。

（……なんでこいつ、こんなに可愛いんだよ）

「お前っ、卑ひ怯きょうすぎっ!!　可愛すぎっ!!」

「ばっ、なっ、うぅーっ！」

　どうしようもなく愛しい衝動が溢れ出して、我慢できずにレティシアを抱きしめてしまった。

　楽しい、嬉しい、心地いい。こんな時間がもっと、もっと。

　時間が止まっててほしいなんて、この世界に来て初めて思った。

「まったくっ、バーカなのじゃ、海人のバーカバーカバーカッ」

「ああ本当、バカみたいだよ。何より甘々にしろって言ったのはレティシアじゃないか」

　本当にやばい、すげぇ幸せだ。

　恋愛モードに入った自分がこんな風になるとは思わなかったが、悪くない。

「むぅー……、甘すぎじゃ。こんなことされたら、人前でも我慢できなくなってしまうではないか」

「それは……、確かに困るな」

「そうなのじゃ、海人の世界に行った時、ご両親の前でまでこんな姿を見せるのはさすがに恥ずかしい」

「そうだなぁ、舞まいとかに見られたら、『兄様っ、不潔ですっ!!』とか……。やばい、それは立ち直れないかも……」

　プンプンと怒って拗すねる舞の姿が思い浮かぶ。

　いや、あれから二年以上も経っているのだから、舞も変わっているかもしれない。

　あっちの世界で俺の扱いはどうなっているのか分からないが、一番ありそうなのは家出して行方不明とかそのあたりだろうか。

　父さんにも母さんにも、もちろん舞にも、死ぬほど謝り倒さないといけないだろう。

「……この、シスコンめ」

「ははっ、嫉しっ妬とか？」

「嫉妬じゃ」

　少しの間、目と目を見つめ合って、我慢できずに二人同時に噴き出した。

　元の世界に戻りたい。その気持ちには何一つ変わりがない。だけど、今はこんなじゃれ合いすら、楽しすぎて、この世界に呼ばれてよかったと本当に思う。

　まだまだ、俺がレティシアと元の世界に戻れるようになるまで、時間は掛かるだろう。

　この世界に呼ばれた頃とは違う。勇者として、俺は強くなった。

（だから、きっと、この世界でも、元の世界に帰っても、お前と一緒に……）

「レティシア……」

「んっ……」

　まるで吸い込まれるように自然と体が動いて、その唇が重なった。

「『ウァオンッ！』」

「「っ!?　わ!?　おっ!?」」

　突然、飛び込んできた声に、俺たちは驚いて離れる。

　こっちに向かって吠ほえていたのは、一匹のガルム。

　成長しきってしまえば、犬とは言えないほどに大きくなるガルムだったが、まだ育ちきっていないその体たい軀くはほとんど普通の小犬と変わらないような大きさだった。

　喉元のあたりの毛が月の形に白く染まっているのが特徴だった。

「お、お前ぇ……、毎度毎度……」

「う、うむむむっ」

　俺とレティシアは、見られて恥ずかしいやら、邪魔されて腹立たしいやらで顔が真っ赤になってなんとも言えない表情になってしまった。

「『くぅ～ん？』」

「はぁ、ったく」

　不思議そうに鳴くそのガルムの子供に結局はいつものように毒気を抜かれてしまう。

「ほらっ、欲しいのはこれだろ」

「『がぅっ♪』」

　丸袋から取り出した魔物の肉を放ってやると、ハグハグと一心不乱に喰くいつき始めた。

「いつの間にか毎回たかりに来るようになったなぁ、お前」

　腹を空かせていたのか、フラフラと迷い出てきたコイツに気まぐれに余っていた飯をやってからというものの、俺たちがこの場所に来るたびに毎回こうして肉をたかりに来るようになった。

「よーしよし、いい喰いっぷりじゃ。いっぱい食べて大きくなるといい」

　レティシアがそのガルムの子供の頭をワシャワシャと撫でる。

「あーぁ、知らないぞ。あの赤トカゲが拗ねるんじゃないか？」

「ん？　なんじゃ、妬やいてるのか？」

「あぁ、そうだよ嫉妬だよ。だからもっと俺にも構えよ」

「まったく、しようのない奴じゃのぉっ、んっ」

　そうして再び唇を重ねた。

　それは、まるで夢のような日々だった。

　そんな陳腐な言葉しか出てこないくらい、とても、とても大切な日々だった。







「っ、はぁ、はぁ」

　いけない、軽い休憩として木陰にしゃがみこんだが、少しの間、意識が飛んでいた。

　現実逃避に似た甘い夢の残ざん滓しが、目の前の凍える現実に心を抉えぐるような苦い味をつける。

　何がどうしてこんなことになっているのか。

　俺は傷ついてボロボロになった自分の体を抱えて、暗い森の中を進んでいた。

　レティシアとの戦いを終えて戻った俺は、わけも分からぬまま仲間からの集中砲火を喰らい、傷を負い、消耗した体で命からがら逃げ出すことになった。

　しかし、俺を追うのは仲間たちだけではなかった。この最終決戦に臨むため、この場に連れてこられた兵士や冒険者たちまでもが俺の命を狙ってきていた。

　きっと、主戦派の魔族のどいつかに、全員操られているのだろう。それまでの激しい戦いでの消耗に付け込まれたに違いない。

「はぁ、クソッ」

　心も体も、どちらの傷も癒えぬまま、ふらりふらりと暗い夜に包まれた森の中を進む。

　そうして気が付けば、俺はいつの日か、レティシアと過ごしたあの廃墟と化した教会の花畑へとたどり着いていた。

「ははっ、救い出せずに自分で手にかけておいて……、我ながら度し難いクソ野郎だ」

　戦いたくなかった。

　理解と納得は別物で、それでもそうするしかなかったことも確かで。

　何もなかったように全てを割り切ることもできないまま、元の世界に帰る約束すらまだ果たせていないというのに、こうして在りし日の残り香に縋すがろうとしている。

　なんて、醜いんだろう。なんて、情けないんだろう。

　と、その時だった。

「っ、ここまで接近されてから気が付くなんて、本当に消耗しきってるな」

　そろりと近づいてきた魔物の気配に警戒心を灯ともす。

　現れたのは一匹のガルムだった。

「んっ、その首の模様……、お前、いつかのガルムか……？」

「『ガウゥ』」

　小犬ほどの大きさだったそのガルムは、いつの間にか普通のガルムよりも大きいくらいにまで成長していた。

「……その足、怪我してるのか。俺を追ってきた連中にやられたんだな」

　その傷は明らかに刃物の切り傷だった。魔物同士の縄張り争いでついたものではない。

「とりあえず、治療するにしろ先に建物の中に入るか」

　俺は辛つらそうなそのガルムを抱えて、朽ちかけた教会の中に入る。快適とはいいがたい空間だったが、多少の寒さと雨露を凌しのげるだけマシだった。

「すまないな、いつもなら一発で完治させてやれるんだが…………」

　戦いの最中、丸袋が俺の手から離れてしまっていた。

　そこに入っていた大量の物資はその場に開放されてしまい、下級のポーションすら俺の手元には残っていない。

「『くぅぅん』」

　適当に摘つんだ薬草を数枚ほど傷口に当て、下着の布を手持ちのナイフで割いて包帯の代わりにしてやった。

　魔物の生命力は強い。少なくとも、コレで傷が原因で死んでしまうことはないだろう。

「はは、ボロボロだな、俺も、お前も」

「『ガゥア』」

　軽く頭を撫でてやれば、そのガルムは抵抗することもなくそれを受け入れた。

「さぁ、今日はもう寝るといい。一晩休めば、その傷も癒える」

　俺がこの森から離れれば、操られているだろうあいつらも俺を追ってこの場から離れるはずだ。

　よほど消耗していたようで、少し頭を撫でてやっている間に静かな寝息を立てていた。

「……」

　俺はというと、消耗し、疲れて眠りたいのは山々だったが、決戦で使用した心剣の副作用であと二日は眠ることができない。

　そっと教会から出ると、いつの日か、レティシアと口づけを交わした花畑に立つ木の根元へと座り込んだ。

　見上げた月にかかる雲が少しだけ晴れて、その場所を映し出す。

　体が癒されることはなくとも、今は遠く感じるその日々を思い出すだけで、少しは癒されるような気がした。

　何も変わらない花の香りとその色が、なぜか少しだけ優しくて、我慢できずに涙が流れた。




「『火炎連槍フレイムマルチランス』ッ!!」




「っ!?　なっ!?」

　そしてその瞬間、視界が一瞬で燃え上がった。

　突如飛来した多数の炎の槍やりが、静せい謐ひつさを湛たたえていたその場所を荒らし始める。

　凄すごい勢いで花畑は無残に蹂じゅう躙りんされ、赤い蛇の舌に巻き取られていく。

　チリチリと植物の焼ける音と匂いと共に、紅と茶に染め上がる火の世界へと移り変わる。

「何してるんだいっ！　一撃で仕留めろって言っただろっ!!」

「仕方ないだろっ、相手はあの化物なんだぞっ!!」

　ぞろぞろと現れたのは、一般クラスの冒険者で構成された部隊だった。

　その部隊の先頭に立っているのは、冒険者たちを束ねる四人の冒険者。

　ザイリィ、ドット、テリー、ヘンゼルと呼ばれている者たち。

「こうなったらしかたないっ、取り囲んで封殺するんだっ!!」

　リーダー格のザイリィと呼ばれていた女が叫ぶ。

「ほらほらっ、逃がすんじゃないよっ!!　いくら化物じみてたって人間なんだっ！　魔法を叩き込み続ければ私らにだって倒せる！」

「くっ!?」

　万全の状態なら無防備に喰らったところでどうということのない魔法だったが、レティシアとの闘いで消耗しすぎたせいで、少しずつダメージを負っていく。

　視界を埋め尽くしている魔法は、俺が指導した面制圧を基本とした火系統の魔法の放ち方に忠実で、隙すき間まがない。

　状況を打開するのは難しくなかったが、そうなれば今の俺では相手を殺してしまうかもしれない。そうでなくても、癒えない傷を残してしまいかねない。

　また大きく俺の周囲が削り焼け、花畑が荒らされていく。

「やっ、やめてくれっ!!　正気に戻ってくれっ!!」

　ここは、大切な思い出がたくさん詰まった場所なんだ！

　俺の幸せの象徴のような場所だったんだっ!!

「焼かないでくれっ、この場所は、この場所はだけはっ」

　必死に叫ぶ声は迫りくる炎の壁にかき消される。

「ほらほらもっと焼くんだよっ、あんたたちもだっ」

「そんなに言わなくても分かっているさ、ザイリィ。これでも僕は元は貴族、人に仇あだなす魔王を倒すのに異存はない。燃え貫く炎の槍っ、『火炎槍ファイアーランス』」

　轟ごう々ごうと燃え上がる炎の槍が地面を駆け、あれほど綺麗に咲いていた花々が塵ちりと消える。

　燃える、燃える、燃えていく。

　レティシアが俺に残してくれた、一つとして失いたくない宝物が理不尽に蹂躙されていく。

　なんで、どうしてこんなことに。

「っ!!　やめろっ、やめろてくれっ!!」

　何度も、何度も、やめてくれと声を張り上げる。

「ほらっ、ドット、テリー、油を撒まきなっ！　勇者、じゃなかった、魔王を討伐すれば私らは英雄だよっ！」

「へいっ、姉御っ」

「ふむ、任せておけ」

　踏み荒らされるのは無力な花々。

　それはまるで大切なあの日々までも踏みにじられているようで。

「あんたたちもっ、金貨何百枚って大仕事なんだっ、気合い入れなっ」

「「「おうっ!!」」」

　ザイリィの声に、より一層、魔法の集中砲火が激しくなる。

　そして、制御を誤ったらしい一発の火球が、花畑の端に立っている教会の跡地へと走った。

「っ!!　やめろっ!!」

（あそこにはあのガルムが……っ!!）

　地面を蹴けり飛ばし、コントロールの甘いその魔法から建物を体でかばった。建物が倒壊すれば、あのガルムは逃げられずに死んでしまう。

　だが、その行動が状況を更に悪化させてしまう。

「今だっ、『火炎銃フレイムバレット』っ!!」

　そんな俺を見てチャンスと思ったのか、ヘンゼルが体勢を崩した俺を狙い、速度重視の魔法を放つ。しかし、慌てて構築したその魔法もまた、狙いが俺から大きく逸それて、建物へと向かった。

　体勢が崩れている俺に、それを止めるほどの余力はなかった。

　そして、何物にも遮られることのなかったその魔法は、吸い込まれるようにして建物に着弾した後、一気に爆散する。

　老朽化している建物はその衝撃に耐えられるはずもなく、ガラガラと大きな音を立てて崩れている。

「あ、あぁ、あああ……」

　目の前で、燃えて崩れて落ちていく。あのガルムが寝ているはずの建物が崩れていく。

　ただその光景しか目に入らない。

　痛い、痛い。

　心が悲鳴を上げて、体が力が抜ける。

　顔を守るように腕を上げることすらできず、次々と無防備な俺の体に魔法が命中する。

　ゴウォオッ、と音を立てて燃え広がった炎が、俺の思い出ごとその場所を焼いていく。




　いつか、二人だけの秘密の場所だと笑い合った花畑が燃えていく。




　いつか、二人で背を預けて、あのガルムに餌をやった木が燃え上がっていく。




　そしてたった今、俺の目の前でそのガルムの命ごとその教会が崩れ落ちた。

「ほらっ、いい調子だよっ、トドメをさ……」




「ァアアアアアアアァアァアァアァァアアアァアアァアァツ!!」




　雄たけびと共に、気が付けば俺は周囲を吹き飛ばしていた。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　いつの間にか周りには剝むき出しの土と、吹き飛んで土をかぶって転がっている冒険者たちと、小さく燻くすぶる火を抱える崩れてしまった教会の建物があった。

「はぁっ、ぐっ、はぁ、はぁ」

　ボロボロな体を引きずり、崩れた瓦が礫れきの山へと駆け寄る。

　山積みになった瓦礫の山を必死にどけていく。

　その先にどんな光景があるのか、分かっていても、手を止めなかった。止められなかった。

「はぁ、ぁあ、ぁあああっ、ぐっ、ひぐっ、うぅ、ごめん、ごめんな……」

　そして、やはり奇跡なんて起こらず、当たり前にその亡骸がそこにある。

　抱き上げたガルムの体は冷たく、ボロボロと頰ほおを伝う涙の熱まで噓うそになって消えていくようだった。

「…………あぁ、くそが、糞くそ野郎が、そうだ、そうだったよな」

　そう、それが、これが、過去の夢。

　その光景が、当時の痛みを余すことなく俺の心に再現して、現実に即した悪夢の中だと嗤わらって告げる。

「ちくしょうっ、分かってる、分かってるさ」

　そうだ、これが、俺の現実だ。

　夢じゃない、現実に起こった日々のこと。

　甘い甘い、本当に幸せだと思えていた記憶が噓ではなかった分だけ、何度も何度も繰り返し自分へと言い聞かせた現実の苦みが、鋭く口の中を抉る。

「こんな、こんなくそったれな現実なんだよな」

　こいつらが操られていたわけではないと、俺が知ったのはこれよりも少し後のこと。

　過ぎ去ってしまった時間は戻らない。

　割れた卵は割れたまま、零こぼれ落ちた水は零れたまま。

　たとえ世界が巻き戻ったって、絶対になかったことになんてならない。

　夢だというのに、いや、夢だからか。












「あぁ、くそっ、本当にありがたい夢だよ」

　ただポロポロと抑えることもできない涙が零れ落ちていく。

　まるで何もかも噓だったと否定されている気分で。

　今も欠片かけらも光を失うことのない俺の宝物が、燃え屑くずほどの価値もないと、そんな風に嗤われているようにしか思えなくて。







　あぁ、だから、やっぱり殺すよ。

　俺はお前らのことを許せないよ。

　許したいなんて、許してもいいなんて欠片も思えないんだよ。







　お前らはさ、ただ周りに唆そそのかされて、あるいは義務感で、仕事だからと思って。

　そうして、何も知らないまま俺のことを襲ってきたのかもしれない。

　でもな。

　何があったわけでもない、穏やかな時間を過ごしただけのその場所が、俺にとってどれだけ大切だったのか、お前たちは知らなかったんだろう。

　あの時、お前らが奪った一つの命のことさえ知らずにいたんだろう。

　お前らにとってはそこはただの教会の跡地で、一本の木が立っているだけで、花畑が広がっているだけの場所で。

　奪った命も、ただの魔物でしかなくて。




　それでも、俺にとっては、レティシアが俺にくれた大切なものの一つだったんだ。




　それでも、俺にとっては、かけがえのない大切な命だったんだ。




　過ぎ去った思い出の場所と、たった一匹の魔物の命は。

　──────知らなかったからで済ませられるほど、俺にとって軽くはないんだよ。





　　　　☆






「ご主人様、こんなところで寝るなんて不用心ですよ」

「んんっ、んぅ……」

　ぼんやりとした意識に問いかけるように、掛かる声。

　軽く体を揺らすその手つきは優しかった。

「ふぁ、ミナリス。……悪い、寝ちまってたか」

　フルフルと頭を振ると、ぼんやりとした思考が少しずつクリアになっていく。

　いろいろと手分けして買い物を済ませていたのだが、待ち合わせ場所にした町の広場のベンチへと想像以上に早くついてしまった。

　まだミナリスが来ていないのを確認して、ボーっと空を眺めて時間を潰つぶしていたのだが、寝るつもりはなかったが、ポカポカと暖かい陽気に当てられていつの間に眠ってしまっていたらしい。

「どうだった、必要なものは揃そろったか？」

「はい、思ったよりもずっと安く手に入りました！」

「おお、やったじゃないか」

　上機嫌で嬉しそうなミナリスに笑いかける。

　と、まるで示し合わせたかのように、俺とミナリスの腹の音が同時に鳴った。

　空に昇る太陽の具合を見てみれば、ちょうどいい時間だ。

　朝も早かったし、腹が減るのも当然といえば当然だ。

「いい頃合いだし、飯にするか」

「そうですね、私もお腹が空きました」

　ベンチから立ち上がると俺たちは歩き出した。

　どんなに平静を取り繕っても、やはりあいつらのことが頭から離れない。

　歩きながら脳裏に浮かぶのは、数時間前のギルドでのことだった。





　　　　☆






「ミナリス、俺、あいつらを殺すよ」

　傾いた俺の天てん秤びんが立てたカタンッという音は、寸分狂わずにミナリスに伝わっていた。

「……分かりました、ご主人様」

　それだけでミナリスにはいろいろと通じたようで、納得したように一つ頷うなずいた。

　ミナリスも俺の復ふく讐しゅう心を共有している。追体験での記憶については細かいところは完璧ではないようだったが、復讐心の共有の方はきちんと機能しているようだ。

　さてどうやるか、と考えながらひとまず様子を見る。

　ヘンゼルはザイリィたちに声を掛けることもなく、俺たちの隣の受付へと向かっていく。こちらは先程の受付嬢よりも少し歳を重ねているようで、ベテランの風格とでもいうような雰囲気を持っていた。

「『冒険者になりに来た。手続きをしろ』」

　魔力で強化した聴力で拾ったのは横柄な口調で話しかけるヘンゼルの声。

（冒険者登録……？　まだザイリィたちとは同じパーティーじゃないのか）

　俺は内心で舌打ちしていた。

　同じパーティーを組んでいないとすると、動きを把握しづらくなる。大きな問題というわけではないが、やりづらくなるのは確かだ。

「『冒険者登録ですね、かしこまりました』」

「『ぼさぼさするなっ、早くしろ！』」

　その後も横柄な態度のヘンゼルを受け流しながら、受付嬢はやんわりと話を進めていく。

　しかし、ヘンゼルがいちいち元の身分を鼻にかけた無茶を言いだしたりするので、受付嬢は手を焼いているようだった。

「あちらはしばらく放っておいても問題なさそうですね、ご主人様」

「あぁ、ザイリィたちの方は……」

　しばらくは適当に揉もめていそうなヘンゼルはひとまず置いておいて、ザイリィたちの方へと視線を向ける。

　ザイリィたち三人組は併設された酒場で朝食を取っているようだった。メニューの中でも少し高めの品を注文して祝杯をあげている。

　三人ともここに来る直前まで夜を徹して酒を飲んでいたようで、酒精が抜けきらない赤ら顔で陽気に話している。

　どうやら、オークの討伐の帰りにオーラルラビットを見つけ、やっとのことで仕留めてきたらしい。

　オーラルラビットは大きく裂けたような口と小さな角を持つ体長五十センチ程度の兎うさぎ型の魔獣だった。

　戦闘能力は皆無な上、防御力もないがやたらとすばしっこく、体毛を周囲の色に溶け込ませる固有スキルを持っているために倒すのがかなり難しい。

　そして、なによりもレアキャラなのだ。警戒心が強く、索敵能力にも優れているので本当にごくまれにしか見つかることがない。

　そのために戦闘力がないのにもかかわらず、討伐ランクはＤランクとなっていた。

　しかしながら、オーラルラビットの肉は珍味、内臓は薬に、角や爪が高価な魔道具作成の触媒に、毛皮は高級家具の材料にとその全てが高値で取引されていて一匹捕まえるだけでもひと月分の稼ぎになるほどだった。

（なんでこんな朝早くにと思ったが、そういうことか）

　こんな時間にギルドにやってきたのもそのためだったらしい。

　昨日の夜遅くにオーラルラビットを狩り、町に戻ってくる頃には空が白み始めるのにいくらもない時間になっていたようだ。

　当然、そんな時間帯にギルドが開いているはずもなく、宿に戻って寝るよりも、行きつけの酒場で時間を潰してからギルドが開くのに合わせて来るのを選んだようだ。

「…………」

　上質な獲物に浮かれているその様子が、笑い声を上げて花畑を燃やした姿とダブって見える。

「『さってと、さっそく獲物を換金してくるとするかね』」

　席を立ちあがったザイリィが、酔いを醒さますこともなくギルドの受付へと向かっていく。

「……ん？　こいつは……」

　そのまま何事もなく換金を済ませるかと思ったが、ザイリィが並んだ受付はヘンゼルが並んだ受付と同じところだった。

「『退どきな坊や、邪魔だよ邪ぁ魔！』」

「『なんだお前はっ、うっ、酔っているのか？』」

「はははっ、面白い展開になってきたな」

「言い争いを始めてしまいましたね」

　酔っぱらって絡んでいったのはザイリィの方だったが、ヘンゼルの方も冒険者という職に夢を見ているようで、『冒険者が朝から酒を飲んで』とか、『そんなんだからランクが上がらないんだ』とか、立派に火種を投げていた。

　当然、そこまで言われて自制するような奴でもなかったし、いいことがあった上に酒も入って上機嫌だったところに水を差されればイラつきもするだろう。

　からかって小馬鹿にするような余裕の態度でヘンゼルをあしらっていたザイリィも、段々と口調を荒げて、『あんたみたいなガキが』とか、『冒険者ってのはねぇ、そんなに夢のある家業じゃないんだよっ』とか、逆に突っかかられたのにもかかわらずテンプレなセリフを吐いている。

　ギルドの目があるからこそ口くち喧げん嘩かで済んでいるが、そうじゃなければすぐにでも取っ組み合いの喧嘩になっていたかもしれない。

　とはいえ、ギルドの方も、この程度の言い争いなら日常茶飯事なこともあるので口で喧嘩している間はちょっかいを挟むことはない。

　しかし、そのことが逆にザイリィとヘンゼルの争いの落としどころを見えなくしていた。

（さてさて、これでどうなるなるのか……）

　まるで奇跡のようなタイミングと展開だ。

　こいつらの殺し方を考えるのにも、こいつらの状況を把握しておきたい。

　そんなわけで、気付かれることなくザイリィとヘンゼルのやり取りを見ていたかったのだが……。




「カイトさん、ミナリスさん。お待たせしましたーっ」




「空気読めよっ、あの新人……っ!!」

　よほど焦っていたのか、隣のブースの目の前で起きている喧嘩にも気が付かずに、新人の受付嬢が俺たちを呼ぶ。

「あの女……、磨すり潰してひき肉にしてやりましょうか」

　喧嘩の様子を探っていたところに声を掛けられたため、受付嬢ともバッチリと目が合ってしまった。さすがに気が付かなかったと素知らぬフリをするわけにもいかない。

「……いや、むしろ好都合か」

　もうちょっと離れて様子を見ておきたかったが仕方がない。

　近づいて巻き込まれるならそれもよし、逆に上手く誘導してやることだってできるだろう。

　なんにせよ、まずはギルドカードの受け取りだ。

「こちらが、ギルドカードとなります。再発行には銀貨五枚ほど掛かりますので、失くさないようにしてください」

　受付嬢に渡されたカードは薄黄色の定期入れぐらいの大きさの板状のものだった。プラスチックのような質感のカードだが、これもなにかの魔物の素材を加工して作られたものらしい。

「こちらでカードに血を垂らしてください。それでカードの所有者が確定されます」

　そう言って渡された針で指先に小さな傷を付けてプレートに垂らす。

　それは一瞬、淡い光を放つと元の状態へと戻る。

「これでカードへの登録は完了です。以後、カードに刻まれた情報は所有者が念じるか、ギルドの魔道具を通すことでしか確認ができないようになっています」

　言われたように、心の中で念じるとカードに浮き上がるようにして文字が現れた。












　ミナリスの方も同じような形式で文字が浮かび上がっていた。

「また、こちらが冒険者の階級を示すプレートとなります。Ｆランクとなりますのでこの紫のプレートですね。どの街でも門番に見せれば入街税を免除されますので、依頼で街の外に出る場合など忘れず携帯するようにしてください」

「目に付くところにプレートをつけておく必要はありますか？」

「いえ、出入りの際に所持していればそれで構いませんので、目に見える場所に付ける必要はありません。ただ、一種のステイタスになりますのである程度ランクが上がってくると、いつも見える位置に付けるようになる人はいます」

　まぁ、元は日本人の俺からすれば、治安がいいと呼べるような街などほとんどない。スラムは言うまでもないが、そういう場所でなくとも腕っ節だけの喧嘩大将みたいなバカもいる。

　そこそこ高ランクと分かれば、わざわざ絡んでけがをしたがるようなバカは少なくなる。

　と、そんな風に話をしている間もすぐ隣ではしょーもない口喧嘩が続いていた。途中から三人組の残り二人もやってきたようで、取り巻くようにしてザイリィたちとヘンゼルは対たい峙じしている。

　三対一の勝負になってしまったヘンゼルが、俺たちが受付嬢と話している間も加勢を求めたそうに軽くこちらを窺っていたのは分かっていた。

　歳が近く、たった今新人として登録し終えたところなのを知って仲間に引き入れたがっているのがミエミエだった。

　なので、何も言わず立ち去ろうとする気配を見せてやれば……。

「な、なぁっ、お前たちもそう思うだろう!?」

「え？　あ、はぁ」

　慌てた様子で話しかけてきたヘンゼルに、内心にやりと笑う。

　相変わらず、単純な少年でとても助かった。これで俺もミナリスも、偶然この件に巻き込まれた第三者にしか見えない。

「レアなだけで特に強くもない魔物を狩って喜んで、朝から安酒で飲んだくれてるなんて、こういう向上心のない冒険者がいるから冒険者全体が低く見られるんだ！」

「あぁ!?　言わせておけばこのガキッ」

「ちょっと、ザイリィさんっ、これ以上はまずいっスって」

　ザイリィを抑えるようにドットが動く。テリーも目線で訴えかけるように、視線を泳がせていた。

　その先ではじろりっ、と受付の椅子に座って半眼になりながら喧嘩を眺めているやたらとゴツイオッサンがいる。

　ただゴツイだけではなく、大体が元々高名な冒険者などが引退後の道としてこの職についているのでその力量も確かなものだった。

「まぁ、さっきから話は聞こえてましたけど、こういうのはどうですか？　今ここで魔物の駆除依頼か何かを一緒に受けてみるんです。一日でどれだけの数を狩れたかの勝負でもすればいいんじゃないですか」

　そう言うと両者とも興味を示したようにこちらを見る。

「このまま口喧嘩しててもどっちも収まりなんてつかないでしょうし、ギルドを出た後に殴り合いの私闘なんて馬鹿なことするよりも、こっちの方が冒険者としての力量を見せられるでしょう？　勝った方が報酬を総取りってことで。コレぐらいなら問題はないですよね？」

「は、はい、冒険者の私闘による金銭のやりとりはこの街では禁止されていますが、そういう形ならギルドは口出しをしません」

　先程まで話していた受付嬢に尋ねてみれば、そう言葉が返ってくる。

　『私闘での金銭のやりとりを禁じる』。

　これは田舎などから出てきた自意識過剰な新人が、今回のような経緯で金銭を巻き上げられるという事件が多発したために決められた取り決めだそうだ。犯罪というわけではないが、ギルドからはきっちりと制裁が下される。

　つまり、けじめをつけるのに直接やり合っても、勝っても負けてもどちらも損をするだけとなる。満たされるのは意地だけだ。

「ちっ、まぁ、ちょっとした余興にはいいかねぇ」

　酔いも醒めてきたのか、ザイリィが少年の格好に視線をやってから言う。一対一でこの二人が直接やりやってもザイリィが負けることはまずないだろう。それだけの実力差があるとザイリィ自身も分かってはいるだろうが、少年は魔術師の格好をしていた。

　魔法は基本的に威力が高く、まぐれ当たりでも軽い怪我で済むとは限らない。物理的には何も得られない勝負でそんなリスクを背負うほどこいつらは馬鹿ではなかったようだ。

「僕だってそれで構わない、むしろ、望むところだ。獲物はなんだ？」

「ハッ、今日登録するＦランクに選べるほど依頼があるわけないじゃないの。コイツあたりが妥当な依頼でしょ」

　そう言ってザイリィは一枚の依頼書を剝はぎ取った。

　依頼はゴブリンの駆除。五匹以上で達成で、そこからは一匹ごとに別途、追加報酬が支払われる。

「今のお前のランクじゃあ、これぐらいしか受けられねぇからな」

　そう言ってひらひらと依頼書を振る。

「くっ、確かに僕は今日登録するＦランクだっ。だがなっ、言っておくが、僕は火炎槍ファイアーランスまで使える魔術師だ。お前らなんかとは持って生まれた素質が違うんだっ!!」

　その言葉にザイリィの目が疑いに少し細まる。

　火炎槍ファイアーランスはそこそこ難易度の高い魔法だ。殲せん滅めつ力も威力も消費ＭＰも高く、制御難易度も高め。それをこの歳で使えるのなら増長する理由には十分だろう。

　……まぁ、それをコイツ自身の力量だけで扱えるのなら、の話だったが。

　少年が手にしている杖つえに軽い鑑定を掛けると『炎術魔法補助』の付与がされていた。杖としての基礎的な品質も良く、明らかに金貨数枚クラスの武器だ。

　ザイリィもそのことに気が付いたようで、その目に沼底のヘドロにも似た欲望の色が宿っている。

　ふと気になって腰に下げた【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】に魔力を込めてザイリィのステータスを覗き見てみる。

「………へぇ、これは」

「なるほど、こういうことですか」

　互いに注意が向いてる二人に気が付かれないように俺たちは小声で呟つぶやく。鑑定の結果は俺とミナリスで共有できるようにしてある。

　ステータスを覗き見たところ、固有スキルの欄にあったのはひとつの技能。

　…………『金脈の嗅覚』。

「なんにしろ、面白いことになりそうだな」

「えぇ、そうですね」

　俺は再び口論をし始めた四人に視線を向けた。




　ザイリィ、ドット、テリー、ヘンゼル。




　お前たちがどんな経緯で仲間になって、あの日、俺の前に立ち塞ふさがったのか。

　俺は知らない。知るつもりもない。

　あの時、あの場にいたのはお前たちだけじゃなくて、お前たちがたまたまリーダー的な立ち位置に収まっていただけなのも分かっている。

　お前らと同じように俺を襲ってきた奴らはたくさんいて、俺はその全部を覚えているわけじゃない。湧き上がる有象無象たちの全てを覚えていられるほど、一度目の世界での逃避行は楽なものじゃなかった。




　だから、これはお前らの運が悪かったというだけの話。




　多くの人間がいた中で偶然お前たちが印象深い立ち位置にいたというだけの話。

　人口も多いこの町でたまたま俺たちと顔を合わせることになってしまったというだけの話。

　正しく公平な理屈で行動をしたいわけじゃない、復讐者に出会ってしまったというだけの話。

　俺が地球の全人口七十三億人の中から、たまたまこの世界に召喚されてしまったのと同じ、ただ運が悪かっただけの話。




　だから、これは。




　ここで始まりの、ただそれだけの話なのだ。




「あぁ、楽しみだ」

　そうして、俺は声を殺して気が付かれないように笑った。

　この先に紡がれるお前たちの物語は、二度目の世界でそうして行き詰まる。

「本当に、楽しみだ」

　俺の頭の中はもう、目の前の四人をどうやって苦しめて殺そうかということだけで埋め尽くされていた。







　結局、勝負は明日、取り決めた森に入り、日没までにどれだけの数のゴブリンを狩れるか、ということで話は決まった。

　ただひとつ誤算だったのは、仲介役として俺たちに都合のいい提案をするだけして去るはずだったのに、ヘンゼル側の一員となるかたちで勝負に巻き込まれてしまったことだ。

　ヘンゼル一人に対し、三人組のザイリィたちでは公平ではないとヘンゼルが言い出したためだ。冒険者たちも、仮にこの話が広まった時に『新人一人に三人で挑みかかって寄って集たかって』という評判は避けたかったようで、否いや応おうなしに巻き込まれた。

　一対一でやれよと言えば、ザイリィたちが不正をするかもしれないから、三対三が望ましいんだとヘンゼルが主張する。それでも嫌だと突っぱねてもよかったが、その頃にはわずかにだがほかの冒険者たちも集まりだしていた。

　それ以上に目立つのは本意ではなかったので、仕方なしにそのまま承諾した。

　俺とザイリィたちの間にまで深い確執があったと思われるのは困るのだ。俺たちが疑われることのないようにしておきたかった。

　だから、ギルドの受付嬢の目の前で、数はカウントするが、賭けの対象になっている報酬はザイリィたちは三人分なのに対し、こちらはヘンゼルの分だけということにしてくれと条件をつけた。

　つまり、ザイリィたちが勝てばヘンゼルの報酬だけをザイリィたちが受け取り、ヘンゲルが勝てばザイリィたちの報酬を一人で総取りする。これで、俺たちには直接的な利害関係は発生しない。

　少年に有利な条件にドットとテリーは少し渋ったが、俺たちは、巻き込まれただけの完全な部外者だったし、なにより、こちら側の全員が今日登録したての新人だった。何年も冒険者をやっているこの三人組との勝負ならハンデとしてこれぐらいは、と言ったら大人しく引き下がった。

　その代わり、少年の取り分は働きにかかわらず俺たち三人が狩った数の人数割りにすることになった。ザイリィたちが勝った時に、俺やミナリスの取り分を多めに申告して誤魔化されることのないようにということだった。

　話をしている間、特に口を挟むこともなく考え事をしているようだったザイリィの視線はチラチラとヘンゲルの杖と、それから更に、ミナリスにも注がれるようになっていた。

　その瞳にはやはり、欲望に濁る暗い光が灯っていた。

　なにを考えているのか、まったくもって分かりやすい女だった。どうせ奴隷として売ればいい値になると思ったのだろう。

　ミナリスが下げ種すな視線にさらされているのは気に食わなかったが、それを上回るザイリィの単純さに思わず笑いそうになるを堪こらえた。

　そうして、明日の夜にこのギルドで再び落ち合うことを約束し、ザイリィたちと別れたのがついさっきのこと。

　ザイリィたちも再びギルドの酒場で飲み直すつもりはなかったようで、オーラルラビットの換金を終えるとそのままギルドから出ていった。

　こちらの仕込みに気が付いた様子も全くなく、また別の場所で飲みなおそうかと話している。

「さて、俺たちも行くか。明日のためにいろいろと考える必要もあるしな」

「はい、ご主人様」

「あ、ちょっと待ってくれないか」

　俺たちも明日の準備のためにとっととギルドを離れようとしたのだが、ヘンゼルに引き止められた。

　正直、今はすぐにでもこいつらのそばを離れたかった。

　なにせ、勝負は明日になり、全てを事故に見せかけられる。これほどのチャンスを生かさない手はない。だからこそ、今は時間が惜しい。こいつらの殺し方をどうするのかについて、考えていたかった。

「巻き込んでしまってすまない。君も僕と同じだと思ったから、咄とっ嗟さに頼ってしまった。明日のことについても話したいし、お詫わびに朝食がまだなら奢おごらせてほしいんだが……」

　思わずせり上がる感情を隠すのに、とても苦労した。

　気持ちが悪い。そんな気がないと分かっていても、まるで神経を逆さか撫なでされているようだった。

　悪意は感じないが何か裏があるのか、そもそも僕と同じとはどういう意味か、ヘンゼルに対する警戒度を上げかけて気が付いた。

　おそらく、ヘンゼルも俺が貴族か何かと勘違いしていたのだろう。僕と同じ、とは多分そういう意味で言ったのだ。

（それで俺たち、正確には俺に対して親近感を持ってるってところか）

　冒険者が奴隷を買うことは珍しいわけではないが、今日登録したばかりのひよっこが奴隷を持っているのは、冒険者として以外のなにかで奴隷を買うだけの金があるということにほかならないのだから。大商人の息子か、それとも貴族か。

「いや、俺たちはもう朝食は済ませてある。それに気にしなくてもいいさ、困った時はお互い様だからな」

　そう言って小さく笑って肩をすくめてやる。

　いい加減、表情を取り繕うのにだって限界がある。こうして自分を取り繕い続けるのも大変なのだ。

「そうか。もし明日の勝負に勝てたらその時こそ、報酬としてご飯を奢るとするよ」

　そう言うと、ヘンゼルは冒険者登録に戻っていった。

　俺たちもヘンゼルが受付嬢と話をしているのを見た後、そのまま建物を出ていく。

「しかし、そうか、駆け出しが奴隷を連れてるとなれば貴族の出と取られてもおかしくはないか」

　ギルドを出ると、少し頭を冷やそうと一つ息を吐き、殺しの方法を模索し続ける思考とは全く別の話題を振った。

　ミナリスの奴隷紋を隠さないようにしたのは、俺の奴隷であることを分かりやすく示して、絶対に出てくるであろうミナリスに悩殺されて寄ってくる男への対策にするためだったが、そのせいで貴族の出身と勘違いされることになるとは思っていなかった。

「もう既に何人かには知られてしまっていますが……、隠すようにしますか？」

「……いや、別にそのままでいい。貴族だと勘違いされて困ることはあまりなさそうだからな。奴隷じゃないと知られた時に想像できる問題の方がウザい」

　少し考え込んで、そう結論を出す。

「ミナリスが奴隷じゃないと分かったら、まず間違いなく有象無象な男どもが群がってくるぞ。冒険者なんかは特にだ。仕事柄、獣人だの亜人だのでウダウダ言うような人間なんてほとんどいないからな。お前くらい美人ならダース単位で寄ってくる」

「………美人ですか。ご主人様の考えすぎでは？」

　自分が美人だというのを受け入れられていないのか、ミナリスは無表情のままだ。いや、もしかして本当は照れているのだろうか。

　スキルを使っての無表情なのか、素で無表情なのか区別がつかない。

　とはいえ、自分の見た目に無自覚なのも問題なので、きちんと自分の容姿については理解していてほしい。

「いや、間違いなくお前は美人だよ。俺の目から見ても可愛いし綺麗だ。そこらの男をひっ捕まえて聞いてみれば、ほぼ全員が頷くレベルだよ」

「……そうですか」

　そこまで言っても、特に表情に変化はない。

　特別な感情を持って言っているわけでなくとも、可愛いだの綺麗だのと並べるのは小っ恥ぱずかしいので元の話題に戻す。

「ただ単に普通に言い寄ってくるような奴らをいちいち追い返すのは面倒だ。さすがに全部を殺して回るわけにもいかないし。それに」

「それに？」

「人の奴隷と知ってなお、諦めずに汚い手を使ってくるようなクズなら、殺す時に優秀な実験台として情報を提供してくれるかもしれないだろ？　ほら、言葉が通じないゴブリンとかじゃあ確かめられないこともあるし」

　無関係な人間を復讐に巻き込むのはやめることにした。

　理由はいくつかあるが、そうしなければ、俺の心がもたないと思ったから。自分からそうなってしまえば本当にレティシアに顔向けができなくなってしまうと思ったからだ。

　なぜならそれは、レティシアからもらった全てをゴミのように捨てることと同義なのだから。

　だから、復讐に関わりのあることで関係のない人間を殺すことはできる限り避ける。

　…………だが、それは相手が人間だからこそ選んだ道だ。

　そこらの魔物と同じところまで堕おちた本能まみれのクズなら、人間扱いしてやる必要は欠片もないのだから。

　ただ殺すだけではなく、有効活用するべきだろう。

「…………しかし、結局そこにたどり着いちまうんだな」

　違うことに飛ばしたはずの思考は、どうやれば満足のいく復讐ができるかというところに行きついてしまった。

　だがきっと、それでいいのだろう。

　どこまで行っても、今の俺は、復讐者なのだから。





　　　　☆






「さてと」

　必要になりそうな薬草や毒草などを買い、俺たちは昼食を取ってから宿へと戻った。

　借りている宿の部屋でそれらを丸袋の中へとしまい、それから明日に備えて打ち合わせをしていた。【八目の透本剣】を腰から取り出し、軽く魔力を流して今まで鑑定してきたものの履歴の一覧を表示する。

　その中から最新のザイリィたちの情報を表示させる。


























「前衛に万能型の剣士、偵察に素早さ特化した斥候、後衛として遠距離の弓使いですか」

「ここに火力重視の魔術師が加わると。改めて見るとバランスのいいパーティーだな」

　確か、法ほ螺らを吹いていたわけでないのなら俺と出会った時はリーダーのザイリィがＢ＋ランク、残りのメンバーもＢランクだったはずだ。

　もちろん、それは三年近く先の話であり、今の彼らのランクがどうなのかは分からないが、ステータスなどの感じからしておそらく全てのランクが二つずつ下ぐらいだろうか。

「それで、名前から何となく予想はつくけど……、ふぅん」

　ザイリィの持つ固有スキル『金脈の嗅覚』は鑑定を掛けてみるとどうやら換金価値の高いモノを直感的に見分けることができるスキルのようだった。

　この、『換金価値が高いもの』というあたりがまた曲くせ者ものだった。俺の鑑定のように能力を見抜いているわけでも、物体に内包された魔力量等を鑑定しているわけでも、ましてや目利きの知識を手に入れられるわけでもない。

　だからこそ、俺が腰から下げている【八目の透本剣】や、【丸まる栗り鼠すの袋ふくろ剣けん】のような明らかに能力の価値が桁違いな代物には反応せず、ヘンゼルの杖に反応していた。

　俺の心剣は他人が許可なく手にしても霧散してしまうために、換金価値としては全くの無価値なのだ。

「さてさて、どんな方法を使いますかね」

　ザイリィたちのステータスを消しながらそう呟いた。

「まだいくつか、魔物相手にも試してない方法もありますけど……」

「いや、ああいうのはいろんな復讐の手段を考えるのに役立ってるけど、ただ肉体を痛めつけるのがメインだからなぁ」

　言葉による意思疎通ができないため、魔物相手に試せるようなものはそれこそ生存本能に直結した『痛み』を与えるだけのものなのだ。いろいろと難しいことをやっても深く考える知性がないので効果が微妙だというのもある。

「それに、痛みだけじゃあ満足できない。恐怖に浸されて、狂って狂って泣き叫ぶぐらいにしないと、納得できない、絶対にな。だから…………して、…………っていう風にして最後に殺してやりたいんだよ」

　ミナリスに、頭の中でいくつもこね回した復讐方法のうち、考えていた一つの案を告げる。

「なるほど、確かにそれはそれで面白そうですけど、そんなこと可能なんですか？」

「たぶん？　一応可能かどうかゴブリンか何かで試しておきたいから、昼飯を食べたら外に行こう」

　そう言って立ち上がるとミナリスもまた追従して立ち上がった。

「でも、それだけだと痛みは与えられなそうで嫌ですねぇ。やる前にある程度は痛めつけてもいいですよね？」

「あぁ、ただし、死んだ方がマシ、殺してくれとか、そういうこと思うレベルの暴力は控えることな。あ、もちろん、その時は俺も思いっきりヤるからな！」

　そんな話をしながら宿の階下へと降りた時だった。

「おや、帰ってきたと思ったらすぐにまた出かけるのかい？」

　そのまま宿を出ようとすると、この宿を切り盛りしている女将おかみさんに声を掛けられた。

　どう答えるかと考えるよりも先にミナリスが言葉を口にした。




「ええ、これからご主人様とデートなんです」




「み、ミナリス!?」

　仰天する俺にかまわず、特に表情を動かさないミナリスが俺の腕をとる。

「（ご主人様、奴隷は所有者によって譲渡することができます。そこそこ資金を持っている貴族や冒険者なら売却を持ちかけてくることもありますから、こうして仲なか睦むつまじい様子を見せておくのは虫よけに有効だと思われます。ふつう、お気に入りの奴隷はお金を積まれても売り払ったりしませんから）」

　ミナリスが少し顔を寄せ、小声で俺だけに聞こえるようにそう囁ささやく。

「（むっ、それは、確かに一理あるが……）」

　ちらりとミナリスを見ると安定の無表情である。

　安定の、無表情である。大事なことのなので二回言った。

　つまり、これじゃあかえって逆効果じゃないか？　あれじゃね？　奴隷の女の子に無理やり恋人っぽい振る舞いをさせてる痛いやつ扱いされるだけじゃね？

「（ミナリス、笑え。素なら演技でいいし、照れてスキル使ってるなら照れない許容範囲の行動に抑えてくれればいいから、頼むから早く……っ!!）」

　若干、かわいそうなものを見ているような、死んだ魚の目をしてる宿の女将の視線が辛い。

　そしてミナリス、キョトンとするな、頼むから。

「あぁ、もういい。早く行くぞミナリス」

「ご、ご主人様？」

　今度はミナリスの方が戸惑う番だった。

　誤解を解くのはもう無理だと判断すると、とにかくこの場から一も二もなく離れたかったので、そのまま急いで宿を出た。

　まさか、こんな伏兵が潜んでいるとは思わなかった。おそらく宿の女将の誤解は解けていないだろう。

　しばらくの間、あの視線に晒さらされ続けるのかと思うと、少し泣きたくなった。ちびってはいない。





　　　　☆






　ザイリィ、ドット、テリーの冒険者三人は宿に戻るといろいろ限界に近かったようで三人ともベッドで夕方過ぎまでいびきをかいて寝ていた。

　それも当然である。オーラルラビットを狩った喜びと眠気の波の峠を越えた時間帯になってしまっていたハイテンションで感じていなかっただけで、オークの討伐を数日掛けてこなし、オーラルラビットとの追いかけっこ、そして休まず徹夜酒のあとに新人冒険者との言い争い。

　一度宿に戻る頃には、強大な波になって襲ってきた睡魔に抗あらがえるはずもなかったのだ。

「しっかし、面倒なことになりましたね。ザイリィさん」

　のそりと疲労の抜けた体で起き上がったザイリィたちは、普段から利用している行きつけの酒場で改めてオーラルラビットを狩れた祝杯をあげ直していた。

　未いまだ陽が高いというのにパラパラと人が集まり始めた酒場、木でできたジョッキでビールに似た安酒を呷あおるザイリィにドットが話しかける。

「あん？　何のことだい？」

「何って、あのガキのことですよ。今更ゴブリン狩りなんてしょっぱい仕事、Ｄランクパーティーの俺たちがするような仕事じゃないでしょう」

　ドットの言葉を引き継ぐようにテリーが告げ、肉と屑くず野菜を炒めた酒のつまみを指先で摘つまみ上げる。

「ぷっ、アハハハハッ!!」

「？　何か変なこといったか、俺」

「さぁ？」

　突然笑い出したザイリィに、ドットとテリーは頭に疑問符を浮かべる。

「いやぁ悪い悪い、あんたたちにはもう話した気になってたよ。全然しょっぱい仕事なんかじゃないよ、それどころか、オーラルラビットなんか目じゃない。たぶん、金貨何枚クラスの大仕事だ。いやぁ、久々にいい獲物が私の鼻に引っかかったよ」

　笑うザイリィに得心がいったというようにドットとテリーも破顔する。

「おっ、マジっすか。いいっすねぇ、これでまたしばらく美う味まいもん食えますねっ。オークの討伐報酬とオーラルラビットの代金だけじゃ、ツケを返したら半分ぐらいしか手元に残らねぇっすから」

「金貨かぁ……、ちょうど欲しい魔道具があったんですよね」

「テリー、相変わらず魔道具が好きだなぁ。たまには女の一人も買ってみたらどうだ、んん？」

　ニヤリと笑みを浮かべたザイリィにテリーは肩をすくめた。

「俺は商売女は好きになれないんですよ。二人とも知ってるでしょう、俺の趣味」

「はっ、嫌がって泣き叫ぶ女を無理やり、ってのが好きなんだっけか？　分かんないっすねぇ、抵抗されたらウザいじゃないっすか」

「そこがいいんですよ。というか、女のうなじにしか興味がないなんて言っているドットも十分変態だと思いますがねぇ」

「あんたら……、ここにも女がいること忘れちゃいないかい？　なんにしろ二人ともドがつく変態だねぇ」

「「いや、女のくせに女を苛いじめ抜いて殺すのが大好きなザイリィさんには言われたくないっすよ（ですよ）」」

「おっと、言われちまったか」

　下品な笑い声がその場に上がる。とはいえ、こんな時間からわざわざ安酒を飲みに酒場に集まっているのは同類のような連中ばかりだ。

　三人の笑い声はその場にいたほかの連中の笑い声に紛れ、会話の声も話している三人以外の人間の耳に入ることはない。

「それで、獲物はどっちなんで？　馬鹿丸出しで絡んできたガキっすか？　それとも獣人奴隷を連れた自称剣士のひょろガキ？」

「馬鹿丸出しのガキの方だよ、あの杖、相当の代物だね。ありゃどこかの貴族の坊ちゃんだろ。何番目のガキかは分からねぇが、従者も連れずに冒険者登録に来てんだ、確実に用無しで追い出された口だね。あの杖が手切れ金って感じだろうな」

「あぁ、そういえばペラペラと自分のこと話してくれてましたね。あのバカさ加減にも貴族っぽい傲ごう慢まんさが見え隠れしてましたが」

「あの獣人の奴隷を連れたガキの方もやたらと丁寧な感じだったな、あの歳で奴隷を連れてるということは富豪の息子か貴族の隠し子か」

「あっちの方はダメだな、金目のもんは持ってないよ。まぁ、どっちにしろ、生きていられると困るんだ。せっかくだから、あの兎族の奴隷で遊ばせてもらおうじゃないか」

「おっ、いいっすねぇ。ちゃんと壊す前に俺の方にも回してくださいよ、姉御」

「最初は俺にやらせてくれないか。一番最初が、一番いい声で鳴くんだ」

　ザイリィたちは再び下種な笑い声を上げる。

　その酒場ではどこもかしこも似たような会話が続けられていた。そこそこ騒がしい酒場の中で、その会話の内容を聞いている人間は、いない。

　そう、人間はいないのだ。

「チュッ、チュチュ」

　ザイリィたちの席の近く、物陰に隠れるように一匹のネズミが居座っていた。

　そのネズミの体には、魔力でつけられた普通にはないはずの文様、『使役紋』が浮かんでいた。





　　　　☆






「はっ、やっぱりクズはクズか」

　ミナリスと下見に出た森の中、ザイリィたちを尾行させ、様子を探らせていたネズミから有益な情報が入ってきた。

　もちろん、ただのネズミなわけがない。【魔ま畜ちくの卵らん剣けん】で従属化においたネズミ型の魔物・スモールマウスを調教したものだ。

　スモールマウスは一応魔物に分類されてはいるが、能力的には普通のネズミと何も変わりがない魔物で特に危険視されてもおらず普通に町中を徘はい徊かいしている。

　【魔畜の卵剣】はおよそ剣という形状はしていなかった。握り手と鍔つばは普通のものだが、刀身の代わりにあるのは花が開く前のつぼみのようなものだ。ＨＰ／ＭＰを除くステータス合計の百分の一以下のレベルの魔物に『使役紋』を刻んで強制的に支配下に置くことができ、ＭＰの最大値が１００につき一体、支配下に置いた魔物を【魔畜の卵剣】の中のよく分からない謎空間に入れておけるようになる。支配下に置ける数もそれと同じだ。また、同じく支配下に置いた魔物の感覚を借り受けることができる。

　このネズミ一号は、能力を試すために適当に捕まえたものを支配下に置いたのだが、思った以上に役立つネズミに成長していた。

　完全に人語を理解するだけの知能があり、体の構造が違うので発音することはできないが、身振り手振りで『ＹＥＳ』『ＮＯ』程度の意思疎通も行える。この大きさだと【魔畜の卵剣】の不思議空間に放りこまなくても済むのでいちいち【魔畜の卵剣】を取り出さなくていいというのもポイントが高い。

　また、【魔畜の卵剣】の効果で一時的にネズミの視覚や聴覚を借り受けることができる。小さな隙間があればどこからでも建物に入り込むことができる立派なリトルスパイの出来上がりだ。

　今回はその試運転も兼ねてザイリィたちの見張りをさせていたわけだ。

「？　どうしたんですか、ご主人様」

「いま、ネズミ一号の方から情報が入ったんだよ。分かりやすく胸むな糞くその悪い話をしてた」

「その音声、私も聞くことはできますか？」

「ん？　ミナリスもか？　まぁ、試したことはないが、【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】の効果で魔力的なパスが常に繫つながってるからやろうと思えばやれると思うが、聞いても不快になるだけだからやめておいた方がいいと思うぞ」

　そう言って軽く肩をすくめるが、どうやらミナリスにはお気に召さなかったようだ。

「ご主人様、そういうのはいけません。私はご主人様の奴隷ですが、同時に共犯者でもあるのですよ？　隠し事をするな、とは言いませんが、そういう配慮はいりません。もし、殺してしまった後で負債が返し切れていないと分かったら、その時はどう欲求不満を解消してくださるつもりなのですか？」

「ち、近い近い」

　ミナリスがズズイッ、と顔を寄せてくる。ただ、言っていることは、まったくもってその通りだった。

「まぁ、それじゃあ」

　ネズミ一号から聞こえる声がミナリスにも伝わるように魔力のパスを繫げられるか試してみる。

　ビリッ、とした何とも形容しがたい感覚が体に走った。どうやら上手くいったようだった。

　ザイリィたちは未だに下種な想像で盛り上がっていた。俺は基本的には酔っ払っている間のことは大目に見る主義だが、それを差し置いても今すぐ殺してやりたいレベルの会話が飛び交っている。

　会話を聞くミナリスの方はほとんど無表情だったが、その背後に陽炎かげろうのように立ち上る圧力がどんどん増していた。

　とはいえ、いつまでもそんな風にしているわけにもいかないので、そろそろ下見を再開しようと提案しようとした時だった。

　ミナリスの方からネズミ一号の音声を切ったかと思うと、無表情だったその顔がまるで聖母の微笑ほほえみのような表情になった。

「ご主人様、明日が、とても楽しみですね？」

「…………お、おう」

　そんな風に笑顔を浮かべるミナリスに、俺は若干気け圧おされてしまった。







　翌日、前日と同じように微妙な味の朝食を済ませ、準備を整えてミナリスを連れて宿を出た。

　今日は早起きする必要はなかったので、普通に日が昇ってそれなりに時間が経ってからの起床であり、そうして宿を出る頃には町は既に動き始めていた。

　国内各地の多くの場所から人間の集まるその町は、日が完全に昇りきる頃には多くの店が開き始め、昼も近くになると何を売っているのか分からない怪しげな露天商から、駆け出しの商人、掘り出し物を売っている中古品を扱う人物など多くの人間が商売に動き出す。

　日本のようにかっちりとした時計などない世界なので、ほとんど体内時計や陽の高さを見るくらいでしか今の時間を測る方法などないのだが、町全体で見れば、店の出る時間と数が大体毎日同じになるのだから不思議だった。

　まぁ、それを見ている俺自身も今は時計など持ち合わせていないので正確なところはよく分からないのだが。

　今日の勝負の集合場所は町の東門だった。

　宿から東門まではそう遠くはないのだが、その短い距離でも数多くの露店の前を歩くことになった。いろいろ興味を惹ひかれるものもあったが、今日ばかりは全部後回しだ。

　寄り道はせずに事前に取り決められていた集合場所へと向かう。

「ん、一番乗りじゃなかったか」

　だが、たどり着いた東門には既に人影があった。

　まだそこそこ距離があるので向こうは気が付いていないようだったが、ヘンゼルが一人立っているのがこちらから見えた。

　なにか東門の門番をしている兵士と話しているようだ。

　異世界万歳とばかりにビックリカラーな髪色が普通なこの世界だが、そんな群衆の中であっても鮮やかな少年の金髪は見つけやすかった。

「一番乗りしたかったのですか？」

「ん？　いや別に？　ただちょっと予想してなかっただけで」

　あの傲慢なヘンゼルが一番先に待っているとは思っていなかっただけだ。

　これから少しの間、顔を突き合わせながら殺すのを我慢しなければならない。その時間が少し伸びたと思うと憂ゆう鬱うつだっただけの話だ。

「まぁ、飯を喰らう時は腹を空かせてこそだしな。ほら、行くぞ」

「はい、ご主人様」

　それから少し距離を詰めたあたりでヘンゼルの方もこちらに気が付いたらしく、どこかほっとしたような表情でこちらに寄ってきた。

「おはよう、遅かったじゃないか。集合場所を間違えたのかと思ったよ」

「遅い？　いや、むしろ早い方だと思いますが」

　ミナリスの言う通りだった。多くの冒険者が狩りに出かける時間帯と比べ、今は若干早いと言えるような時間帯だった。というか、昼よりも前ということしか時間については決めていなかったため、遅いも早いもない。

「何を言ってるんだ、昨日よりもずっと遅い時間じゃないか。だいたい、奴隷の分際で気安く話しかけるな。しかも見たところ獣人じゃないか。あまり近寄らないでくれ、獣臭さが移る」

　苛いら立だたしげなその言葉はするりとヘンゼルの口から出た。

　顔を顰ひそめながら少年がミナリスを見るその目は、自分で勝手に貼り付けたラベルで世界をランク分けして蔑さげすむ目だ。

　世界の敵とレッテルを貼られた俺に向けられた数多あまたの目と。

　ミナリスを獣人として蔑んだ彼女の村に住む村人たち視線と。

　何一つ変わらない胸糞悪い、どこまでも当たり前の瞳。

「…………」

「そうそう、それよりも今日の話だ。なんで昨日は先に帰ってしまったんだ？　おかげで連携の訓練ができなかったじゃないか！」

「…………はい？」

　こっちが感情を押し殺すのに手一杯になっている時に、ヘンゼルは更に声を重ねてきた。

　いきなり何の話だ。唐突すぎて意味が分からない。

「だから、連携の訓練だ。互いの力量も知らないのにいきなりパーティーとして動けないだろう？」

　やれやれといった表情で告げるヘンゼル。

　この時ばかりは、いろいろと考えていた思考が固まった。

　そもそもどうしてパーティーとして一緒に動くことになっているのかがまず分からない。なんだこいつ、想像以上に頭がお花畑だ。

　啞あ然ぜんとしすぎて黙っていると、ヘンゼルは何を勘違いしたか得意げに、更に言葉を続けた。

「まぁ、君たちはできるだけ突出して敵を引き付けていてくれればいいさ、僕のところに来ないように抑えていてさえくれれば僕の魔法でトドメを刺してやる。あぁ、君はあまり前には突出しすぎないでくれよ？　威力の調整は少し苦手でね。そこの奴隷はともかく君まで巻き込んでは申し訳ないからな」

（……つまりなんだ？　俺たちを肉壁として利用したいって言ってるわけか？　こいつ）

　しかも、俺たちを突出させて危ない囮おとりは全部任せて、その上、自分はミナリスを巻き込むのはお構いなしに魔法を使うと？

　言っていることへの理解が追いついたが、感情が追いつかない。

「………」

　スッ、とミナリスから表情が消えた。

　いい加減、自力で表情を制御しきれずにスキルを発動したのだろうが、どうにもミナリスはこのスキルに頼りすぎなところがあるな。後で少し注意しておいた方がいいかもしれない。

（それにしても……、あぁ、やっぱり今すぐここで捻ひねり潰してやりたいな）

　やっと追いついてきた感情が、沸々と心に押し込めた箱の中で煮えたぎっている。

　ヘンゼルの態度は貴族の坊ちゃんとしては当然といってもいい態度だった。大人なら、その程度受け流してしまえというのかもしれない。

　それがきっと、この世界では正しい選択の一つ。

　けど、正しいか正しくないかなんてことを考えるのは一度目の時だけで十分だ。

　道徳的に考えてとか、相手にも事情があったとか、そんなことはどうでもいい。

　重要なのは俺がどう思うかなのだ。

「（ミナリス、ちょっと早いが、下ごしらえを始めておけ）」

「（！　分かりました）」

　だから、今は我慢しなければ。

　ほんの数刻、それだけの我慢だ。

　まるで料理をするように、下ごしらえを済ませてから、

　…………お前も必ず、絶望の底で殺してやる。

　少年にきつい言葉を掛けられて怯おびえるフリをしながら、少し顔を伏せるようにしていたミナリスの口がハッキリと吊つり上がるのが見えた。『鉄面皮』のスキルは許容量を超えた感情を隠すことはできない。

　…………そんなに『やってよし』の許可が嬉しかったか、ミナリス。

　ああ、でも当たり前か。

　俺と同じ感情を共有してるのだから、悦よろこびだって等しく同じだろう。

　許可を得たミナリスが静かにその魔力に殺意の色を帯びさせていく。

「……………というわけだ、僕の凄さが分かったかい？」

「へぇ、それは凄いですね」

　ミナリスが魔法を構築を始めている間、ヘンゼルの方はというと、何が楽しいのか、ぺらぺらと自分が使える魔法について話すのに夢中になっていた。

　当然興味などありはしないので、完全に右から左に聞き流しながら『ええ』とか、『それは凄い』とか適当に相あい槌づちを打っていた。

　ヘンゼルが自分に酔っているその裏で小声でミナリスとやり取りをしていたわけだが、ミナリスが魔法の構築に集中するのには都合がいいのでそのまま言わせておいてやる。

「そうだろう、だが、僕の凄さはこんなものじゃない。いずれはこの王国で、いや、他国でも知らぬ人間がいないぐらいに────……」




「（……『塵じん針しん氷ひ毒どく』）」




　そして最後に小さく呟いた言葉に、音もなくミナリスの魔法が完成した。ミナリスの殺意の込もったその凶器は俺たち以外のその場の誰にも気付かれることなく宙を走る。

「んっ、なんだ？　虫か？」

　油でも差されているのかと思うほどによく回っていた口が止まる。

　少年が首筋に手をやるが、そこには何の傷跡もない。いや、正確には傷跡はあるがそれこそ虫に刺された程度の小さな傷だった。

　『塵針氷毒』。

　それはその名が示す通り、毒を凍らせた極小サイズの氷の針を作り出す、ミナリスが作り出したオリジナルの混合魔法だ。

　『幻げん炎えん毒どく鬼き』で生み出した毒を、ミナリスの適性が比較的高かった水術魔法と闇術魔法との合成魔法で生み出した氷の針に更に上乗せした魔法。

　王都を出てからの旅で、ふとしたミナリスとの会話から思いつき、暇を見つけては二人で開発したその魔法は、コントロールが難しいが魔法に込められた魔力が小さく、視覚・魔力の両面で隠密性に優れている。

　氷でできた極小サイズの針は標的に突き刺さればすぐに解けて、毒となって体を回っていく。ただ、氷の針自体にはさほど硬度も威力もないため、質の悪い皮鎧よろいにすら弾はじかれてしまう程度なのだ。獣人の拡散しやすい魔力の性質も相まって使える状況はかなり限定されるので、思うほど汎はん用よう性のある魔法にはならなかった。

　だが、誰にも気付かれずに対象に毒を打ち込めるのはそれを補えるだけの利点だろう。今日は一日しか時間がないのだ。下準備を誰にも気付かれずに行えるのはとても便利だ。

「お、なんだいなんだい、随分と早く集まってるじゃないか」

　と、まるで計ったようなタイミングで現れたのはザイリィたち三人組だった。

「くくくっ、先輩を待たせちゃいけないってわけ？　よく分かってるじゃないの。それに免じて、ここで情けなく地面に額を擦こすり付けて謝るなら許してやってもかまわないよ？」

　死ぬほど分かりやすい挑発だった。

　ニヤニヤと笑いながら告げるザイリィに許す気など欠片もないことは、ヘンゼルが手にした杖と、ミナリスを見つめる下種な欲望に濁った目を見ればよく分かる。

　だが、そのことにも気が付かず、ヘンゼルは分かりやすい挑発に乗って癇かん癪しゃくを起こしたようにザイリィに食ってかかる。

「なんだとッ!!　誰がそんな恥知らずな真似をするかっ!!」

「そうかい、なら、さっそく始めるとするか」

　わざとらしく軽く肩をすくめたザイリィがそう言った。

「ああ、絶対にお前らにほえ面をかかせてやるっ!!」

「やれるもんならやってみな。せいぜいゴブリンに囲まれて殺されないようにするこった。冒険者登録したばかりの新人が粋がってゴブリンに殺されるなんて、よくある話だからねぇ」

「はっ、誰がゴブリン程度にやられたりするものか！」

「いやいや、分からないよ？　一寸先は闇ってのがこの商売だ。いつ死んでもおかしくないもんだからね」

　ザイリィが含み笑いをしながらそう告げ、冒険者の証であるプレートを門番に見せて東門を潜くぐる。

　俺たちがやってきた南側はほとんど森に囲まれた中で門の周囲だけが開けたようになっていたが、それとは対照的に東門を出てすぐは、視界の開けた平原が広がっていた。

　そこから北東の方向には相当遠くに小高い山々の姿が見え、そのふもと付近の裾から山に寄り添うように浅い森が延々と広がっている。ここから山のふもとまで直線距離で歩いて三日は掛かる程度の広さがある。

　そのまま、俺とミナリス、ヘンゼル、ザイリィたち三人組はその浅い森の辺りまで、特に会話もなく移動した。

「じゃあ、勝負は今日の日没までだからね。それまでにギルドに戻り、報告をして、そのままギルドで待つ。陽が沈みきるまでにギルドにたどり着けなくてもアウトだよ」

「あぁ、分かっている。さぁいくぞ!!　僕についてくれば負けることなどありえないさっ、アハハハッ!!」

（おうおう、かなり毒が回ってきてるみたいだなぁ）

　ミナリスが打ち込んだ毒は、対象の魔力を喰らって増殖するので、毒が直接的な猛威を振るう前には軽いＭＰ酔いのような状態になる。動けなくなるまであと一、二時間といったところだろう。

　気合い十分といった感じで森に入っていく少年の後ろについて俺とミナリスも歩き出す。

　少年とは最初から別行動してザイリィたちを尾行する予定だったが、結局そう切り出して騒がれるのも面倒だったので、とりあえず大人しく従うことにしたのだ。森に入ってさえしまえば軽い幻術でも掛けて離れてしまえばいい。どうせ、すぐに死ぬことになるのだから。

　チラッと、気が付かれないように確認してみれば、違う方向から森へと入っていくザイリィたちの姿が確認できた。

　その視線は未だに俺たちの方を向いていて、今にも舌なめずりでもしそうな露骨な欲望の視線を向けていた。





　　　　☆






「はぁ、はぁ、はぁ」

　暑い。

　森に入ってからどれぐらい経ったのだろうか、既に一刻以上経っているように思えるし、逆にほんの少しの時間も経っていないような気さえする。

　おかしい。絶対におかしい。

　体の中が焼けるように暑い。流は行やり熱にかかってしまったように、意識が揺り動かされる。

　ただ歩いているだけでも、まるで水の中を進んでいるかのように体力を奪われていく。

（……くそっ、なんで、こんな時に）

　軋きしむ関節に苛立ちながら、懸命に足を進めていく。

　さすがにこの状態ではあいつらに勝てるわけがないことぐらいは分かっていた。

　けれど、ゴブリンの一匹も倒していないうちから諦めて町に戻ることなどできるわけがない。それではいい晒さらしものだ。

（…………ゴブリンは弱った相手を狙う習性がある。この場で狙われるのは間違いなく僕だ）

　ちらりと視線を前に向ける。

　最初は先頭を歩いてた僕が、いつの間にかほかの二人の後ろを歩いていた。

　二人は僕と違い、特に調子が崩れている様子もなく、淡々と森の中を進んでいく。

（仕方がない、もしもの時のために考えていたプランで対応しよう）

　熱には浮かされているが、魔法を使えないわけじゃない。

　戦闘になったら背後から『火炎球ファイアーボール』でこの二人の足を焼こう。

　ゴブリンの習性からいってまず二人から襲うはずだ。

　その間に『火炎槍ファイアーランス』でゴブリンたちにトドメを刺して、その耳を持って町に戻ろう。

　勝負に負けるのはこの体調不良のせいだし、そんな状態の戦闘で魔物を倒したのなら十分だ。

（本当は、あまりこういう方法は貴族としてエレガントじゃないから好きじゃないんだが……）

　これは、貴族としての矜持プライドの問題だ。

　今は、家を追い出されて貴族としての地位を失っているが、僕ほどの才能があればすぐに頭角を現せる。

　Ａランク冒険者になれれば、貴族として新たに家を興すことだって不可能じゃない。

（いや、僕ならやれるっ、僕は貴族だ。僕を見下したバカ親父おやじとバカ兄貴たちを、もっと上の位置から笑ってやるっ!!）

　そう、僕は貴族なのだ。

　その貴族である僕が、初陣でこんな無様な姿を晒すわけにはいかない。

　平民は貴族のために生かされているのだから、あの二人もそうして僕に使われることになるのは当たり前だ。いや、男の方は貴族だったか？　なんにしても、獣人の奴隷なんて連れている時点で貴族失格なので構うこともない。

（ちっ、どこだ、どこにいるんだゴブリンは）

　本格的に体がきつくなってきた。

　時々、道具袋に入れてあるポーションで体力を回復させているが、一向に気分は良くならない。

　と、そんな時だった。

　ふいに、先を歩いていた二人が立ち止まる。

「なぁ、ミナリス。そろそろいいんじゃないか？」

「そうですね、体格的にそろそろ十分、下ごしらえが済んできてるんじゃないでしょうか」

　突然、わけの分からない話を始めた二人。

「おい、お前ら、何の話をしている」

　苛立ちを隠す余裕もなく言葉を吐き出す。

　しかし、二人は返事をすることなく再び移動を始める。

　ただし、その速度は先程までのゆっくりとしたものではなく、走っているわけでもないのに、無造作に速度を上げていた。

「なっ、おっ、お前たちっ、ここは森の中だぞっ!?　もっと周囲を警戒しながら進まないかッ!!　魔物に突然襲われたらどうするッ!!」

　森の中などの、視界が悪く、魔物たちのテリトリーの中にいる時の鉄則。

　突然それに反した行動を取る二人を引き留めようと、声を上げる。

　本当ならこうして大きな声を上げるのも良くない行動だったが、それにかまっている暇はなかった。なぜなら、今でも歩くのが辛いのに、これ以上速度を上げられてはただ後をついていくことすら困難になってしまう。

　この状況で一人森の中に残されてしまうわけにはいかない。

　ただ町へと戻るだけなら魔物除よけの結界を使って安全に戻れるだろうが、さすがに一人で戦闘をこなすのには無理がある。

　そんなことは僕のプライドが許さない。

「おいっ、待てっ、待てと言っているだろう!!」

　焦りのまま叫ぶが、二人が足を止めることはなく、ついにはその姿を見失ってしまった。

「はぁつ、はぁ、はぁつ」

　息を荒げて周囲を見回すが、その姿は見つからない。

（どうする……？　あいつらを探すか？　いや、もう、町に……、っ、何を考えているんだ僕はっ、そんな格好の悪いことができるかッ!!）

　やたらと重い体に思考が空回りする。

　弱気になりかけた思考を頭を振って追い払った時、不意に視界の端に人影が映った。

「っ！　あっ」

　しかし、それはすぐにふっ、と姿を消してしまった。だが、アレは確かに、いけ好かない獣人の奴隷だった。

「おっ、おーいっ、待てっ、僕はここだっ！」

　とにかくまだ近くにいるはずだと、大きく声を上げる。

（そ、そうだな、あいつらだって僕がいないと困るはずだ。僕ほど強力な魔法を使える魔術師を放っておくわけがない）

「分からないのかっ、はぁ、ここだっ、ここにいるっ!!」

　僕は自分の愛あい杖じょうを手に、精一杯の声を上げる。

　家から勝手に持ち出してきたこの杖を支え棒にしながら、先程見えた人影の方へと進んでいく。

「くそっ、また見失ったのかッ」

　キョロキョロと周りを見回すが、どこにも人影はない。その気配もない。

　シンッと冷たい森は、まるで僕を拒絶しているようだった。

　そしてまたも諦めかけた時、視界の端にまた人影が見える。

　それを追いかけっ、また見失い、また追いかけ、また見失う。

「くそっ、クソクソクソクソッ!!　ふざけるなっ、なんだあいつらはッ!!」

　バカにしやがってっ、馬鹿にしやがってっ、馬鹿にしやがってっ!!

　熱で茹ゆだった思考に、更に血が昇って沸騰する。

「はぁ、はぁ、はぁ、こ、ここは……？」

　そうして何度目かのカクレンボと追いかけっこを繰り返した後、たどり着いたのは小さな花園だった。

　木々の隙間に隠れるようにしてあるその場所は、少し珍しい淡い色の花が咲いている。

「なんとも貧相な花々だ……、絢けん爛らんさの欠片もない」

「そうか、お前にはそう見えるのか」

「えっ？」

　後ろから声が聞こえた途端だった。

　僕が振り向くよりも早く、ドンッ、と軽く体を押される。

「っ？」

　首筋に氷の刃やいばを這わされたような、一瞬で体の中で渦巻いていた熱すら根こそぎ奪われたような、肌が粟あわ立だつ寒気。

　今まで感じたことのないような強く深く冷たいそれに、意識の全てを制圧されていく。

　踏み堪こたえることもできず、ぐらりと倒れていくのを感じながら、振り向いた先には、つい先程まで共にいたはずの男がいた。

「ひっ!?　あぁっ!?」

　まるで別人のように嗤うその表情が、体を凍り付かせる。

　倒れこんだ地面の感触がどこか遠い。

「さぁ、じっくりと味わえ。これからの少しの時間だけが、お前が肌で世界を感じられる最後の時間だ」

「あっ、なっ、なんっ、がふっ」

　逃げなければと訴える本能の欲求を理性が吟味する時間もなく、遠く離れようと地面に手をついて立ち上がろうとした僕は構える暇もなく男に足あし蹴げにされた。

　ゴロゴロと転がされて、不意に体を支えている地面の感触が消えた。

「ぐぁ」

　胃が宙に浮くような感覚のあと、たたきつけられた地面に呼吸がとまった。

　そこは、深く掘られた穴の中。

　助けなしには這い出るのも大変そうな深さのその穴は、未だ高く昇りきらない太陽には照らされず薄暗い。

　湿っぽく感じる地面は、雨の乾ききらない土に似ている。

　それはまるで、死者の眠る墓土のようだった。

「「…………」」

　そして、そんな場所で見上げたのは、二人の男と女。

　初めて出会った時、なんとも凡庸な男だと思った。

　目立つことといえば少し珍しい混じり気のない黒色の髪。

　奴隷を連れているのはいい。新人として登録するのに奴隷を連れているということは、そこらの下げ賤せんな出ではないということ。

　金にがめつくないところから見て、俺と同じ貴族だと思った。

　だが、その奴隷に獣人を選ぶのはいただけない。いくら、家を出て自らの手で生きていかねばならないとはいえ、そこまで貴族の矜きょう持じを捨ててしまうようでは、今後付き合うことは不可能だと思っていた。

　だから、そいつらとは今回きりのやり取り。利用するだけ利用し倒して、適当に捨ててやろうと思っていた。

　そう、ただの捨て駒だと思っていたのに。

「なんだその目はっ、なんなんだその目はっ!!」

　それは、まるで価値のないものを見る目。

『まったく、お前は本当に愚図だな。俺の血を引いてるとは思えん』

『わが弟ながらなんという不出来かっ、もういい。お前は隅で縮こまっていろ』

「やめろっ、その目で僕を見るな!!」

　熱に体力を削られ、妙な寒気にその熱すら奪われ、だるく言うことを聞かない体に怒りと共に熱が灯る。

「ふざけるなふざけるなふざけるなっ、馬鹿にしてっバカにしてぇえええっ!!」

　どいつもこいつも僕を見下してッ!!

　親父もっ、兄貴もっ、こいつらもっ!!

「僕は貴族だっ、偉いんだっ、凄いんだっ!!　貴様らなんかにっ、貴様らなんかにぃいいいっ!!」

　体を縛っていた重しごと吹き飛ばすように、体の奥底から魔力を練り上げる。

「燃え盛る業火の球よッ、吐き出す魔力を糧とする激情の灼熱よっ、その身を以もって全てを熱火に帰せ!!　『火炎球ファイアーボール』!!」

　杖によって増幅された威力と、怒りで体中から根こそぎ力を吐き出すつもりで込めた魔力。

　ギリギリコントロールしているその火球は、主の求めに応えんとばかりに轟々と煮えたぎっている。

「はっ、ははっ、死ねっ、燃えつくせぇええっ!!」

　手から放った火球が周りを喰らいつくさんとばかりに宙をかけていく。

（やったっ、当たるっ！）

　間違いなく直撃コース。

　今から動いても、あいつらには避よけられない。

　──────そう、そのはずだった。

「本当に、ヌルイ炎だな」

　ほんのひと振り。

　気合いを入れたようにも見えない。必死さも感じられない。

　なんでもない素振りのような一振りで、その炎がかき消えてしまった。

「…………は？」

　目の前の光景が信じられなかった。

　それは確かに、僕が今まで放ってきた中で、僕の人生の中で最高の威力を持った一撃だったはずだった。

　なんで、なんでなんでなんでなんでッ!?

「うぁああああああああぁあああっ!!　『火炎球ファイアーボール』っ!!」

　ハヤクハヤクハヤクッ!!

　何に焦っているのかすら分からなくなっている頭が、本能の言葉に従って体を動かす。

「『火炎球ファイアーボール』っ、『火炎球ファイアーボール』ッ、『火炎球ファイアーボール』ッ！　『火炎球ファイアーボール』ッ!!　うぁあああぁあぁああぁあっ!!」

　効率も何も考えない、最低限の魔形を保つだけの魔力を与えて魔法を放つ。

「淡くて」

　コントロールも何もない火球は、それでもその数に任せて直撃の軌跡をたどる。

「な、なんなんだっ」

　しかし、そんなものが通じるわけもなかった。

「脆もろくて」

　一瞬の抵抗すらなく、僕の魔法がかき消えていく。

「なんなんだよおまぇえええええぇつ!!」

「何よりぬるい、けどさ」

　最後の一発。

　本当に一発の『火炎球ファイアーボール』すら作り出す魔力が残っていないほど、体からＭＰを絞り出してしまった。

　僕の運命を決めるその一発を、その男は手にした剣を手放し、素手で握り潰した。

「こんな炎でも、人の思い出にケチをつけることはできるんだよな」

「あぁ、ああぁ、なんで、こんな……っ、化物っ!!」

　か細く、我慢できずに零れるような声が震え落ちる。

　なにもされていないのに、踏み潰され、引き裂くように蹂躙された感覚が体を襲う。

　体の中にあった暑さとだるさはずっと勢いを増しているのに、思考も体も忌いま々いましいくらいに鋭敏に、蹂躙された感覚を捉えて放さない。

「そうか、なら、その化物の大切な思い出を穢けがした、一度目の自分を恨むといい」

　その暗い二つの双そう眸ぼうが僕を見下ろしている。

「正直に言うとな、俺はお前らを殺すのに、少しはためらいを感じてたんだ。なんせ、俺は裏切られたわけじゃない。理屈の上なら、お前らの行動にケチをつけるのは難癖に等しい。だから、天秤の片方には、やっぱり何もしないっていう重しも確かにあった」

「な、なにを……」

「だからさ、やっぱり俺の天秤はぶっ壊れちまってるみたいだ。きっとこれは、正しくない。餓鬼みたいに気に喰わないから暴れるだけの癇癪じみた復讐だ。だけどさぁ、なぁ」

　それは、確かに亡者の姿。

　どこか、大切な何かのピースが外れて壊れた人形のような、空虚な瞳の奥でただ何を燃やしているかすら分からない炎が燃えている。

「乾くんだ、乾いて乾いて仕方がないんだ。考えすぎだって、被害妄想に近いって頭じゃ分かってるんだ。けど、どうしてもお前らの顔がチラついてっ、あの花の焼ける匂いと光が、冷たいガルムの感触が染みついてっ!!　……離れないんだよ」

　そして、亡者が嗤う。

　何に対してそうしているのかすら、僕には分からないような壮絶な暗い渇きを称たたえた笑み。




「だからやっぱり俺はもう勇者じゃなくていい。俺が覗き込む鏡に映るのは、醜くて、卑しくて、汚い、泥沼の中を這いずりまわる復讐者だ」




　降り注ぐ声は、赤黒い血に染まっているかのようだった。

「わぷっ!?　なっ、なんだ!?」

　そうしてその亡者は、どこからか取り出した袋から何かの液体を穴の中へとふりまいてきた。

「これは、油……？」

　落ちてきた液体が軽く目に入り、視界がぼやけてよく確認できなかったが、ヌルリと肌に纏まとわりついている質感と、鼻び腔こうをくすぐる匂いは、確かに油のようだった。

「お前、さっきから暴走気味に『火炎球ファイアーボール』を放ってたけどさ、ＭＰ酔いと毒の副作用で痛みに気付いてないのか？」

「は？」

「お前の手、もう溶け始めてるぞ？」

　なにを、と、問いかける余裕はなかった。

「なんだ、これ……」

　言われるがままに見下ろした自分の手。

　先程から続く暑さとだるさに、急激なＭＰの消耗、湿っぽい穴の中。多少、手が汗で濡ぬれるのも仕方がないと、当たり前だと思っていた。

「なんなんだよっこれっ、なんで、なんで!?」

　だから、気が付かなかった。

　僕の手の濡れたような感触が、その亡者の言葉通り。

「うぁあああああぁああぁああぁああぁあああぁああぁああぁあっ!!」

　…………まるで火をつけた蠟ろう燭そくのように、決して汗ではない何かがドロリと体から溶け出していることに。

「こんな蠟燭みたいな、溶けっ、いだっ、ぐぅうううううっ!!」

　そのドロリと溶けた何かが本能的に理解できた。なんせ、それは僕の体だ。

　皮膚の肌色と、肉の桃色と、血の赤色が混じる斑まだら模様の粘体。

　男の言葉の通りだったのか、その俺の手の惨状を目にした途端、皮膚を引き剝がされたような痛みが体を走る。

「はははっ!!　蠟燭かッ、いい表現だ。その通りだよ、今、お前の体はそれこそ蠟燭のソレと同じようなものになってる。お前の体は焼けない。ゆっくり、ゆっくりと溶け落ちていく」

　降り注ぐ、ドロリと溶けるような毒の声。

　その亡者の手には一本のマッチ。

　ジッ、と小さく音を立てて燃え上がるその火種。

「ぐっ、うぅ、や、やめろ」

「普通に焼け死ねると思うなよ？　グズグズに溶けて潰れろ。最後の最後の瞬間まで身を焼く熱を感じながら、死んでいけ」

「やめろぉおおおおおおおぉぉぉっ!!」




　そして僕の目に映ったのは、やはり最後に冷たく嗤う亡者の顔と。




　………………やけにゆっくりと回転しながら落ちてくる小さな火種だった。




「ぐぁあぁああぁあぁあぁっ、ああづっ、あづいっ、ぎゃぁかあぁあああっ!!」

　油に引火した炎が轟々と燃え上がる。

　熱いっ、熱いっ、熱いっ!!

　なんで、なんでこんなことにッ!?

　体を包むように燃え上がった炎に、体がドロドロと溶けだしていく。

「なんでこんなことをされてるか、お前には分からないだろう？　そうじゃなきゃ困る。俺だってそうだった。なんでこんなことされているのか、不思議でたまらなかったよ」

「がぁあああっ、あぁあああっ、ァアアアアアアアアアア!!」

「ほらほらどぉしたよっ！　得意の魔法でどうにかしてみろよっ!!」

　喘あえぐように吸う息までが熱い。轟々と燃え盛る火に熱せられた空気が、体を内側からすら溶かしてしまう。

　纏わりついた炎ごと、体の表面が溶け落ちていく。

「はい、ご主人様、追加の油です」

「サンキューな、ほら、お代わりだ！」

「ギャァアァアアァアアァアアアッ!?　あぁ、ぐぅうぅぅ」

「くふふっ、私もお手伝いしますね」

「ああ、やれやれッ、どんどんやるといい。こいつが溶けきっちまう前になっ、アハハハハッ!!」

「グゥアアアアアアァツ！　ヒギッ、ギュウェエエエエエエエッ!?」

　バシャリッ、バシャリッとまるで嬲なぶるように何度も何度も上から油が振り落ちてくる。

　そのたびに燃え上がる炎に、何度も体の表面が炎と一緒に溶けて落ちていく。

「ぶぁぶっ、ぐるじっ、ぃいいいいっ、だず、だずげてぇええええ!!」

「いやだよ。だって、やめてくれって叫ぶ俺の言葉に、お前は一瞬たりとも耳すら貸さなかったじゃないか」

　顔が溶けて垂れた粘体が口を塞いで息をするのが辛くなる。

　体が内側からも外側からもドロドロに溶けていく。

　もういっそ死んでしまった方が楽だと思えるようなその痛みと熱さ。

　なのに、熱に溶け出すのは表面だけで、ジリジリと体が小さくなっていく感覚までが鋭敏なまま体を駆け巡って止まらない。

「ほらほらほらほらっ!!　もっと苦しめッ、泣き叫べッ、あの日、お前たちが焼いた全てに少しでも届くようにっ！　溶けて崩れて痛みの底で枯れ落ちろっ!!」

　燃え滴る僕の体が溶け落ちていく。

　水たまりのように溜たまった僕の体の一部だったものを、炎がなおも嬲るように足元で溶かし続ける。

　手が落ち、足が崩れ、顔も爛ただれて視界が塞がれている。

「ゴヴァ、ガッ、ブッ……」

　耳も鼻もとっくに溶けて潰れてしまっていた。

　なのに、それでもなお痛みが止まることもない。

　そして最後に、ボトリッ、と瞼まぶたの肉が落ちきった。

「アハハハッ!!　さぁ、これが最後の油だっ、盛大に燃え上がってみせろよ!!」

　既に溶け落ちた右目は何も移さないかった。半分に切り取られたその世界で見えたのは、世界を赤く染めるその炎の色と、真っ白な太陽と。




　暗くその影を背負い、小さく口の端を釣り上げて、こちらを無感動に見下ろしている亡者の姿。




　次の瞬間、視界が完全に黒い闇の中に沈んだ。

　けれど、本当に意識が消えるその寸前まで、体を襲う熱さが消えることはなかった。





　　　　☆






「本当、ものが燃えるのって、呆あっ気けないんだよなぁ」

　あの時、建物の中にいたガルムも、こんな風に燃えて死んでしまったのだろうか。それとも倒壊する建物の瓦礫に一瞬で押し潰されてしまったのか。

「…………願うなら、苦痛を感じる暇もなく死んでいてくれればいいんだけどな」

　バチバチと水分を含んだものが焼ける音は、人間も、ヘンゼルたちが焼いたあの木の音も、何も変わらなかった。

　ただ、焼けているのが汚物だからか、こちらの方が鼻につく臭いは不快感が強い。

「さぁ、まずは一人。残るは三人。行こうかミナリス。今日はまだ長い」

　ジリジリと人の燃える臭いと景色を感じながら、俺は立ち上がった。

「はい、ご主人様」

「次はお前らの番だぞ、ザイリィ、ドット、テリー。お前らもヘンゼルと同じように、人生で二目と見れない地獄の底を味わわせてやる」

　そう、これはまだ第一幕。

　殺してやる、ころしてやる、コロシテヤル。

　お前ら全員、一人残らず。

　どうしようもない地獄の底へ、沈め落としてやる。







　その後、森に入った冒険者が奇妙なものを発見した。

　少しだけ森の開けた場所、花園というには小さなその場所の中央に、明らかに自然にできたとは思えない深い穴があった。

　覗き込んだその穴は、人の焼けたような悪臭がこびりつき、剝むき出しになっている土壁が黒く焼け焦げていた。

　その罠わなを張ったような手口から、盗賊か、あるいはレッドキャップの仕業かとゴーレの町に新たな調査依頼が貼り出されたものの、それ以降そのような死体が現れることもなく、やがて人々から忘れ去られていった。






第三章　自己を見る傍観者の轆ろく轤ろ






「あらよっ、と。ドット、一匹そっち行ったよっ。逃すんじゃないよ」

　幅広の両手剣でゴブリンを切り裂いたザイリィの脇を抜けるようにしてほかのゴブリンが後衛のテリーのもとへと向かって走る。

　しかし、そのゴブリンの行動はザイリィの声に反応したドットが妨害に入ったことで防がれた。

「分かってるスよっ、っと。テリー!!」

　ドットはゴブリンが振り下ろした、そこら辺に落ちている木の枝ような粗雑な棍こん棒ぼうの初撃を受け流し、二撃目を弾はじくようにして距離を取る。

「いい的まとですっ!!」

　ドットの声に応じたテリーが、孤立したゴブリンに向けて氷の弾丸を弾き飛ばす。

　それを避よけられなかったゴブリンは、カエルが潰つぶされたような声を上げて体に大きな穴を空けて倒れた。

　その間にザイリィがもう一匹のゴブリンを薙なぎ払い、いったん戦闘は終了した。

　それぞれがゴブリンの討伐部位である耳を切り取り、一ヶ所に集まる。

　森に入ってからしばらく時間が経っていた。

　日はすっかり頂点を過ぎ、ザイリィたちが狩ったゴブリンの数はこの戦闘でちょうど二桁に入った。

「思ったよりも数を稼げたな。さすがにそろそろ飯にするか」

「ふぅ、やっと休憩ですか」

「相変わらずテリーは体力ないっすねぇ。さっき偵察に出た時に少し先に開けた場所があったんでそこまで移動しますか」

　ドットを先導にザイリィたちは移動する。

　移動先で適当に腰を下ろしたザイリィたちは、最下級の道具袋から干し肉と黒パンを取り出した。

「しっかし、なんで森に入ってからすぐに殺しに行かなかったんすか？　あのガキどもの杖つえを奪いに行くんっすよね？」

「バーカ、どうせならあいつらが狩ったゴブリンの討伐部位もぶん捕っちまえば一石二鳥じゃないかい。それに、ある程度ゴブリンを狩って帰らねぇとギルドに不審がられるしねぇ。まだしばらくはこの町にいるつもりなんだから、んぐっ」

　ザイリィはパサつく黒パンを水筒の水で流し込み、硬めの干し肉に歯を立てる。

「それに、今日中に町に戻らないと勝負に負けるんだからここらへんから遠くには行ったりはしないはずだよ。そうじゃなくても、この森には手前の浅い辺りで十分なぐらいに魔物も沸いてくるからね」

「確かに、この森は他の場所に比べて、魔物との遭遇率は高かったですね」

「知らなかったのかい？　数年前にこの森の奥の山のふもと近くにあった村がはぐれ魔族に乗っ取られてエルミアの街を攻めようとしたんだとさ。まぁ、実際にそうなることはなかったんだが、住人は洗脳されていたらしくてどうしても呪いを解けず、見境なく暴れようとするんで、結局は領兵が全員皆殺しにするしかなかったって話だ」

「それと、魔物の遭遇率が高いことになんの関係があるんだ？　無関係にしか思えないが」

「いいから話は最後まで聞きな、結論を急ぐのはあんたの悪い癖だよ？」

　ザイリィがチャポッ、と水筒を揺らしながらテリーをたしなめた。

「さっきの話で村がなくなって、この森に関する依頼がぱったり途絶えちまってね。それまではこの森を越えた先にあるエルミアの冒険者も割とこの森に入ってたんだが、それも一緒に無くなっちまった」

「しかも、追い打ちを掛けるように馬鹿な噂が広まったすからねぇ。経験値を稼ぎに来てたルーキーも、げんを担ぎたいから近寄らなくなっちまった」

「こらっ、人の話に割り込んでくるじゃないよ！」

「あいたっ!?　何も殴ることないじゃないっすかぁ」

　ボカッと、ザイリィがドットの頭を躊ちゅう躇ちょなく殴った。

　涙目になるドットを無視して、ザイリィは話を続ける。

「それで、今はギルドが定期的に魔物の駆除に派遣する以外は、冒険者がほとんどこの森に来なくなったんだよ。魔物を狩る冒険者が来なくなったんだから、そりゃ魔物も増えて遭遇率も上がるって話だ」

「そんなことが……、馬鹿な噂うわさとは？」

　干し肉を食べながらザイリィが言った言葉にテリーが首をかしげる。

「テリーは魔道具以外の情報にも、もっと耳を傾けた方がいいっすよ。さっきの話に出た村の村人たちの亡霊がこの森を彷徨さまよっていて、出会うと解けない呪いを掛けられるっていう噂が流れてるんすよ。それで段々人が寄り付かなくなったらしいっす」

　ドットの言葉にテリーが嘆息する。

「くだらないですね、アンデッドが現れるというならともかく、亡霊に呪われるとは」

「まぁ、別にその噂だけが原因ってわけじゃないからねぇ。噂の話は抜きにしても、ここら辺の浅い場所はゴブリンかグリーン・ボアしか出ない。珍しいものもないし、低ランクの美う味まくない魔物ばかりなのに、出てくる数も多くなったから、戦闘訓練をしたい駆け出しの冒険者も、ちょっと頭があれば、この森を避ける。ここでなくてもゴブリンやグリーン・ボアの出る場所はたくさんあるからねぇ」

　ザイリィの言葉にテリーは納得したように頷うなずいた。

「なんにしても、あいつらがこの森を指定してくれた助かったよ。この森でならヤっちまってもほかの場所以上に、誰にもバレたりしないってことだからねぇ」

「なら、もうそろそろいいんじゃないですか？　連戦続きで思ったよりもＭＰの消費が大きい。休憩したらさっさと殺しに行きましょう。……あの獣人奴隷が泣き叫ぶ姿を早く見たいですし、最後には殺すのだから、楽しむ時間が惜しいですしね」

　下げ種すな笑いを浮かべるテリーにドットも追従する。

「男二人を殺した後は、使われなくなった猟師小屋にあの奴隷を引っ張ってかなきゃなんねぇっすからねぇ。さすがに魔物が寄ってくるかもしれない状況じゃ楽しみづらいっすし」

「あんたらねぇ、本命はあくまで杖だっての忘れんじゃないよ？　というか、私が嬲なぶる前に壊したりしたら、あんたらの大事な玉、握り潰してやるからね！」

「「分かっている（ますって）」」

「ったく、返事ばっかり上う手まくなって。分かってると思うけど、まずは不意を突いてあの魔術師のガキを殺す。仲間がやられたのを見れば経験不足のひよっこじゃあ、すぐには対応できないだろうさ。動揺しているうちに、一応は剣士らしいあのヒョロ餓鬼の足を使いものにならないように潰す。あ、できればそっちは生かしておくんだよ」

「ん？　一息に殺さないんで？」

「やれやれ、分かってないですね、ドット」

　わざとらしく呆あきれたように言うテリーに、ドットが不思議そうな顔をする。

「どういう意味っすか？」

「「ひょろガキの前で、あの獣人奴隷を犯してやった方がおもしろいじゃないか（でしょう）っ!!」」

　アハハハッ、とザイリィの笑う声とクックック、とテリーの笑う声が重なる。

「いやいや、俺っちにはさっぱり分かんねぇっす。どう考えてもうるさいとしか思わないと思うっす。まぁ、二人がそう思うのは納得したっすけどね」

「どうせならご主人様を裏切って、私たちに命乞いでもしてくれりゃあ、ショーとしては最高なんだけどねぇ」

「そうしたら、最後はあの獣人奴隷にひょろガキを殺させるのはどうでしょう？　面白く殺せたら助けてやるって噓うそをついて」

「お、いいねぇ。まぁ実際は裏切り防止の命令がされてるだろうから、そんなことは無理だろうけどねぇ」

「二人とも本当にそういうの好きっすねぇ。ま、うなじは傷つけないでいてくれれば何でもいいっすけど」

　今度はドットの方がやれやれと肩をすくめる。

　それ以上に特に何も言わないのはドット自身は、どっちでもかわまないと思っていたからだろう。

　殺してしまわないことで、楽しんでいる間の危険度は増すが、所しょ詮せんは昨日登録したばかりの新人でしかない。

　注意を払うべき魔術師さえ殺してしまえば、特別警戒する必要もないというのが、三人の共通認識だった。

「んじゃあ、これを喰くい終わったら行くと」

　と、その非常事態に唯一声を上げることができたのは斥候職のドットだけだった。

「やば……」

　ドットが必死に上げようとした声はその役目を果たすことはなかった。

　それは、たとえ三人が最大限の警戒心を払っていようとも防ぎきれなかったであろう速度で忍び寄っていた。

　そよ風と言っていい程度の強さの風が運んできたのは三人を絡めとる麻ま痺ひの霧。

　あっという間に三人の周囲に広がったその半透明の白い霧に一気に体の力を奪われて地面に体を横たえた。

「これ、は……、麻痺ど……く……」

（まずいっまずいっ!!　麻痺蛾パラズ・モス!?　なんでこんなところにっ、いやっ、あいつらの鱗りん粉ぷんにこんな即効性は……!?）

　三人を襲った霧は、現れた時と同じくらいあっさりと消えていった。今はもう三人を取り巻くように漂っていたそれは霧散しきっている。

「く、そ……、体、が……」

「ザイ、リィさん……、マズイッス、指の一本、も、動かせ、そうに……ない」

「待って、ろ。私が解毒薬を飲んだら、すぐに……」

　位置が悪かったのか、それとも個人のレベルの差か、指一つ動かせない様子のドットとテリーと違い、ザイリィはいくらか行動できるようだった。

　ザイリィは言うことを聞かない体を叱しっ咤たして無理やり右腕を動かし、なんとか腰の道具袋まで手を伸ばす。

　じれったいほどゆっくりと動く手に、苛いら立だちと焦りを感じながら緊急用の解毒ポーションを手にする。

（くそっ、もっと早く動きなっ、私の体……っ!!）

　ザイリィは落とさないように気を付けながらその瓶を口元近くへと移動させていく。

「よ……しっ」

　ザイリィの視界にやっと解毒ポーションの瓶が見えかけた、その時だった。










「はーい、ざんねーんでしたぁ」










　俺が地獄の窯を開く悪魔の気分で、その場に声を落としたのは。

「ぎぇああぁああぁあっ!!」

　ガリンッという音と共に解毒ポーションの瓶ごとザイリィの手は踏み抜かれた。

　もちろん、踏み抜いたのは俺だ。溜たまっていた苛立ちを発散するように思いっきり踏んでやったら、砕けた瓶の破片が手のひらに刺さって、ダラダラと血が流れ出ているようだった。

「なぁなぁ、こういう、もう少しで、って時にこうやって邪魔されるってどうだ？　これで助かる。これで終わるって時に、目の前でそれが狂って壊れていくのって、お前らはどんなふうに感じるんだ？」

「ぐああ……っ、あがぁっ!!」

「っと、返事どころじゃないってか」

　解毒ポーションが微かすかに傷跡から入り、中途半端に傷口のあたりだけ解毒されたのも仇あだになっているのだろう。

　体の自由が利く量を摂取したわけではないので、麻痺状態は解けずに逆に手の痛みだけがはっきりとしているようだ。

「ご主人様、自分だけ先につまみ食いなんてズルいです」

「ん？　いやぁ、悪い悪い、実にちょうどいい位置にあったから、ついな」

　肩をすくめてその足から手をどける。

　ザイリィの頭上では、わざと馬鹿にするように明るい口調で会話を続けておく。

「この声……、は……」

　地に伏せたまま首一つ動かせないザイリィの視界では、目一杯視線を動かしても立っている俺たちの腰のあたりまでしか見ることはできないだろう。だが、ほんの数時間前に聞いたばかりの声を忘れることもないはずだ。

「あんた、ら……、な、にを……、ぐああわあああっ!!」

「さっきから、ゴミクズがうるさいですね。耳障りです」

　ザイリィの右手を、俺よりも容赦なくミナリスの足が踏みつけた。

「黙って聞いていれば誰の前で誰を犯すと？　ただでさえ蛆うじ虫むしにも劣る口で汚物を垂れ流さないでください、このゴキブリが」

「ぐっ、がっ、あぁあアアあぁアっ!!」

　俺とは違い、その後さりげなくグリグリと手の甲を踏みにじっているあたりがミナリスの怒りの深さを物語っている。苛立ち最高潮といった顔をするミナリスの足元からはジャリジャリと砂を踏みにじるような音が聞こえてきていた。

「しかも、私があなたたちに命乞いをする？　その上、ご主人様を裏切って殺す？　……どれだけ私を不快にすれば気が済むんですっ、ええっ!?」

「そ、れは、ゴガッ……!!」

　ザイリィが何か言おうと口を開くが、ミナリスがその前に顎あごを蹴けり上げて黙らせた。

　その衝撃で無傷の左手が近くに来たのでついでに一度踏みつけてやると、痛みに唸うなっていたザイリィが更に一つ呻うめき声を上げた。

「あんだらっ、ごんなごど、じで、どうなるが……っ」

　血を流したことと、瓶ごと握り潰されたことで多少の解毒薬が体に回ったのか、ザイリィは未いまだ体は動かせないものの、ある程度、喋しゃべれるようにはなったようだ。

「はぁ？　こんなことしてどうなるってんだよ、豚達磨だるま野郎」

「うぐっ!!　やめっ、ががあぁああっ!!」

「ほぉーら、右手が痛いか？　ん？」

「もうや、ぐあああぁつ、うぐああっ!!」

　ミナリスの足がどいた右手を、今度は俺がグリグリと踏みつける。

　ひとしきりそうしてザイリィに悲鳴を上げさせてやってから、足をどけた。

「んでっ、ミナリスに俺を殺させるって言ったのはお前だったっけか？　三流弓師」

「さ、ん……りゅう、だと……っ!!」

　ちらりとテリーへと視線を向けて鼻で笑ってやれば、こちらも分かりやすく鋭い目つきで睨にらんでくる。

「そうだよ、さ、ん、りゅ、う。そんなんでよく今まで死ななかったな、ある意味奇跡だよ」

「いわせて、おけ、ば……、ぐはっ、ゴグッ!?」

　動けないわき腹を軽く蹴り上げて仰あお向むけにしてやり、ちょうどミナリスがやっていたように顎も蹴り上げてやる。

「おーおー、悔しい？　なぁ悔しい？　こんだけ言われてろくに動けもせずに芋虫みたいに地面に転がって今どんな気持ちだ？　なぁなぁ、どんな気持ちだ？」

　そう言って笑いながらテリーのそばに近づくと、倒れながらも手にしていた弓を奪い取り、目の前で叩たたき折ってやる。より一層強い視線を向けてくるテリーを更に鼻で笑って腹を蹴り飛ばしてやる。

「や、やめ、で……ぐれ……」

　そうして何度か腹を蹴り飛ばしてやれば、心が折れたのかそんなことを言い出した。

　そこそこすっきりしたのでこのぐらいでいいかとミナリスの方を見てやれば、ミナリスがドットのことを煽あおりながら、その反抗心ごと精神を圧へし折っている最中だった。

「斥候役のくせに襲われるまで危険に気が付かないなんてっ、いる意味あるんですかっ？　先程から見ていれば戦闘でも結局トドメは他人任せ。役立たずの穀ごく潰つぶし、がっ、あなたみたいのをなんて呼ぶか知っていますか？　『寄生虫』っていうんですよ、っと。ああ、ごめんなさい、あなた程度の頭じゃ理解できないから無能なんでしたね」

「ぐ……、こ、の……、やめ……」

　ミナリスはクスクスと上から目線で笑いながら、話の所々でドットを小突くように蹴り転がす。笑ってはいても発している怒りは少しも衰えることはなく、苛立ちを発散するようにドットを容赦なく蹴りつける。

　最初は反抗的な目をしていたドットも、やがて痛みに耐えかねるようにして唸り声を上げるだけになる。

　ちょっと激しめだったが、直前になって火に油を注ぐようなことを言っていたクズ野郎共の自業自得である。

「さてと、俺たちを殺そうとしたんだ。当然、こうして逆襲される可能性だって、ちゃんと理解してたんだよな？　殺される覚悟もちゃあんとしてきたんだよな？」

　かなり多めに魔力を込めて、殺気の密度を上げた威圧を掛けてやれば、ザイリィたちの顔色が更にサッと青ざめていく。ここに至ってようやく自分たちが手を出そうとしていたものがどんな相手かを悟ったようだった。

　不意打ちで麻痺毒を吸わされなければこんな奴らに、と俺たちを依然として侮ったことで微かに残っていた反抗心もこれでようやくばっきりと折れたようだ。

　そうしてプライドが折れてしまえば、あとはもう情けなく縋すがることしかできなくなる。

「わ、私たちが悪かった。あ、謝るからさ、命だけは、命だけは許しておく……」

「おっと、その先はまだ駄目だ」

　その言葉はまだ言わせない。

　俺はザイリィの言葉を遮るように言う。

「まだまだ前座なんだ。今後の参考にするためにも、本命の前にやすやすと『許してくれ』なんて言ってくれるなよ。ミナリス！」

「はい、ご主人様」

　ミナリスはそう言って一つ頷くと、『幻げん炎えん毒どく鬼き』で元の世界でいう麻酔のような効果を持つ毒を作り出した。

　ミナリスの手のひらの上で浮くのは赤とオレンジのマーブル模様の液体。

　ビー玉程度の大きさの三人分の液球は先程の麻痺毒の霧とは違い、動けないだけでなく首から下の感覚だけがなくなるという毒だ。目で見ることも耳で聞くことも口で話すこともできるが、自分の意思では体を動かすことがまるでできなくなる。

　元の世界の麻酔と違うところは意識がはっきりしているところだろう。

「さぁ、準備を始めましょうか。ご主人様、飲ませるのを手伝ってもらえますか？」

「ああ、いいぞ」

「お、お前ら何を……っ、があぅ!!」

　ザイリィたちの口を無理やり開かせてやると、ミナリスがその口に毒を流し込む。

「さぁ、すぐに効いてくると思いますよ。先程の麻痺毒よりもずっと効果が強いので、今飲んだものが効いてくれば麻痺毒の方の効果が消えて元通り自由に話せるようになるはずです」

　『幻炎毒鬼』で複雑な毒を作ったことで急激にＭＰを消費したミナリスが、ＭＰ酔いによるいつもの蠱こ惑わく的な雰囲気はそのままに、三日月の形に口を歪ゆがめて笑った。

　それはゾッとするような怖おぞ気けをたたえながら、それでも美しいと心を奪われてしまいそうになるような笑顔。

「くふふっ、楽しみにしていてくださいね。あなたたちには地獄の底を垣間見てもらいますから」

　そう言ってミナリスは心底楽しそうにもう一度綺き麗れいに笑った。







「さてと、俺の方も準備しないといけないな」

　ミナリスがザイリィたちの準備を整えてくれたので、こちらもこちらで、準備を進めておくことにする。

　これから必要になる心剣は二つ。【魔ま畜ちくの卵らん剣けん】と【水みず妖よう精せいの雫だ刃じん】の二振りだ。

　まずは【魔畜の卵剣】をその手に取る。

　心剣を構築する際、上手く構築しないと漏れ出た魔力が特有の発光を示すのだが、良い演出になりそうなのであえて雑に作り出してやると、ブラックライトのような黒い光の胞子が散る。

「────畜生の声とつまびらけ、『卵魔の花』」

　ゆっくりと魔力を流し込んでやると、緑色の花のつぼみのような刀身に生物の血管のような筋が走り、ドクドクと脈動する。そうして徐々に黒と紫の斑まだらに染まりながら膨らんでいく刀身はザイリィたちの不安をかきたてるように大きさを増していく。

「な、なんなんだい、それは……」

「ん？　もうちょっと内緒だ内緒」

　声を掛けてきたザイリィにわざとらしく答える。

　ミナリスの麻痺毒が完全に上書きされたようで、ザイリィたちはピクリとも体を動かせないまま、口は元のように回るようになったようだ。

　不気味な威圧感を少しずつ増していく【魔畜の卵剣】に、ザイリィたちの表情にはどんどんと不安と恐怖が入り混じっていく。

　少なくとも自分たちにとっていいものでないということはビリビリと肌で感じてくれているようだ。

　わざと少しずつ魔力を流すことで時間を掛けて膨らみ続けたつぼみが、弾けるように獣声と共に花開く。

『ッジャリャルアアァアッ!!』

「「「っ!!」」」

　黒板をガラスで引っ搔かいたような、そんなどこか無機質に甲高い獣声。そんなに大きな音ではなかったが、不意打ちで聞かされたザイリィたちは音に思いっきり顔をしかめている。

　一方、俺の方はというと、

「んぅううっ、やっぱり嫌な音ですぅ」

「ミナリス……、俺はいいって言ったのに」

　直前にミナリスが後ろから引っ付くようにして耳を塞ふさいでくれていた。町ではちょうどいい耳栓が見つけられなかったので、ミナリスには自分の耳を塞いでおくように言っておいたのだが……。

「えへへ、だーめでーすよぉー、ご主人様は私のご主人様なんですから。こういう時はちゃあんと命令してください。えいっ、えいっ」

「あっ、こらっ、引っ付くなっ。胸が当たってるだろっ」

「何言ってるんですか、当ててるんですよ？」

　んふふ～っ、とＭＰ酔い丸出しで色っぽく笑うミナリス。

「いいからちょっと大人しくしてろな」

「あんっ、役に立ったんだからご褒美くれてもいいじゃないですかぁ～」

「あぁ～、はいはい、後でな。ほら、飲んどけ」

　ぺいっ、とミナリスを引き剝はがして慣れてしまった手つきでその口にＭＰポーションの瓶を突っ込みながら、ＭＰ酔いＭＰ酔いと心の中で呟つぶやいて努めて冷静さを装う。普段よりも深めにキマってるようだが、ミナリスもこれでしばらくすればいつものように戻るだろう。

「……な、なんなんですか、こいつらは」

「わ、わけが、分かんねぇッス」

　テリーとドットが困惑した様子で呟いていたが、その声には怯おびえが混じっていた。理解できない相手に、何をされるか分からないという不安が声に色濃く表れている。

　ただ、ザイリィの方は、俺とミナリスの場にそぐわないやり取りよりも【魔畜の卵剣】から、ちょうど顔の目の前に現れたその生物に意識を独占されているようだった。

「さてと、調子はどうだ、スラ吉」

「キュピィッ!!」

　妙にかわいい声を上げて返事をしてくれたのは、【魔畜の卵剣】の獣声と共に吐き出されたスライムのスラ吉だ。『使役紋』を通してなんとなく絶好調と告げているのが分かる。

　スラ吉を吐き出したと同時にその開かれた【魔畜の卵剣】の花の刀身は、今は萎しおれるようにして淡緑色のつぼみに戻っている。

「す、スライム？」

「そう、変異種でも上位種でもない、ただのスライムだ」

　ザイリィが口にした言葉には困惑が乗せられていた。

　返事をした通り、スラ吉はただのスライムだ。目も鼻も口もない、青く色づく半透明のゼリー状の体。小さめのバランスボール程度の大きさは、平均よりも少し大きめのサイズだが異常というほどでもない。ただ一つ、明らかに野生のスライムと区別できる点が、そのプルプルボディの表面に一つだけ浮かんでいる魔力で刻まれた『使役紋』だ。

　スラ吉は地面できゅぴきゅぴと鳴きながら、ぽよよん、ぽよよんという感じで震え続けている。いつ見ても不思議だが、いったいどこで声を出しているのだろうか。

「よし、それじゃあちょっと大変だろうけど準備はいいか？」

「きゅぴっ、きゅーぴ!!」

　任せて、と告げるスラ吉の頭……かどうかはよく分からないが、体の上部を軽く撫なでる。手のひらにはひんやりとしたもちもち肌の気持ちいい感触が返ってきた。

　【魔畜の卵剣】の構成を解くと、今度は【水妖精の雫刃】をその手に取る。

　それは刀身のない、小さめの鍔つばとさらしのような群青色の布を巻いただけのような柄つか。

「よろしく頼むぞ、スラ吉」

「キュピィッ!!　ウウ～、キュッ!!」

　スラ吉は元気よく返事をすると少し踏ん張ったような雰囲気を出しながら、二体に分裂した。

　俺は分裂した方のスラ吉の体に【水妖精の雫刃】を近づけ、スラ吉の体で【水妖精の雫刃】の刀身を作り出した。

　スラ吉の体と同じ、青く色づく半透明の刀身は元になった体積の十分の一程度の体積まで減っている。

「な、なんだ、何をしようとしているんだ」

「さぁ、なんだと思いますか？」

　ザイリィの呟きに、どうなるか知っているミナリスがクスクスと笑いながら答える。

「すぐに分かるよ、これで準備は終わったからな。今の俺の魔力だとこのまま刃を維持するのが結構辛つらいんだ。だから、もう待たせないさ」

　口の端を吊つり上げながら、まずはザイリィに歩み寄ると【水妖精の雫刃】を右手で振り上げる。

「ま、待て……、たのむ、ま……っ」

「安心しろよ、ただ殺すなんてそんなことはしないから」

　恐怖にひきつった顔をするザイリィに軽く微笑ほほえんでやり、弧を描くように心剣を振り抜き、続けざまに残りの二人の首も落とした。





　　　　☆






「安心しろよ、ただ殺すなんてそんなことはしないから」

　見上げた顔には狂喜に染まる笑みが浮かんでいた。視界の端で青水晶のような剣が振り上がるのが見えた。やけにゆっくりと見える世界の中で、スッと刈り取るように首筋に刃が入ってくるのが分かった。

（畜生……っ、こんな、こんなガキにこの私が……っ!!）

　ゴロンッと体と切り離された首が転がっていくのが分かる。

　あの兎うさぎ族の獣人奴隷に無理やり飲まされた何かの毒のせいか、そこまでされても痛みを感じることはなかった。

　こんな状態になっても、まだ私の目は見えていた。私に続いてテリーとドットの首が落ちていくのが見える。

　斬首刑に処された罪人が、刑を執行されてから少しの間、まるで生きているかのように口を開いたり、瞬まばたきしたりすることがあると聞いたことがあるが、どうやら本当のことだったようだ。

　だけど、それもあと数秒で完全に暗闇に囚とらわれることになるんだろう。

　パーティーを組んでから何年も死線を共に潜くぐり抜けていた仲間たちが死んでいく姿を見ながら、痛みも何もないせいで現実感の薄い死の感覚が近づくのを────、

「ん……、んっ!?　なんだい。ちょっと、どうなってんだい!?」

　一秒、二秒、三秒、時間は過ぎていくが意識は途切れない。

　もしかして私の首は落ちていないっ？




「な、なんなんっスか!?　俺の首落ちてるんじゃないんすか!?」




「これは、どういうことですか!?　俺は今首を斬り落とされたんじゃ……!?」




　耳に混乱したテリーとドットの声が聞こえてくる。視界の端では地面に転がっているテリーとドットの頭と、斬り落とされた首の切断面を何かが覆っているのが見えた。

「ぷっ、アハハッ!!　悪い悪い、そのままじゃ見えづらいよな」

　ゾッとするような声音でガキの笑い声が降ってくる。

　目の前にガキの足が見えたと思ったら、髪を摑つかまれる感覚と共に視界が持ち上がった。

　視界がガキと同じところまで上がってから、やっと自分の状態に気が付く。

「づっ、がぁ、あああっ!?　なんだ、なんだこりゃあっ!!」

　広くなった視界の下側、血を流しながらびくびくと痙けい攣れんする私の体が地面に横たわっていた。

「なんなんだっ、なんなのよぉぉこれはああっ!!　なんで私っ、えっ!?　首が切り落とされてんのに、それは私の体だろっ!?　なんで私、死んでないのよっ!?」

「ハハハッ、すげぇだろ。首を切り落とすと同時にスラ吉に首を覆ってもらったんだよ。流れ出る血を循環させて空気中の酸素を取り込ませながら血圧を維持すれば、そうやって意識もはっきりしたままの生首が出来上がる。肺と声帯の代わりにもなるから、ちゃんと声も出せるだろう？　ミナリスの毒のおかげで痛みでショック死ってこともない」

「はあっ!?　なんだそりゃあっ、わけ分かんねぇこと言ってんじゃないよっ、ちゃんと説明しなさいよっ!!」

「あぁ、まぁ分かんないか。ミナリスだってゴブリンでやって見せた時、ずっとはてなマーク飛ばしてたしなぁ」

「そんなの、ご主人様の世界では普通なのかもしれませんけど、私たちの世界で見たら、首を斬り落とされて喋れるなんてただのホラーですよ」

「いや、別に俺たちの世界でもホラーだって。むしろアンデッドとかいるんだから、こっちの方が近いだろうに」

「アンデッドは喋りませんし、息もしません」

「…………ごもっとも」

　またしても、ガキどもは目の前でわけの分からない会話を繰り広げる。

「ま、とりあえず、今のお前は首から上だけになってるけど意識は保ててるってことだよ。ほれっ、こんな風にな」

　大仰に肩をすくめたガキが俺たちが先程まで腰を下ろしていた岩の上に私を置くと、手に持っていた剣をどこかに霧散させ、転がっていたテリーとドットの髪を乱暴に摑んで私の前に突き出した。

　目に入るテリーとドットの首から上は呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべている。私もきっとこんな顔をしているのだろう。

　切断された私たちの首の断面を、スライムらしきものが覆い、ドクンドクンと脈動している青透明な体の中を赤黒い、私たちの血らしきものが動いているのが見える。

　目が回りそうだった、まるで自分が化物に改造されてしまったような気さえしてくる。

「自分の現状、理解できたか？　さぁ、人生の最後に、なかなか出会えない面白い見世物を用意してやるよ」

　目の前でゾッとする笑みを湛たたえながら、命さえ弄もてあそぶ本物の化物がそう告げる。

　そうしてテリーとドットの頭が私の両脇に置かれた。

「スラ吉」

「きゅぴッ!!」

　ガキの声に返事をするように一つ鳴いたスライムがズルズルと私たちの体の方へと這はい寄っていく。

「お、おい、何するつもりなんだ……」

　嫌な予感に、何度か口にした言葉を再び口にする。

　ガキはそれに答えず、穏やかな笑みを浮かべながらスライムの頭を軽くなで、何でもない口調で言った。

「喰らっていいよ」

「きゅいっ!!」

「っ、やめろぉおおおおおっ!!」

　ガキがその一言を言葉にした途端、待ってましたとばかりにスライムが私たちの体にのしかかった。




「なああぁ!?　やめっ、ああああぁっ、私たちの体が……っ!!」

　ゴギャ、バギュ、ギョリッ、と私たちの体をスライムが圧縮していく。

　その光景に悲痛な叫びを上げたのは私だけじゃない。




「やめ、やめなさいっ!!　それはっ、それ以上は俺たちの体が、そんなことしたらっ!!　あぁ、やめなさいっ、俺たちを誰だと思っているんですかっ!!　やめろっ、今すぐやめろおおおおおおおおおっ!!」




「な、なんなんすか、これ……ゆめっ、夢っすよっ!!　ギャハッ、ギャハハハハッ、そう夢っ!!　夢なんすよっ!!　だってこんなのおかしいじゃないっスカっ!!　だから、これは全部噓で夢でありえなくてっ、ギャハハハハハハハッ!!」




　ドットの言葉に、本当にその通りだと思った。

　これは夢だ、それも、とびっきりの悪夢だった。

「クスクスッ、どうですか、なかなかできない経験だと思いますよ、意識があるまま自分の体が目の前で喰われていく様を見るのは。こういうのがお好きなのでしょう？」

　兎族の獣人が言っている通り、青く透けたスライムの体の中の様子はよく分かった。

　私たちの体がどんな風になっているのかがよく見え、スライムの体越しに骨の砕ける鈍い音も聞こえる。

　スライムの体の中でグギュッ、とドットの腕が潰される。捻ねじり切られたテリーの足が中ほどで二つ折りにされている。

　着ていた皮鎧よろいを剝がされ、剝むき出しになった私の腹が引き破られて飛び出した内臓がクチュクチュと赤黒い肉団子のように丸められている。

　自分たちの体が原形を失っていく度に、私の中で大事な何かが軽く乾いた音を立てて折れていくのが分かる。

「嫌です、こんな、こんなこと起きるはずがありません、そうです、ありえませんありえませんありえませんありえません」

　ドットの次はテリーが壊れた。

　『ありえません』と小さく呟き続ける声が聞こえてくる。

「あぁ、あああ、私たちが悪かった、悪かったから、頼むから、もう、やめてくれ、やめておくれよ……っ!!」

　絞り出すような声音で吐き出す。

　私の体が、私の前で弄ばれるように壊されていく。気が狂いそうだった。

　私はここで死ぬんだろう。だが、最後の最後でこんなふうに狂ったまま死んでいくのは嫌だった。

「んんー、だらしねぇなぁ。痛みも何も感じてないくせにもうギブアップか」

「これならまだゴブリンの方が苛いじめがいがあります」

「だよなぁ」

　そんな風に笑う二人組の背後では、もうどれが誰かも分からなくなった一塊の肉がスライムの中で浮いていた。

　分からない、分からない、分からない。

　目の前で笑っている奴らが何なのか分からない。

　なんでこいつらは笑っているんだ？　この私がこんな状況になっているのに、何を楽しそうに会話しているんだ？

「キュプッ！」

　プッと吐き出すように私たちの体を食い潰したスライムが、私たちの装備の金属部分の塊を地面へと吐き出した。

「～～～っ、私たちが、なにしたっていうんだよっ!!」

「はぁ？　何言ってんだお前」

　激情のままに吐き出した言葉は、しかし、目の前のガキに痛つう痒よう一つ与えることができない。

「逆ギレなんてしてんじゃねぇよ。俺の前でミナリスを犯そうとしたんだろ？　俺を殺そうとしたんだろ？」

「そ、それは、だからってこんなひどい真似」

「何が『ひどい真似』だ、下種野郎。強ければ何をしてもいいと思ってたんだろ？　バレなければ何をやっても構わないと思ってたんだろ？　なら、弱かったら何をされても仕方がなくて、バレたら何かされると思ってたってことだよな？　これはその通りになっただけの話だろ？　なぁ、おい、答えろよ」

「…………」

「うぬぼれてんじゃねぇよ。なにもひどいことなんかねぇよ。外道が外道らしい死にざまを迎えようとしてるだけだろうが。ただの、当たり前でありふれた話だろ？」

「あたり、まえ？」




『ザイリィさん、悪いことはしてはいけませんよ。それは巡り巡ってあなた自身を傷つけてしまいます』

『ちっ、もう何度も聞いたっての。『いんがおーほー』っていうんだろ？』

『その通りです、因果応報。何かをすれば、それはいつか自分に返ってくる時が来るのです。だから、立派な大人になるんですよ』




　今は遠く昔に感じる子供の頃の記憶、村の神父に諭された話を思い出した。

　あぁ、これが、因果応報ってやつなのか。私らがやってきたことを私らがされただけ。










　…………だから、だからなんだって言うんだ。










「嫌だ……嫌だ嫌だ嫌だっ!!」




　死にたくない、しにたくないっ、シニタクナイッ!!

　こんな殺され方で死にたくないっ!!

　冒険者になった時から碌ろくな死に方なんてできるとは思っちゃいなかった。でも、だからといってなんだこの死に方は。こんな終わり方なんて、あんまりだっ!!

「じゃあ、そろそろさよならだな。俺、ミナリス、スラ吉で一つずつな」

「はぁーい、ご主人様」

　獣人の女が声を上げ、道具袋のようなものから錆さびついた鉄てっ槌ついを取り出した。

「夢だぁああああ、夢なんっすよぉおおおおっ、夢ええ『ばいばーいっ!!』がぶ」

　ごうっ、と空気が唸る音の後にすぐ隣でグべチャッという音が響く。振動と共に生暖かく滑ったドットの血が私の顔にまで降りかかる。

「次、スラ吉、お代わりしていいぞ」

「キュイッ!!」

　ガキの言葉に寄ってきたスライムが二本の触手を伸ばした。

「ありえません、こんなのありえないのです、おかしいです、ありえないのですから、ありえなぐ、ゴボォッ」

　まるで抱きかかえるようにテリーの頭を飲み込んだスライムが、ゴギュ、バギュ、と肉も骨も押し潰す鈍い音をさせる。まるで食べこぼしたかのように、どちらのものかも分からないテリーの眼球がスライムの体から飛び出し地面を転がった。だがそれも伸びてきたスライムの触手に拾い上げられ、スライムの体の中でプチュッとこもった音で潰された。












「嫌だぁ、なんでこんなことになってんだよぉ……っ!!　なんで、こんな……っ、ガァッ」




「あぁ、俺も何度も思って何度も叫んだよ。『なんでこんなことに』って。でもな、お前らは知らなくても、俺は知ってるんだ。『なんでこんなことに』って、俺、お前らにも言ったんだぜ？」




　縦に断ち切られる私の視界が最後に見たのは、そんな何もかもを、自分自身すら蔑さげすんだような嘲ちょう笑しょうを浮かべるガキの顔だった。





　　　　☆






　あぁ、やっと。

　やっと一つ、殺せた。

「ご主人様、泣いてますよ？」

「え？」

　ミナリスに言われて、頰ほおに手をやると、確かに涙が流れていた。

「あぁ、なんでだろうな。ははは、分かんねぇ、でも、すげぇ、すげぇいい気分なんだ。お前もそうなんだろ、泣いてるよ、お前」

「ふぇ？」

　ペタペタ自分の頰を触るミナリスの頰もまた、涙で濡ぬれていた。

　なんで涙が流れるのか、分からなった。

　悲しいのとは違う。嬉うれしいのとも違う。

　どこかが痛むわけでもないし、苦しいわけでもない。

　それはそう、きっと、自分を縛るものから解放されたという気持ちだ。

　涙と一緒に、俺を縛っていったものも流れて消えていくような、そんな気分だった。

「あぁ、きっとこれから、何度も何度も泣くことになりそうだな、ミナリス」

「はい、ご主人様」

　そうして、俺たちは笑った。

　これからの道のことを思い、正しくなくても、間違ってはいなかったと。

　涙を流して、それでも、とても安らかな気分で、笑った。







　吐き出した時とは違い、飲み込む時は静かに、食虫植物のような感じで【魔畜の卵剣】の刀身がスラ吉を包み込む。

　二つに断ち切ったザイリィの頭を食べさせ、役目を終えたスラ吉を【魔畜の卵剣】に仕舞って、その心剣の構成を解いた。

　事が起きたのはその時のことだ。

「ミナリス!!」

「!?」

　突如、空を切って飛来してきた物体の数は十一。

（間に合うかっ!?）

　完全に気を抜いていたせいで対応が後手に回る。

　急速に戦闘へと意識を移行し、思考反応速度をトップギアまで引き上げた視界が、飛来した物体は投げることに特化した形状の簡素な槍やりだとはっきりと捉える。

　穂先に纏まとわりついている紫の液体は毒薬か。俺に向かって四つ、ミナリスに向かって七つの槍が飛んでいる。ミナリスが必死に対応しようとしているのも把握できるが、いつも使っている取り回しのしやすい剣ではなくドットの頭を押し潰したあの鈍器では正面の一つ、二つに対応するのが限界だろう。

　周囲の敵性の存在、気配からしてゴブリン系の魔物の数は十六だ。槍の飛来に合わせ、槍を投げなかったらしい個体五匹が槍に追従する形でこちらに向かって素早く迫ってきている。

　だが、それだけのことを一瞬で把握しきることができても、判断できることと対応できることには大きな隔たりがある。思考反応速度は一度目の世界の最盛期のままだが、その意識が操る俺の身体は最盛期と比べ、程遠いスペックなのだ。

　だから、俺はすぐに『無理をしない』という選択肢を消した。

　この数なら、戦闘を継続する時間を意識する必要はない。構成に一切の無駄なく一瞬で右手に【始まりの心しん剣けん】を、左手に【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】を作り出す。それと同時に魔力を足と腕に限界まで集め、肉体を保持するために無意識に掛かる体のリミッターを無理やり取り払い、周りの状況をより正確に把握するために周囲に薄く魔力を広げる。

　軋きしむ筋肉を無視して、一瞬だけ現在の肉体に出せる最高の速度で地面を蹴る。

　その全ての行動に掛かっている時間は一秒にも満たない。

　その判断も行動も普通ならありえない速さであり、それができるからこその称号『技巧を極めし者』の保持者、世界最高の技巧ＳＳＳの保持者なのだ。

（正面の二本はミナリス自身に任せればいい。俺が処理するべきは残りの九本か）

　魔力の集中による部分強化と足の裏で魔力を噴出させる『飛脚』が、技巧で引き出した敏びん捷しょう以上に体を加速させている。

　俺に向かって飛んでくる四つの槍は無視する。狙いが正確で普通なら避よけられないように飛んできているからこそ、その場から移動することで全ての槍をやり過ごすことができる。

（これでまず四つ）

　コンマ数秒以下の時間、それも体が壊れきらないギリギリの力を要所要所でコントロールする。

　ギシギシと骨の軋む右腕を限界まで加速させ、ミナリスの右手から右後方に向けて向けて飛ぶ三つ投げ槍のうち、一番手前の一つを左手の【復讐の聖剣】で斬り払う。その後に、右手の【始まりの心剣】でもう一つ奥の投げ槍の穂先を突くようにして軌道を逸そらして弾く。

　弾いた槍がもう一方の槍へと当たり玉突きの要領で軌道を変えたのを見て、体全体をバネのように動かして速度を殺していく。

（これで残り二つ）

　するとちょうど茂みから迫ってきていた五体の魔物が飛び出してきた。

（あれはレッドキャップか）

　レッドキャップはゴブリン種のなかでも通常のゴブリンよりも一回り小さく、赤い帽子のような頭部を持ち、集団戦を得意とするずる賢い魔物だ。

　特徴であるその頭部の赤は、倒した獲物の死体を持ち帰り、その血を自ら塗りたくって染めているかららしい。

　俺は反復横跳びのように片足で体の向きを変え、ミナリスの右手後方側に飛び出してきた二匹のレッドキャップに向けて、殺しかけた速度にもう一度火を入れる。

「調子に乗ってんじゃねぇぞカスがっ」

「ガ──」

「ギ──」

　魔物の目の前で両手の心剣の柄を宙に置き去るように手を離し、飛び出してきたレッドキャップの帽子のように見える赤い頭を摑む。

　そのまま『天てん駆く』で人一人分ぐらいの高さに駆け上がり、宙で体を反転させながら体を捻ひねったその勢いに乗せて、ミナリスを左手から襲う槍に向かってぶん投げる。

　放り投げたレッドキャップに飛んできた槍が突き刺さり、そして、その飛来する槍に合わせてミナリスの左手後方から俺たちを襲おうとしていた二匹のレッドキャップが困惑して足を止めた。

「早く出てこいッ、クソ魔物どもッ!!」

　これで敵の戦力は未だ潜んでいる十一匹のレッドキャップと、俺がいた場所の方、ミナリスの後方から飛び出してきた一匹と投槍に突き刺さって絶命した仲間の死体に困惑している二匹。

　宙に置き去りにしたままの【始まりの心剣】と【復讐の聖剣】の二振りを摑み、背後から迫ってくる一匹のレッドキャップへと再び駆け出す。

（っ、こんだけ抑えてるのにギリギリかよ!!）

　これ以上は危険というラインを綱渡りのように進み続ける体が、悲鳴を上げている。ほんの十五秒しか使っていないのにこれである。

　もう少しＭＰが残っていれば、こうではなく本当の意味での奥の手を使えたのだが、ザイリィたちの相手をするのに、結構消費してしまったのだから仕方がない。

　明日は確実に筋肉痛確定だな、これは。

　今扱えるギリギリで調整しているため体は動くが、必要なピースも欠いたまま騙だましだましで奥の手と似たようなことをしているため、負担の掛かった体の端々に鈍い痛みが走る。

　せっかく思ってもみなかった復ふく讐しゅうを遂げられてご機嫌だったというのに、最後に嫌なケチが付いてしまった。

　その苛立ちをぶつけるようにレッドキャップの体を╳の字に切り裂いて四分割にしてやった。

「ご主人様っ!!」

「ミナリスはそこの二匹を相手にしてろっ、俺は隠れてる奴らを片付けてくる!!」

　レッドキャップ程度、不意打ちを避けて正面から戦えばミナリスがやられることはまずないので、返事は聞かずに森の中へと飛び込む。

　俺たちがいた場所から五メートル程度離れた場所にいたレッドキャップたちは、まだ状況に対応できていないようで気配の位置は動いていない。

　右手に持つ【復讐の聖剣】の構成を解き、空いた手で俺から見て右前方の二体に向け、丸袋から取り出した投げナイフを投げつける。

　木々が邪魔して急所は狙えないが問題はない。ミナリス特製の毒がたっぷりと塗られた投げナイフはそれぞれのレッドキャップに一本ずつ、一体は腕、もう一体は足に深々と突き刺さる。

「ギャルラアア!?」

「ギュラルゥウ!?」

　即効性の毒に侵されたレッドキャップの呻き声が聞こえる。オークには劣るが、ゴブリンとは比べ物にならない強さを持つレッドキャップだ。さすがに即死とはいかないが、放っておいてもミナリスの毒で十分と掛からず死ぬだろう。

　そして正面にいる一体へ向け、【始まりの心剣】を心臓めがけて投げつける。

　それとほぼ同時に小回りの利く【火ひ蜘ぐ蛛もの脚きゃく剣けん】を右手に、【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】を左手に構成する。

　背後で【始まりの心剣】に心臓を貫かれたレッドキャップの断末魔を聞きながら【始まりの心剣】が自分の中に戻るのを感じた。

　元いた場所から反時計回りに木々の合間を縫うように森を駆け抜け、一片の抵抗も許さずにレッドキャップを撫で斬りにしていく。

　喉を刈り取り、うなじの肉を削そぎ落とし、眼球から脳を抉えぐり、頭を摑んで近くの木に叩きつけて潰す。

　ズル賢く茂みに隠れてやり過ごそうとしていたレッドキャップを殺し、【翠緑の晶剣】を【始まりの心剣】と取り換えて、味方を盾にして背を向けて逃げようとしていた二匹をまとめて串刺しにする。

「お前で最後か」

「ギャルアアアァアッ!!」

「うるさい。人の余韻をぶち壊しにしやがって」

　神風アタックとばかりに特攻してきた最後の一匹を両断し、レッドキャップたちの奇襲から始まった一連の戦闘は幕を閉じたのだった。







「いてて、やりすぎたぁー。あー、疲れた、だるい、眠い、帰りたい、ベッドが恋しい、ゴロゴロしたい」

　現在の俺は体から直接上ってくる欲求が口から愚痴としてダダ漏れになっていた。

　ザイリィたちのことがあり気分は未だ上々だったが、肉体的には無理の反動でお疲れモード全開であり、調子に乗って魔力を使いすぎたからＭＰ酔いで理性が薄れている。ポーションは飲んだが、ＭＰ酔いが抜けるのはもうちょっと先だろう。

「よく考えたら槍を叩き落とした後まで本気を出す必要なんてなかったじゃんよ、なぜ気が付かない、俺よ」

　明日の筋肉痛確定な上、急激な負荷の掛かった関節や骨などがギシギシと痛む。あの短時間で戦闘しただけでこれか、と思うとため息も出る。

　全力ではあっても本気ではなかったのに。

「つつっ、町に帰ったら薬屋によって筋肉痛用の軟なん膏こう買ってくるか？　いや、もういっそのことＭＰが回復したら【翠緑の心剣】で回復しよ。……やっぱりＭＰ対策は必須だなぁ、とっとと『瞑めい想そう』のスキルレベル上げないと。って、あ」

（やばいな、また独り言出てるよ。気を付けないとなぁ）

　つい先日ミナリスに指摘されたばかりだというのに、と思いながら頭をガシガシとかく。

（とりあえずレッドキャップから討伐部位の剝ぎ取りを……、あぁ、だるい、全部回収するの面倒だなぁ。十六匹も持っていったら悪目立ちしそうだし）

　レッドキャップは単体ではそこまで強い魔物ではない。だが今回のように十六匹もの群れとなると駆け出し冒険者としての範囲を完全に超えてしまってる。

　二、三匹ぐらいなら難易度も一気に下がるので、せいぜい冒険者になる前から訓練などで力をつけていた優秀な新人程度の評価に落ち着く、はずである。

（やっぱり、討伐部位はたくさん要らない。二つ三つで十分だ。そう、これは目立たないために必要なことなんだ、うん。ギルドでもらえる討伐報酬がもったいないとかそういうことを言っている場合ではないのだ。決して面倒だからとかじゃないんだぞ、ミナリスよ）

　最近やたらと主婦力の高いミナリスさんへの完璧な言い訳を自分に言い聞かせる。討伐部位を時間を空けて後で提出すればいい？　いや、俺はそんなことには気が付かなかったから仕方がないですな、うん。

　そんなこんなで、とりあえず近くにあった二匹分の討伐部位を剝ぎ取ってミナリスのもとに戻る。

「んん？」

「…………」

　そして、戻った広場では何か奇妙な光景が広がっていた。

「おーい、ミナリスさんや～い。……何してんの？」

　俺がバラした一体と槍に突っ込ませた二体、それからミナリスが相手にしただろう細切れになった二体の計五体のレッドキャップの死体に囲まれて、……なぜか、ミナリスがその場の中央で妙に縮こまりながら正座していた。

　いつもはフリフリと揺れているウサミミが、ペタンと萎れて倒れている。なにか、背後にしゅんっ、とかしょんぼりとかそんな言葉の塊が浮かんでるように見えた。

「い、いえ……、索敵は私の役目だというのに、あの屑くず共を殺すのが楽しすぎて我を忘れて周囲の警戒を怠ってしまったので……、自主的な反省の姿勢を、と……」

「ああ、そういうことか。面倒だから今じゃなく帰ってから反省してください。俺は今とにかく宿に戻って寝たい」

「お、お叱しかりにならないのですか？」

「なんで？　俺だってギリギリまで気が付かなかったし叱ることじゃないだろ、俺もお前も要反省で話は終わりだ」

「私のこと、捨てたりしませんか？　このままご主人様の奴隷でいて、共犯者でいさせてもらえますか？」

「は？　なんでそうなる？　この程度、失敗っていうほどものでも、そもそもお前のせいでも何でもないだろうよ。それに、これぐらいでどうこうするぐらいなら初めから共犯者になんて選ばないし、【復讐の聖剣】の効果もあるんだから離れようもないっつの」

　というか、叱ってほしそうにしてるけど、本当にだるいのでそういうのは気が付かなかったことにして全部後回しにする。

「どうも抜けきってないＭＰ酔いが変な方向にハマっちまってるみたいだな。ほれ、ついでにもう一本飲んどけ」

「はぐっ、んくっ、ん、ぷはっ」

　ＭＰポーションをミナリスに突っ込んでやる。ちょっといきなりすぎたからか、口元から溢あふれた青い液体が垂れる。落ち込んでいたせいか目も潤んで妙にエロい。

　いつもならドキッとしそうな場面だったが、今はＭＰ酔いの疲労感に抗あらがう気力が湧かない。

　本当に布団かぶって寝たい。さすがにここらで寝るわけにいかないし、もういいや、ミナリスのフォローとか後回しでとりあえず強引に帰ろう。そうしよう。

「いいから起立、帰るぞ」

「あ、はい……っ」

　そう言ってミナリスを連れて歩き出す。

「予定通り、このまま町に戻ってギルドに報告するぞ」

「そうですね……」

「おいおい、沈んだ声出すなよ。ほれ、シャキッとしろ!!」

「あっ、はわっ、はいぃ～いっ！」

　わしゃわしゃと頭を撫でてこれで終わり、頭を切り替えろと示してやる。

「この程度のミスで落ち込むくらいなら、もっと復讐のために頭を回せ。まだまだ、一つ目なんだ、始まったばかりなんだミナリス」

　俺自身、体が疲れているせいか、ＭＰ酔いが抜けきっていないせいか、思ったことの感情の制御が上手くいかない。

　ずっと抑えてきた笑顔が零こぼれ落ちる。

「あぁ、体は疲れたまんまだってのにな、想像するだけでゾクゾクする。あいつら殺せばちょっとは満足できるかと思ったんだけど、やっぱり駄目だ、あの程度じゃ全然足りない」

「…………」

　自然と目が細まり、口の端が吊り上がっていく。

「一歩一歩、復讐に近づいてると思うとな、テンション上がりっぱなしなんだよ。落ち込んでも、反省してもいいが、切り替えは早くな。変なこと考えて乗り遅れたらもったいないぞ？　次の目的地までは、たった森一つ。この森を越えた先にあるんだから」





　　　　☆






「……と、いうわけです」

　町に戻った俺たちは、ギルドの受付でレッドキャップについて話していた。

　ヘンゼルが用を足しに離れたところでレッドキャップの奇襲を受けた。

　少年の悲鳴に驚き、警戒していたおかげで襲ってきたレッドキャップ二体は何とか討伐したが、その場にいては危険だと思い戻ってきたと告げたのだ。

「ヘンゼル、貴族の少年の方は、こちらの戦闘が終わる少し前に遠くから悲鳴が聞こえてきたのでおそらくは……」

「そうですか……、いえ、少年は不幸でしたが、お二人とも正しい判断をされたと思います。レッドキャップは集団戦闘や奇襲に特化した魔物ですから、下手に少年を助けに向かえば被害が増える結果になっていたかもしれません」

　もちろん、ザイリィたちのことは何も告げない。

　ちなみに受付を担当しているのは今朝と違って、空いていたマッチョマンタイプの受付男子だ。こちらは歳を重ねているだけあって、話も早くて助かる。

「それにしても、本当にレッドキャップがあの森の浅い場所に……？」

「はい、これが討伐の証明部位です」

　そう言って受付のカウンターの上にレッドキャップの討伐部位を二つと、いくつかのゴブリンの討伐部位を置いた。

　受付の男性はそれを丁寧に拾い上げると真剣な表情で確認する。

「確かに、これはレッドキャップの頭部の先端部分ですね。レッドキャップは山裾の辺りに生息しているはずなのですが、たまにはぐれた四、五匹のレッドキャップが森の浅い場所で出ることがあるのです。今回は運が悪かったというしかないですね」

「そうなんですか」

（ん～？　少数っていう数じゃなかったけどな、あれは）

　目立ちたくないので二、三匹ということで話を通したが、実際のところは襲ってきたレッドキャップの数は十六匹だった。

　どう考えても、はぐれた魔物たちが迷い出て、という感じではなかった気がするのだが、集団迷子とかか？

　一体どういうことなのだろうか。

（あぁ、そういえば、あのアンデッドの大群の襲撃の前に、魔物の襲撃があったって聞いたような気がするな。もしかしてその予兆か？）

　俺が一度目の世界で当初の目的地である学術都市・エルミアに来た時、突如として現れたアンデッドの大群から街を救ったことがあった。

　原因は俺たちが今日いた森の奥、はぐれ魔族に洗脳され、領兵に殲せん滅めつさせられた村人たちの負の魔力が、人知れず魔物の死体などに取り付き、他の魔物を殺して数を増やして襲ってきたということだった。

　その村には世界に裏切られたあと、隠れ家の代わりに身を潜めたことがあったが、村の跡地はひどいものだった。荒れ切ったその地には負の情念に染まった魔力の痕跡が残っており、ガレキと化した村の跡地には紫と黄色の花びらを持った花が咲いているだけだった。

（あの時はごみ魔術師のユーミスが『死霊魔法』の初歩を覚えてたおかげでアンデッドの知識があったのと、俺とクソ王女とカス騎士団長に、Ａランクの冒険者パーティーがいたから無双できたわけだけど……今回はどうなるのかね？）

　とはいえ、そのアンデッドの大襲撃が起きるのは今からおよそ二ヶ月ほど先のこと。

　その大襲撃よりも先に、森からゴブリンやレッドキャップ、ボア系の魔物が溢れ出て戦いになったことがあったらしい。

　溢れ出した魔物は運良くその場にいたＡランクの冒険者パーティーと、エルミアの領兵たちが撃退したと聞いている。たしか、時期的にはそれが十日ぐらい先のはずだ。

　魔物を撃退した後、原因を把握するために森の奥まで調査が入り、何とかギリギリでアンデッドの大襲撃に備えることができたのだが……。

　あの森はこの町とエルミアの間を隔てるようにして広がっている。要するにエルミアを襲ったアンデッドの大群や魔物たちが現れたのと同じ森だ。

　位置関係的にはこの町にも影響があってもおかしくない。レッドキャップが普段いないはずの森の浅い場所に出てきたのはその魔物たちが溢れ出る前兆なのかもしれない。

　そんなことを考えている間に、受付の男性は一通り確認を終え、討伐部位を置いて、とりあえず、とお金を取り出す。

「レッドキャップは討伐依頼が出されていないので、通常の討伐価格のみになります。ゴブリンの討伐依頼と合わせて、報酬はこちらになります」

　チャリチャリと置かれた何枚かの貨幣を受け取ってしまい込んだ。

「二匹だけとはいえ、レッドキャップを相手にほとんど無傷で帰ってこれるなら、十分Ｅクラスの戦闘能力はあるでしょう。もう少し依頼を受けて実績を積めばランクも昇格するでしょうから頑張ってください」

「ええ、分かりました」

「それと、これは個人としての忠告です。ザイリィたちはパーティーランクＤの冒険者パーティーですが、素行はあまりいいものではありません。あまり関わり合いにならない方がいいでしょう。あなた方の賭けはこちらでも内容を把握していますが、こうなってしまってはそれも成立しないでしょうから帰ることをおすすめします。ザイリィの方にはこちらから事情を説明しておきますので」

「それはありがたいです。よろしくお願いします」

　なんだこのイケメンマッチョ、ずるい。

　いかつい声で丁寧に対応するベテランの受付マッチョメンに軽く会釈し、俺とミナリスはギルドを後にした。






第四章　緑色の悪夢






　最期の瞬間まで騙だまされ続けて終える人生は、きっと幸せなものなのだと思うのです。

　幸福なまま、幸福だと思ったままの人生はその裏側を知らずにいれば幸せな結末で結ばれている。




　それは、まるでおとぎ話の世界のような、幸せな結末。

　死んでしまった人間は、それから続く物語のことなど知るすべはないのだから。

　だから。……だから？




　本当に、本当に、本当にそれでいいのですか？




　今は、そんな結末の全てを投げ捨ててでも、知ることができて良かったと心の底から思うのです。

　地面が崩れ落ちた地の底で、黒い泥を啜すすりまわって生きることになったとしても。




　……あぁ、もう、結局、御ご託たくも理屈もきっとどうでもいいのです。

　最初から、ただそれだけのお話だったのです。




　人間だろうと化物だろうと、変わっていようと変わっていまいと。

　壊れてしまった心の欠片かけらがそれでもやれと叫んでいる。




　取り返せない幸せを、起こってしまった理不尽を。

　奪い尽くされた尊厳を、突き落とされた地獄の底を。




　それでもなお、壊れた嗤わらいで贖あがなわせるだけの時間が、まだ残されているのです。

　だから、ひび割れ砕けた寄せ集めの心でそれでも世界を嗤う、その手を取ったのです。










　…………たとえそれが、悪魔のような道だとしても。





　ザイリィたちへの復ふく讐しゅうを終えてから十日ほど経った。

　最初の一週間はゴーレの町に留とどまり、宿でのんびりとしながらいつも通りミナリスの手料理を食べ、拷問談義に花を咲かせ、スキルの熟練度を上げるための修行をしていた。

　ザイリィたちが勝負を境に帰ってこず、その直後に俺たちが町を出ればギルドに不審に思われてしまうかもしれない。

　ギルドは魔道具による情報の連携が確立しているので、今後を考えるとそれは避けたかったため、やましいことはないと示すようにギルドにも適当に通い、エルミアの街へと向かう挨拶まで丁寧にしてから旅立った。

　そして、今俺たちはゴーレの町と次の目的地であるエルミアの街の間に広がる森の中にいる。

　ゴーレとエルミアの距離はそう離れておらず、既に道程の半分を越え、あと一日二日でたどり着くだろうという位置で野営をしていた、そんな時だった。

「ご主人様、起きてください」

「んっ、……敵襲か？」

　夜が明ける少し前、空は白み始めたばかりで地平線にも太陽の影が見えないような時間帯。

　スッ、とミナリスが漲みなぎらせた戦意に刺激されるようにして目が覚めた。

「違うと思います、ただ、もう少し先で戦闘音がしています。もしかしたらここまで戦いが寄せてくるかもしれません、最低でも様子は確認しておくべきでしょう」

　『聴覚強化』のスキルを使うために耳に魔力を込めたのだろう。ミナリスのウサミミがピクピクと動いている。

　元が人間の俺の耳では『聴覚強化』のスキルは覚えられず、虫の声や葉は擦ずれの音で詳しい判別はできないが、それでも金属と金属のぶつかり合う音が微かすかに響くのが耳に届く。

「方向は道の先からか……、普通ならスルー確定なんだけどな」

　思わずため息をついた。

　関係のないところでわけの分からない神様に触れて祟たたりをもらうのは避けたいところだったが、残念ながら方向が悪い。

　俺の耳では距離までは分からないが、音が聞こえてくるのは前方、学術都市エルミアの方向からだった。

　放っておくにしろ、何らかの形で関わるにしろ、まずは様子を見て情報を得ておかなければ後手に回る可能性がある。

　知らないままでいるということが致命的な弱点になりうるのは一度目で嫌というほど思い知らされている。

「行くぞ」

「はい」

　野営のために出していた荷物を丸袋に放り込むと、俺は状況に合わせていつでも心剣を出せるように準備しながら音のしている方へと慎重に足を進める。

　ミナリスも段々と音が近づいてくると剣に手を掛け、自分に幻術を掛け直した。

　ちなみに手にしているのは王都で買った数打ち品の八本目だ。ダンジョンで既にガタが来ていた七本目は更に少し魔物を切り殺したあたりでご臨終していた。

「……冒険者と、あれは野盗か？」

　争っているのは人間同士のようだった。

　馬車を包囲するように、あまり綺き麗れいとは言えない格好の男たちが展開していた。そして、その馬車を守るように、冒険者らしきものたちが応戦している。

　護衛任務を受けた冒険者が野盗と戦う、特になんということもないシーンだった。

「ふむ、このままだと冒険者たちの方が潰つぶされて終わるな」

　冒険者たちもそこそこの腕のようで倍近い盗賊相手に踏ん張ってはいるが、それもそろそろ限界だろう。

「決まりだな」

「ええ、そうですね」

　ミナリスと軽く頷うなずき合うと、気が付かれないうちに右手の森の中へと足を踏み入れた。

　全部無視して横を素通りしてもよかったが、それがのちのち足かせになる可能性もある。どちらかに肩入れするなどそれ以上に論外だ。

　盗賊が勝っても冒険者が勝ってもどうでもいい。正直どう転んでも関わるメリットがない。

　森の中を回っていけば問題ないと、削られた睡眠時間にちょっとイラつきながら道ではない木々の隙すき間まを進んでいく。

　そして、右ではなく左を選ぶべきだったと思ったのはその瞬間。

「ブルルルルォォオオオオオオ!!」

「つ、ついてねぇ……」

「まぁ、ツキがあればこんな人生にはなっていませんね」

　現れたのは、豚の顔と体を持った魔物。

　オークと呼ばれるその魔物は小柄なゴブリンとは違い、人と同程度の大きさを持ちながら人を凌りょう駕がする膂りょ力りょくを発揮する化物。

　しかし、明らかにオークと思われる姿ながら、それとは決定的に違うということを示すようにその体は通常のオークの倍近い大きさと、物理耐性に優れる黒鉄色の肌を誇っていた。

　………通称、ビッグオークとも呼ばれるオークの変異種『ブラックオーク』がそこにいた。

「ブルォオオオッ!!」












「やっぱり、たまたま体が大きくて黒いだけのオークってことはないか」

「冗談言っている場合ではありません、ご主人様」

　一パーセントもないと分かっていた希望的観測の収束先は、確率論に従うまでもなくノーという事実を突きつけた。

「ブルルォォオオオオッ!!」

「伏せろっ!!」

　ブラックオークが、邪魔だとばかりに横に薙なぎ払おうと振りかぶった右の拳を見て叫んだ。

　ゴウッと空気の唸うなる音と、バキバキッ、と太い木の幹がへし折れる音がする。

「ちっ、場所が悪い、街道に戻るぞっ」

　いつかの呪いの武器持ちのゴブリン同様、まともに喰くらったらやばい。今のミナリスなら防御を完璧に行えれば数撃は耐えられるだろうが、剣の方がもたないだろう。

　俺も当然まともに喰らえばやばい。

　敏びん捷しょうが低く脳みその方も弱いので避よけるのは難しくない相手だが、周りの木々が邪魔だ。

　ブラックオークもそれは同じだろうが、木々ごとお構いなしに押し潰せる向こうとは違い、こちらは木々を無視して逃げ回ることはできない。なら、自由に避けるだけのスペースがある街道に戻った方がやりやすい。

「まださっきの集団が街道にいるようですっ、そこに出ましょう。囮おとりになってくれれば儲もうけものですっ、っ!!」

「ブラララアアッ!!」

　ブラックオークが今度は左の拳を上から振り下ろした。

　襲い来る落雷のような一撃を、ミナリスが横っ飛びに避ける。

「ちったぁ、大人しくしろっ!!」

　丸袋から取り出した投げナイフをブラックオークの眼球めがけて飛ばす。だが、顔を背けたブラックオークの頰ほおに弾はじかれた。

「ブルゥッ!!」

「かすり傷もつかないのかよ」

　ミナリスに調合してもらった毒を塗りこんであったのだが、これでは何の効果もない。

　それでも牽けん制せい代わりのナイフをまた数本投げ、【逆ぎゃっ境きょう者しゃの拐かい刃じん】を作り出す。

　飛来するナイフを鬱うっ陶とうしそうにブラックオークが払ったのを見て、俺とミナリスは街道へと飛び出た。

「ブルゥウウウウッ……」

　そのすぐ後を追うようにしてブラックオークも森からその威容を露あらわにする。

「なっ、ありゃブラックオークっ!!」

「ひっ!!　なんでこんなところにっ!!」

　冒険者からか、盗賊からかは分からないが、その感想には同感だった。

　対してブラックオークは獲物が増えたとでも思ったのか、嬉うれしそうに喉を鳴らしている。

　俺は両腕に構えた【逆境者の拐刃】をブラックオークへと向ける。

　【逆境者の拐刃】は元の世界でいう一対のトンファーのような形状をしている。

　トンファーでは打撃のために突き出ている部分は、鎌の刃をそのまま外側に向けたような、内側に抉えぐれた刃になっている。流れるように内側に緩い曲線を描く外側の刃はギラりと光り、一メートル程度の拐刃の刃がない内側、三分の二あたりの位置に取っ手がついている。

　その二つの刃は鮮やかな赤を基調に青と黒が散りばめられ、鋭い刃が今か今かと獲物を求めているようにも見えた。

「グピョヤッ!!」

　恐怖にブラックオークの前で体を硬直させた男がその硬い腕で叩たたき潰された。全身の骨を砕かれたようで倒れたままピクリとも動かない。格好からしておそらく盗賊の一員だろう。

　ブラックオークの鳴き声が森の中から聞こえた時点で逃げ出せばよかったものを、大方、冒険者との戦闘の決着が自分たち側に傾いていたので諦めるのを渋ったのだろう。

「ブヒャヒャヒャッ!!」

　ブラックオークは嬉しそうにその男の死体をつまみ上げると足からボリボリとかじりつき、ものの数秒でひとつの死体が綺麗になくなってしまった。

「に、逃げ……っ、ぐぴゃぁ!!」

　ちょうど手近にいた盗賊らしい男を、魔力操作で腕力を強化してブラックオークの右肩のあたりへと投げつける。

「ブルァアアッ!!」

「グペェッ!!」

　当然、飛んできた人間砲弾をブラックオークは右腕でフック気味に殴り飛ばす。

　バキボキッと骨が折れ、断末魔すら上げられずに死んでいく盗賊の男。

　その犠牲をありがたく頂ちょう戴だいして、盗賊の男を殴ったことで生まれた死角に潜り込むようにしてブラックオークの向こう脛ずねの右側半分を抉るように刈り取りに行く。

「ブルアァアアァウッ!!」

「ってぇな!!　物理で削ろうとするとここまで硬いのか」

　深く抉るつもりで振り抜いた一撃は浅く傷をつけただけにとどまった。

　それでも自分に傷が付いたことに警戒したのか、ブラックオークが距離を取る。

　ブラックオークはその名の通りオークの上位種だった。

　確か、冒険者ギルドでの討伐ランクはＤ＋ランク、ギルドが定めたＤランクの冒険者パーティーで五つ、Ｃランクなら二つのパーティーが討伐に必要という難易度の区分だった。

　一般的な冒険者で一線級と呼ばれるのがＢランク、一人前と呼ばれるのがＤランクであることを考えるとその強さが分かる。

　ちなみに騎士団長率いる騎士たちは、今のこの時期はまだ五人一組のパーティーを組ませてＣランクというところのはずだった。俺が逃げ出す時に倒してきた騎士たちはＥ＋ランクがせいぜいというところだ。

　通常のオークを軽く凌駕する膂力、そしてそれ以上に脅威となるのは固有スキル『黒皮膚』による圧倒的な物理防御力。まともな武器では傷一つ付けるどころか、武器の方に傷が付くことになる。

　だが、圧倒的なまでに魔法に対する耐性が低い。純粋な魔法を使えば討伐は容易たやすく、そのためあまりランクは高くないのだが……。

「くそっ、心剣の選択を間違えたか」

　今の俺たちには魔法的な攻撃手段がない。

　ミナリスの毒術魔法は魔法で毒を生成するものだが、毒魔法はそれ自体には威力がない上、このブラックオークは状態異常耐性も高い。そもそも毒を叩き込む方法もない。

　ガスなどで吸引させようとすればむしろこちらが危ない。

　この集団の中にまともな威力の魔法を使える人間がいないのは先程の盗賊と冒険者に分かれて戦っていた時の様子から分かっている。

　こちらの攻撃がほとんど通らない以上、敵の敏捷も低いので置いて逃げるのが楽なのだが……。

「ご主人様、どうされますか？」

「なんか弱ってるみたいだし、少しもったいないよな」

　何があったのかは分からないが、ブラックオークはかなり弱っているようだった。

　陽の光で照らされたその姿はそこらじゅうに怪我を負い、その体表に赤い血を流していた。

「くそっ、こんなところにいられるかよっ、引き上げろっ!!」

　声を上げたのは盗賊のリーダーだったようで、その声に従って数人の男たちがオークの現れた方向とは反対側の森の中へと逃げ込んでいった。

「おい、依頼人っ、馬車は置いて逃げるぞっ!!」

「ま、待てっ!!　この馬車には大量の商品が……っ!!」

「んなこと言ってる場合じゃねぇだろうがっ!!　死ぬぞあんたっ!!」

　今度の声は冒険者のリーダーだっだようだ。冒険者たちが依頼人と思おぼしき商人を連れて街道を走り出す。

「おいっ、あんたたちも逃げろっ!!　見たところ二人共剣士だろっ、魔法が使えないんじゃあいつの相手は無理だっ!!」

　それだけ言うと、後は面倒を見きれないと言うように仲間たちと街道を遡さかのぼっていった。

　仕事柄、常に命の危険に晒さらされているだけあって判断が合理的で早い。そこそこ経験を積んだベテランの冒険者なのだろう。

「とはいえ、せっかくの経験値を逃すのは惜しいしな。ギャラリーも消えてある程度本気で戦っても問題なさそうだし」

　もう一度鑑定でステータスを覗のぞいてみれば、５３４あったブラックオークのＨＰは４９８とその数値を変えていた。

　流れ出る血で、そのＨＰも少しずつ減少し続けていた。

「私は放置して逃げてもいいかとおも……」

「知ってるか。ブラックオークの肉はいろんな研究の触媒になるらしくてな、金貨レベルで高く売れるぞ」

「ご主人様、一応倒しておきましょう。世の中お金でなんとかなることは多いです」

「…………無駄遣いしても大丈夫なだけの金はあるのに」

「それとこれとは別です。お金はあって困るものではありません」

「まぁ、そりゃそうだけどな」

　ここまで来ると経済感覚がしっかりしているというより守銭奴っぽいなと思ったのは黙っておくことにした。

「ブルォオオオオッッ!!」

　警戒して離れていたブラックオークだったが、埒らちがあかないと拳を振り上げて突っ込んできた。

「ミナリス、援護を頼むぞ。特徴はあの通りの巨体と異様に硬い黒皮膚、後は状態異常への耐性の高さだ」

「了解しました」

　突っ込んでくるブラックオークの振り下ろした拳に対し、左右の二手に分かれて対たい峙じする。

　巨体の足元を潜くぐり抜けるようにして、最初に切りつけた場所と寸分違わぬ場所に再び刃を入れる。

「ブララアァアァッ!!　ラァッ!!」

　痛みの声と共に、後ろ向きに振り抜かれたブラックオークの裏拳を前に転がるようにしてかわす。

　そのまま体の向きを変えて追撃しようとするブラックオークの眼球をめがけてミナリスの投げナイフが飛ぶ。

　俺が投げたものと同じように顔を背けてそれを防御しようとしたブラックオークだったが、

「やはり、所しょ詮せんはオークですね」

「ブルルルォォォオオオッ!!」

　ミナリスが投げた二投目のナイフが、一投目にくくりつけられていた袋を切り裂く。

　袋に入れられていたのはミナリス特性の刺激毒薬だった。ダメージを与えるようなものではないが細かく散った粉末が粘膜を強烈に刺激し、ブラックオークは目を押さえながら悶もん絶ぜつする。状態異常というわけでもないのでブラックオークのスキルにある『状態異常抵抗Lv４』も意味はない。

　ブラックオークは片手で目を押さえながらもう一方の手を振り回す。

　めちゃくちゃに振り回されたオークの拳が馬車を押し潰し、バラバラに砕けた馬車の破片が飛び散る。

「そんな風にデタラメに振り回しても当たらねぇよっ!!」

　ランダムに振り回される拳は脅威だったが、目を押さえている手の側に回れば避けるのは容易い。

　巨体なのを利用して足元ばかりを狙っていたが、これで上半身への攻撃もしやすい。

「ブラアアゥアァア!?」

　ここで、戦闘を始める前から負っていたらしい脇腹の傷を更に抉るように、両方の【逆境者の拐刃】の先を突き刺してそのまま左右に切り開く。

　黒皮膚の下、赤い体の肉の部分が現れる。

「ミナリスッ!!」

「はいっ!!」

　ミナリスの放った毒つきの投げナイフが突き刺さる。

「ブルルラアアアアアアアアアアアアッ!!」

　一際大きい痛みの声を上げたブラックオークは、唸り声を上げながら突き刺さったナイフを引き抜いた。

「状態異常への耐性が高いとは聞いてましたけど、ここまでですか。自信作の麻ま痺ひ毒だったのですが、自信がなくなります」

「いや、全く効いてないわけじゃないみたいだぞ」

　ナイフを引き抜いたブラックオークだったが、明らかに動きが鈍っている。

　その隙をついて鑑定を掛けてみると、状態に『麻痺毒（弱）』が追加されていた。

　残りのＨＰも残り２００を切ったところだった。

「よし、いっきにトドメを…………」

「轟とどろけ風精霊の恐声っ、『緑雷一閃ライトニング』ッ!!」

　続く言葉を切ったのはバリバリと空気を切り裂く音と弾けるような轟ごう音おん。

　踏み出そうとした俺たちの前を走ったのは緑の雷らい閃せん。

「ブルラアァアアアァアッ!!」

「なっ!?」

　突然、戦闘に割り込んできた魔法に思考が追いつかない。

　風属性の魔力を持った雷を受けたブラックオークは残ったＨＰを全て散らし、命が失われていく痛みに最後の断末魔を上げた。

「この、魔術は……、あの女の…」

「ご主人様、感情を隠す準備を、それから、あちらを見てください」

　その言葉に、自分の推測が正しかったことを知る。

　ミナリスは既に『鉄面皮』のスキルを発動しているようだった。

「あのぉーっ!!　大丈夫ですかっ、助けに来ました!!」

　少し離れた街道の先から掛かる声にゆっくりと顔を向ける。

　推測はしていても、心構えをするには時間が足りず、一瞬、驚きを表情に出してしまう。だが、すぐにそれもかき消した。

「あぁ、まさかエルミアにつく前にお前の顔を拝むことになるとはな」

　思わず嗤いそうになる顔を必死で抑える。

　さぁ、ようやく、一人目だ。

　一度目の世界の復讐をするためにやってきたぞ。

　────……魔術師、ユーミス＝エルミア。

　どうしてやろう、お前にもやってやりたいことや言ってやりたいことがたくさんあるんだ。

　けど、それでもひとつだけ、確実に決まっていることがあるんだ。












　ユーミス、お前は必ず、一筋の光さえ届かない、永えい久きゅうの地獄の底へと叩き落とすよ。




　そして俺は、最後にはやっぱり抑えきれずに、少しだけ口の端を釣り上げた。







「申し訳ありません。ブラックオークが出たと、街道の途中で聞いて急いでここまで駆けつけてきたのですが……、まさか倒される直前だったとは……」

　少しゆっくりとした穏やか口調で話しながら、申し訳なさそうに頭を下げるのは、ひと目でよく魔力の込められていると分かる白木仕立ての杖つえを持ち、仕立てのいい魔術師用のローブを身に纏まとった妙齢の女性。

　明るく、それでいて濃い新緑の色をした髪は頭の右側で木彫りの花を象かたどった髪留めでまとめられ、反対側から髪が一房、脇腹のあたりまで垂らされている。どこか優しげで儚はかなそうな印象をしたその女性の髪は、半分程度まで顔を出した太陽の光を反射してキラキラと光っていた。

　ユーミス＝エルミア。

　名前の通りエルミアの街を治める領主の娘。貴族であり、魔法の研究者。

　自身も相当の使い手であり、一度目の魔王の討伐の旅で魔術師として活躍した人物。

「お二人共、魔術ではなく刃やいばを武器とする冒険者の方のようでしたから、ブラックオークが相手では危ないと……、いえ、これは言い訳ですね。状況の確認もせずに、本当に申し訳ありませんでした」

「いえ、まぁ、状況的に仕方ない部分もありましたから」

　本当だよ、人の獲物横取りしやがってこのゴミムシッ、と叫び出しそうになるのを堪こらえ、吐き気のするような笑顔を作る。

　今はまだ、復讐の時じゃない、王女の時とは違い今は事情が分かっている。焦ってはダメだ。

「それにしても、魔法もなしにどうやってブラックオークをここまで？　失礼ですが、その……」

　今、俺とミナリスの格好は王都で買った初級冒険者セットの皮鎧よろいに黒のローブを羽織っただけの姿だ。

　普通の町人の姿で、街馬車も使わない二人旅では目立つので用意したものでもあるが、一見して分かる程度の質でしかない。少なくとも、相応の実力者といったふうには見えないだろう。

「あぁ、それは……」

「もしかして、その不思議な形の剣に、なにか秘密があるのでしょうか？　ああ、いえ、冒険者に手の内を聞くのはマナー違反でしたね」

「いえ、これは確かに特殊な形状をしていますが、ただの業物というだけです。俺たちが相対していた時にはもう、ほとんど瀕ひん死しのような状態でした。手傷を負わせるのも難しく、相手が体力切れで倒れるのを狙うので精一杯でしたので」

「そうなのですか。…………誰がブラックオークをここまで追い詰めたのかは分かりませんが、いつまでも追ってこないところを見ると、返り討ちにあったのでしょうか……」

　ユーミスは少し悲痛な面持ちで考えるような仕草をしたあと首を振った。

「どちらにしろ、魔物を掠かすめ取ったような形になってしまったのは変わりませんね。ブラックオークの素材は全てお渡しします。その上でお願いしたいのですが、このブラックオークをそのまま私に譲っていただけませんか？」

「このブラックオークを？」

「はい、この場で買い取らせてほしいのです。金貨五枚でいかがでしょうか。私は第二級の道具袋を持っていますから、運搬もこちらで請け負いましょう」

　道具袋は魔道具版の丸袋のことだった。能力によって等級が決められ、いちばん性能のいいものを第特級、その下を第一級から、一番質の悪いものまでで第十級と段階分けされている。

　第二級の道具袋となると、八畳一間のアパート一室分ぐらいの容量で、重量を二十分の一程度まで抑えることができる代物だ。

　道具袋は【丸まる栗り鼠すの袋ふくろ剣けん】のように無制限にものを入れられるわけではなかったが、代わりに持っていてもＭＰを使うなどのデメリットがない。

　しかし、丸袋と違い、拡張空間と重量軽減の魔法が付与されているだけの代物であるため、物を入れれば少しずつ重くなる。

　取り出す際も、丸袋と同じく口は大きく開くので大きなものを入れるのことはできるが、丸袋のように袋の口を近づけるだけで勝手に吸い取ってくれるわけではないので、物が大きくなると出し入れが非常に面倒になる。

　更に、雑多にモノを入れてしまうと狙ったものだけをすぐに出すのは困難だった。そして例のごとく等級が上がるほど値段が高い。

　ベテランと呼ばれるような冒険者の多くはこの道具袋を持つようになるが、そこそこ稼いでいる中級冒険者で一生ものの買い物として背伸びして第五級のモノを買うのがせいぜいだ。

　王都でも今の手持ちでも四級ぐらいまでなら二人分楽に買えるだけの金は持っていたが、ＭＰの上限の五パーセントという対価を払うことを考えても丸袋の方が明らかに優秀だったのだ。

　戦闘の牽制に使う投げナイフなど、口の部分に手を持っていけば、わざわざなかに手を突っ込まなくとも念じるだけで取り出せる。どれだけ入れても重量は変わらず、入れられる容量に制限もない。道具袋にわざわざ金貨数十枚を出すほどの魅力は感じなかった。

「第二級の道具袋ですかっ、それは凄すごいですね。あぁ、値段の方もそれで全然構いません。元々降って湧いたようなものでしたし、俺たちにはこれを運ぶ手段はありませんから。ブラックオークの相場なんてよくは知りませんので、美人に売れるならそれでいいですよ」

　演じているということがバレても不自然ではないようにわざとおどけた調子でそう告げるが、すぐさま後悔した。

　お世辞でも冗談でも、こいつを褒めるような言葉を吐いた途端、口の中が腐りきった果物のような、吐き気を催す苦味と酸味の味に覆われた。

　整った顔にブラックオークの顔を叩きつけてやろうかとすら衝動的に思ったが、そんなことをしては今後に差し支えるのは確実なので必死に自分を抑える。

「クスクス、きちんと相場に色をお付けしてありますよ。なんなら後で街で確認してくださっても構いません」

　これで相場を無視してボッタくろうとしていたなら、多少は感情を表に出せたというのに、相変わらず無関係な人間への外面は完璧だな、コイツは。

「私の名はユーミスといいます。もしもの時はエルミアの学舎を訪ねていただければ、お会いできるでしょう」

「その時はよろしくお願いします」

「では、私はこれで失礼します。もう少し先にある星草の採取のためにここまで来たので。依よりて集まれ、『創造・土人形クリエイト・ゴーレム』」

　ユーミスが魔法を発動させると、地面から砂や石、岩が盛り上がって形を成していく。

　最終的に二体のごつい土人形が出来上がると、ユーミスが手渡した道具袋に電撃で微かに黒い煙を上げたままのブラックオークの死体を足から詰め込み始めた。

「一、二……はい、これで金貨五枚です。どうぞ」

　ユーミスはチャリチャリと五枚の金貨を無造作に取り出すと直接手渡してきた。

　それを受け取ると小さく一つ会釈し、ユーミスは道具袋をゴーレムに預けたまま街道を街から離れる方向へ歩いていった。

　当然、予定外の遭遇に一度距離を置きたかったこちらもエルミアに向けて歩き出す。完全に相手が見えなくなった頃、ミナリスが『鉄面皮』のスキルを解いた。

「驚きましたね。まさか、街にたどり着く前にあの女に会うとは」

「あぁ、そうだな。完全に意表をつかれた形になったからな」

「しかし、ご主人様も鉄面皮のスキル習得した方がいいのではないですか？　今はまだ警戒されるわけにはいかなかったとはいえ、あんな生ゴミのような女にお世辞など吐くからそのような顔色になるのです。…………あんな女に、美人などと」

　ミナリスが最後になにか小さく呟つぶやいたが、よく聞こえなかった。聞き返そうかとも思ったが、何やら機嫌が悪そうなので追及はしないことにした。

「鉄面皮のスキルはいらん、復讐対象に会うたびに二人共ずっと無表情でいたら変に思われるだろう。警戒されると動きにくくなる。正直、少し友好的な態度を取るだけでも鳥肌が立つぐらい嫌だが、このぐらいは耐えるさ」

「ご主人様がそう仰おっしゃるのでしたら、まぁ……。次からは私も愛想笑いぐらいはした方がよろしいですか？　どんなに調子のいい日でも一気に最悪の気分になりそうですが」

「そうだな、そんときゃどうせ俺も最低の気分だ。どこかで何かパーッ、と豪遊でもして気を晴らすか、一緒に最低の気分のままふて寝でもするか」

「一緒にふて寝ですか、……それはそれで魅力的ですね」

「ん、なんだ。退廃的な感じが好きなのか？」

　基本が出来る女のイメージなので、非生産的な時間の過ごし方をするのは好みそうにないと思っていたのだが。

「はぁ、まぁ、もうそれでいいです」

「？　まぁ、とりあえず、今回は前者だな。次の街についたら安宿じゃなくて少し高めの宿に泊まることにしよう。長旅を終えた旅人が少し高めの宿に泊まるのは珍しいことでもないしな。あとは、料理もしなくていいようにどこか美う味まそうな飯屋に」

「いえ、食事は私が作ります。気分転換を兼ねてというのならなおのこと私に作らせてください」

「ん、けど、食事はお前に頼りっぱなしだし、たまには休まなくてもいいのか？　調理場ぐらいは借りられるだろうが、街にいる間くらい普通に飯屋で済ませて構わないと思うぞ」

「料理は私の趣味でもありますから。なにより、私が作った料理とほかの人間が作った料理を比べられるのが嫌です。それとも、その、私の作る料理では不満ですか？」

「……時々、なんか卑ひ怯きょうな言い方するよな、お前」

「あら、知らなかったのですか？　女は基本的にズルさを使う生き物ですよ」

　ＭＰ酔いをした時のような色気を微かに滲にじませてミナリスが笑う。

「……そのズルさをこじらせて腐らせて、それに振り回されるようになると下劣な生き物に成り下がりますが」

　そう言ったミナリスは、直前の笑い顔を消して底冷えのするような暗い炎を瞳に宿す。

　おそらく、彼女の復讐相手の一人、ルーシャのことを思い出して言ったのだろう。

　ミナリスとの契約を結んだ時に追体験したミナリスの記憶の中の少女は、確かにミナリスが言ったような少女だった。

「まぁ、不満なんてないよ、ミナリスの作る飯は美味いしな」

「っ、ストレートに言われると少し照れますね」

「いや、わざわざ『鉄面皮』のスキルを使ってまで隠すようなもんか？」

　照れたのか、スッ、と無表情になったミナリスに突っ込んでおく。

「ただ、ほかの料理人が作る料理も参考になると思うぞ。基本はミナリスに作ってもらって、たまに外に食べに出ればいいか」

「それは、そうですね。嫌なのは嫌ですが、料理のレパートリーを増やすのは望むところです。一度で完璧に盗んでしまえば、以降はいつでも、それ以上のものを私が作れるようになればいい話ですから」

「お、おう、そうか。いや、まぁ、それはそれでいい、のか？」

　なにが、ミナリスの料理人魂にそこまでの火をつけるのだろうか。

　スキルで作られた無表情の奥に底知れぬ気配を感じた気がしながら、エルミアを目指して歩み続ける。

　そして、落ち着いてきたことで思い出す。

「そういや、まだ朝飯食ってなかったな」

「そういえばそうでしたね。ブラックオークとの戦いで少し疲れましたし、朝食がてら休憩しましょう」

　その日、ミナリスの朝食は貴重な卵を使った少し豪勢なものになったのだった。





　　　　☆






「はぁ、はぁ、はぁ」

　幹の太い大樹が生い茂る薄暗い森の中を、俺は走っていた。

　ＨＰは十分残っていたが、ＭＰはあいつに仕掛けられた罠わなに掛かったせいでほとんど残っていない。

「っ!!」

　ブワリと広がる魔法の気配。周囲に薄く魔力を広げて作った俺の擬似感知結界がそれに反応するのと同時に、直角に飛びずさる。

　横っ飛びに地面を転がるのとほぼ同時に、先程自分のいた場所を抉ったのは無詠唱で放たれた緑色の雷閃。

　まるで遥はるか高い場所から重たいものでも落としたかのような、鈍く腹の底まで響くような轟音が響き渡る。直撃された哀れな大樹は、それこそ特大の落雷が落ちたように木っ端微み塵じんに吹き飛び、炭化した木の破片が周囲に散っていた。

　威力からして、あいつの得意魔法、緑雷一閃ライトニングだろう。

　魔法の威力は、今の俺の魔耐で一度直撃すれば確実に動けなくなり、かつ、ギリギリ死なないレベルになるように調整されている。

　相変わらず、こういった細かい技の制御は天才的な奴だった。

「くそっ!!」

　ＭＰを消費してしまった現状では、一定時間完全防御の結界を張ることができる【護ご封ふうの絶ぜっ剣けん】は使えない。

　転移の心剣で逃げ出すのが一番だが、【護封の絶剣】も使えない状態で転移などどう考えてもＭＰが足らない。

　いや、使う方法がないわけではなかったが、走って逃げながらでは発動できない。

「やるしかないか……っ」

　少し悩んでそう決心したところで、ちょうど具合も良く森の開けた場所に出た。

　追っ手から逃げていた足を止め、いくつかの心剣を用意する。

「あら、追いかけっこはもうおしまいですか？」

「ユーミス……」

　現れたのは、風属性の魔力を増幅する見慣れた『深緑のローブ』に身を包み、いつもと変わらぬおっとりとした笑みを浮かべた仲間の一人。

　そして、今は俺の敵である魔術師、ユーミス＝エルミアの姿だった。

「抵抗しないのなら、元仲間のよしみで痛みもなく殺して差し上げますよ。私はあの王女様や戦士とは違って特に貴方あなたに思うところがあるわけではありませんので。材料はできる限り傷つけずに殺すのが基本ですから」

　だが、そのいつもと変わらない笑みで告げる言葉には既に親愛の気持ちなど一片も残ってはいない。微笑ほほえむ顔の瞳には狂気にも似た無邪気さの光が宿っている。

　目の前のユーミスが俺を殺すことに何一つ罪悪感を抱いていないのは、わざわざ確認するまでもないことのようだった。

　やはり、戦闘は避けられない。心のどこかでわずかに和解の可能性を探っていた自分の期待は、俺を人として見ていないその目に打ち砕かれた。

　その目はもう、相手を尊重するべき必要がある人間とは見ていなかった。それは完全に、ただのモノを、素材を見る目。

「っ、なんでだっ!!　どうして俺を殺そうとするっ!!」

　問いかけるのは無為な言葉。

　相手が自分を人として見ていないことが分かっていても。

　……それでも、信じたくなかった俺が言わずには入れなかった空虚な言葉。

「なんで？　そんなこと何度も言っているじゃないですか、ダンジョンの守護者さえ単体で討伐し、魔王すらも退けることができたほど強大な力を秘めた貴方の体を触媒として使えば、私の生涯で最高傑作となる魔道具を作り出せます。そうすれば、エルミアの石碑に私の名を刻むことが、いえ、それ以上の栄誉を得ることができるに違いないからです。あぁ、これでエルミアの街での私の名声はより一層高まることになりますね」

　ユーミスはそう、無邪気な顔で嬉しげに語る。

「名声が目的なら、もう十分に得ているだろうっ!!」

「それではダメなのです。貴方との旅で得た名声は全て魔術師としてのもの。エルミアの石碑に名を刻むことが私の幼い頃の夢ですが、石碑に名を刻むことができるのは世に新たな魔道具を生み出した人間のみ。今のままでは私の名が石碑に刻まれることはないのです」

　残念です、と告げるユーミスは、けれど、次の瞬間には希望に目を輝かせていた。

「だから、大人しく殺されてくださいな。正直、その時が楽しみすぎてもう我慢の限界なんです」

　その瞳が生き生きと輝くのは、積年の夢が目の前の手が届く位置にあるという理由だけ。

　俺の死が、ひどく利己的な彼女の望みへと繫つながっていた。

「そんな、そんなもののために、裏切ったのか」

「貴方にとってはそんなものでも、私にとってはとても大切な夢なのです。あの魔王の存在が我々にとっては忌まわしいだけの存在であり、あなたにとってはそうではなかったように」

　そう言ってユーミスは聞き分けのない子供を諭すような口調で、自分の行動の正しさを欠片も疑っていないように。

　最低の言葉を吐き出し続ける。

「もういいでしょう？　王国が敵に回っては、魔法に適性のない貴方が元の世界に帰れる可能性はほぼ皆無です」

「うるさいっ、それでも俺は元の世界に帰る道を探し出すっ!!」

「頑固な人ですねぇ。そんな道はありませんよ」

　そうして、ユーミスは再び無邪気な毒の笑みを零こぼす。




「貴方の大切な夢はもうとっくに『壊れた』のですから、後は私の夢のための生いけ贄にえとなってくださいな」




「っ、ユーミスゥウウウウッ!!」

　もう、ダメだった。俺の心のどこかにあった、未いまだに彼女を仲間だと信じようとしていた欠片が完全に砕け散った。

　こいつはもう、交渉の余地などない、存在の欠片さえ許容することができない絶対的な敵。

　最初から決裂することは分かりきっていた交渉は、その瞬間に弾けた。

「『風切・十じゅっ閃せん』っ!!」

　赤みの掛かる緑色の刀身をした日本刀、【風かぜ鼬いたちの鎌かま刀がたな】を続けざまに十字に振り抜く。

　目に見えぬ風の刃やいばとなってユーミスへと襲いかかるが、種が割れた攻撃を防ぐのはそう難しいことではない。

「『水すい風ふう炎えん爆ばく』」

　詠唱なしに魔法名のみで発動したユーミスの魔法は、風の刃が届く前にその刃を巻き込むように爆発した。

　水魔法で発生させた水を風魔法で起こした電気で分解・発火させることで起きる水素爆発の魔法。

　俺が原理を教え、二人で開発した魔法だった。

　舞い上がる土煙が視界を埋める。

　予想通りだ、合理的なユーミスなら間違いなく最小の魔力消費で済むこの手段を取ると思っていた。

「常とこ闇やみ写せ、『幻げん体たい蜃しん気き楼ろう』」

　用意していた心剣、【空蟬うつせみの薄はく刃じん】に魔力を通し、鍵言を呟く。

　蜃しん気き楼ろうが像を結んで、それぞれが寸分たがわず俺と同じ姿になって土煙を飛び出した。

　魔力を帯びた五体の分身をひと目で見抜くのはユーミスでも不可能だ。

「っ、『針山』っ!!」

　本体を含めた五つの影のうち、三体がユーミスのもとに殺到していく。

　それを見たユーミスが、地面から円えん錐すい状の無数の棘とげのような石槍やりを生み出す。

　一体はまだ距離があったのが幸いし、手にした剣を使ってその石槍を受け流すことに成功した。だが、残った二体のうち、一体は腹を串刺しにされ搔かき消え、もう一体は先端で右肘を抉られて搔き消えた。

「一体以外はどちらも消えたということは、剣以外には実体すら持たせていないのですか。やはりほとんどＭＰは尽きているようですね」

　再び無詠唱の雷閃が飛び、視界に緑色の残像を残す。

　当然直撃は避けたが、ユーミスの狙いは端はなから分身ではなく背後の木だった。

　しかし、弾け飛んだ無数の木片までは避けきれず、雷閃から大きく距離を取っていた本体を残して分身は立ち上る煙のようにその姿を消した。

「『地じ炎えん縛ばく陣じん』」

「くっ!!」

　残された俺の周囲を小さな魔法陣が取り囲み、半球状に格子の目を持った鉱物のマグマでできた檻おりが出来上がる。

「さぁ、これで隠れんぼも終わりです」

「…………ああ、これで終わりだな」

「このままその檻で縛り上げて焼いてしまうと素材としての価値が下がるかもしれないので、これから撃ち込む魔法をそのまま受けてくださいませんか？　焼け爛ただれて死ぬよりは楽に死ねますよ」

　そう言って、ユーミスはニッコリと笑う。認めるしかなかった、これが、ユーミスの本性なのだ。

　魔王を、レティシアを倒したから変わってしまったのではない。最初からこういう人間だったのだろう。

　エルミアの街で出会い、二年以上もずっと旅を続けてきて、どうして俺はもっと早くこいつの正体に気が付けなかったのか。

　こいつだけじゃない、王女や他の仲間についても、どうして深く知ろうとしなかったのか。

　レティシアを殺したあの日から、何度も何度も突きつけられる自分の間抜けさ。

　俺は、いったい何を見ていたのだろうか。

　もっと早く気が付いていれば。

　もう何度考えたかも分からないその言葉が脳裏を駆け巡る。

「最後に何か言い残すことはありますか？　遺言ぐらいは聞いてあげますよ」

　返答しない俺が諦めたとでも思ったのか、ユーミスは余裕の態度でそんなことを言ってくる。

「お前に今、言う必要があることなんて、もう何ひとつも残ってねぇよ。けど、ただ、そうだなぁ……、何度言っても言い足りないくらいにあいつには借りが山積みだっていうのに……、またひとつ、謝らないといけないことが増えたみたいだ」

「何を……っ、なっ!?　その光はっ!?　『緑雷ライト──……」

「じゃあな、このキチガイ女」

　最後にそう捨て台詞を残し、俺は転移の光に包まれ、ユーミスの前から姿を消した。





　　　　☆






　転移を終えるとそこはユーミスと戦った場所から大きな山脈をひとつ分越えた辺りだった。

　シトシトと雨が降っていて、濡ぬれていく体から体温を奪っていく。

　既に体は限界を超えていた。たまたま近くにあった洞窟の中に入り、魔物の気配がないことを確認すると自分に重ねていた幻覚を解く。

「ぷはっ、しんど……」

　幻覚を解いて見下ろす自分の姿はひどいものだった。

　体のあちこちに深い傷ができ、着ていた装備に夥おびただしい血が染み出ている。いたるところの皮膚が破れて裂傷ができ、同じ箇所が二度裂けて肉にまで至り血が噴き出してしまっているところがある。

「あいつに間抜けだなんて言わなけりゃよかった。これじゃあ俺の方がよっぽど間抜けじゃねぇか」

　思わず、そう自嘲の笑みを零す。

　保有するＭＰを超えて魔法を行使することはできないと考えられているが、本当はそうではない。ＭＰが足りなくなっていても体を襲う激痛に耐えられるのなら魔法を発動させることはできるのだ。

　当然、代償はある。

　ＭＰが枯渇した状態で魔法を使えばＨＰが減り、それに応じた激痛と共に傷を負うのだ。




『妾わらわは天才じゃったからな、昔から魔法の威力だけはピカイチじゃった。とはいえ、妾も子供じゃったからのぉ。よくＭＰを込めすぎて、傷だらけになったものじゃ』

『はははっ、おっちょこちょいなレティシアらしいな』

『むーっ、そんなに笑うことなかろ？』




「あーぁ、死んだ後にまで借りを作ることになるなんてな」

　レティシアと幼い頃の失敗談を賭けてカードゲームの勝負をして遊んだことがなかったら、こうして逃げ切るのは難しかっただろう。

　丸袋からＨＰポーションとＭＰポーションを取り出し、ＨＰポーションを全身に振りかけ、ＭＰポーションを一気飲みする。

　少しだけ回復したＭＰで丸袋から取り出した燃料岩石に心剣で火をつける。煙も出さず、木の薪まきよりもずっと長く燃え続ける岩石の火にあたりながら、疲れた思考は逃げ道を探している。

「おっちょこちょいって言ったの、何回ぐらい謝れば許してくれるかな」

　プンプンと怒ったレティシアの顔を思い浮かべ、自然と小さく笑みが浮かんだ。

「あぁ、会いたいなぁ……。やっぱり寂しいよ、レティシア」

　一時期は本気で信じることができた夢。

　レティシアを連れて、元の世界に帰って平和に暮らす。

　きっと家族は驚くだろう。向こうでの俺の扱いがどうなっているのかは分からないが、レティシアを連れていったら、父さんも母さんも大慌てだ。

　俺に彼女ができたと聞いたら妹の舞まいはどんな反応をするだろうか。兄妹仲は良好だったが、いきなり消えて、帰ってきたら彼女を連れてきたとか、しばらくは口すらきいてもらえなくなってしまうかもしれない。

　めちゃくちゃ美少女なレティシアを見たら、末すえ彦ひこや健けん太たはきっと血の涙を流しながら悔しがるに違いない。ラブラブな彼女のいた悠ゆう斗とはきっと今でもバカップルのままだろうから、普通にお祝いの言葉をくれるだろう。

　いろいろ大変なこともあるだろうが、それでもそばにレティシアがいて、俺が大好きだったあの笑顔で笑ってくれるのだ。

　今が夢ならと何度も思った。

　この夢が現実ならと何度も思った。

　ユーミスが告げた通り、叶かなうことがなくなってしまった泡沫うたかたの夢。

　そんな淡すぎる夢想に身をゆだねていくうちに、雨雲に覆われて薄暗かった周囲が次第に暗くなっていく。

　そうして、視界が闇に染まった時に、自分が昔の記憶を夢として見ていること、そして目覚めが近いことを悟った。





　　　　☆






「ご主人様、朝ですよ、起きてください」

「……あと、五分、猶予を下さい」

　俺は思わず、ゴーレの町の宿屋でも口にした言葉を吐いた。

　最悪の夢見だった。

　昨日、直接顔を見ることになったせいだろうか。たぶんそうに違いない。

　断固としてやり直しを要求したかった。

　二度目の人生が始まって、なんといっても寝具の重要性を思い知った。

　保温性抜群の魔物の羽根布団にふんわりモフモフな魔草の綿の枕、魔虫の紡ぐ糸を織り合わせた絹のようなシーツに、バネの木と呼ばれるファンタジー植物でできたよく弾むマットレス。

　ただ心地よい環境で眠るということがどれだけ幸福なことか。

　一年近い間、襲撃を警戒してほとんど宿に泊まるなどなかった。基本は硬い木の根の枕と冷たい地面のベッドに汚れを落としやすい薄っぺらな毛布。

　結界を張らねば眠ることもできず、周りを警戒して深い眠りに就くこともできずに過ごした日々。

　もちろん今も寝ている間も最低限の警戒は解いてはいないが、それでもこの質のいい寝具と、危険度による逼ひっ迫ぱくの度合いが違うだけで随分と心地よい睡眠時間が取れる。

　ゴーレの町の宿屋も当たりだったが、この宿のベッドの質は更にもう一つ上をいっている。

　だからこそ、あんな胸むな糞くそ悪い夢が、そのベッドの初日に見た夢などとは思いたくなかった。

「だから、お願い、もうちょっと……」

「だめです、布団を引き剝はがされたくなかったら自分で起きてください」

「ぅあ、ミナリスのけちんぼー」

　うわ言のように呟いて渋々と体を起こす。

「厨ちゅう房ぼうを借りて朝食の準備は済ませてありますから、下に降りましょう」

「ふぁ、あい。くっそぉ、こいつも復讐の時に上乗せしてやる」

　……まさか、この街にいる間、毎日あの夢を見ることになるのか？

「いやいやいや」

「？　ご主人様」

「なんでもない、ふぁああ」

　浮かんできた怖い考えには蓋ふたをして、未だ片隅に残る眠気という名のモヤを、最低な夢見の最悪な気分と共に吐き出すように一つ大きなあくびをした。





　　　　☆






　学術都市エルミア。

　それはその名の通りオロルレア王国が誇る学問に特化した都市の名前だった。

　各国がそれぞれに専門の研究・教育機関としての都市を有しているが、その中でもエルミアの研究機関は魔道具の開発で有名であり、エルミアを含む周辺の領地を治める侯爵の家系もまた豊かな魔法の才能を持つ名家だった。

　元は王国の主な通商網の交差する場所として発展してきた街であり、珍しく貴重な物品から新たな知識まで集まる。更に、付近には魔道具の作成に欠かせない錬金の触媒となる素材を持つ多種多様な魔物や魔草が存在している環境なので、魔道具などの研究が盛んになるのはほとんど必然と言えた。

　交易で発展していた街が魔道具を街独自の産業に据えたことで、魔道具の触媒を集めるために冒険者の需要が高まり、街自体にも魔道具の実物と、その知識を求めて更に人が集まることになった。

　そうして今では王国でも有数の都市の一つとなっている。

　のちに時の王から魔道具を主とした研究・教育機関としての立ち位置も正式に認められ、領地を治めていた貴族の名、古代オロルレア語で『知の探求者』という意味のある『エルミア』という名に、街の名を改名することを許されるまでに至った。

　それが、先日、やっとの思いでたどり着いたこの街だった。





　　　　☆






「はい、こちらが報酬になります。おめでとうございます、これでパーティーランク、個人ランク共にＥランクに昇格になりますね」

「ありがとうございます」

　エルミアの街にたどり着いてから十日、現在の私は一人、ご主人様の命令で適当に討伐系の依頼をこなして冒険者のランクを上げるために動いています。

　今日もレッサーエイプという、毛むくじゃらの魔物を狩って帰ってきたところです。

「そういえば、パートナーのカイトさんの調子はどうですか？　お怪我をされて宿で療養しているということでしたけれど……」

「大丈夫ですよ、順調に回復していますから」

　そう言ってニコリと笑う。

　目の前の受付嬢は狐きつねの獣人だそうで、この十日ほどで仲良くなりました。

　どうやら冒険者の恋人がいるらしく、そちらの方面でもいろいろと役に立つことを教えてくださるので、時間が空いた時には割とよく雑談をします。

　もちろん、メインの目的は顔の広いギルドの受付嬢から復讐に役立つ情報を仕入れるためですけれど。

　報酬を受け取ってギルドを出ると、市場で野菜や肉などを買っていく。ここではある意味、魔物と戦う時よりもずっと真剣に食材を選ぶ必要があります。

　ご主人様の口に入るものなのだから、手を抜くなんてことは絶対にありえません。お金を無駄遣いするのは論外ですが、食材に関しては常識的な範囲であれば一番質のいいものを選んでいます。

「おや、ミナリスちゃん。今日もご主人様のために買い物かい？」

「ええ、その通りです。おばさん、こちらの野菜と、それからあちらの野菜、それにその野菜もまとめて買いますから、銅貨五枚分負けてもらえますか？」

　もちろん、だからといって安く買えるだけ安く買う努力は惜しむつもりはありませんが。

「こりゃまいったね。昨日も買ってもらったし、銅貨三枚はまけてあげるよ」

「ありがとうございます。これ、お金です」

　丸袋の中から取り出した巾着袋。その中から食材分の硬貨を取り出して渡す。

（いいお野菜が買えました。やっぱり大きな街だけあって質のいいものが多いですね）

　鮮度の良い野菜を丸袋の中にしまい、店のおばさんに軽く会釈をしてから店を出る。

　明るい笑顔の作り方なんて、とっくの昔に忘れてしまいましたが、復讐のためになるならそんなことは言っていられません。

　そうして泊まっている宿に戻ると、そのまま借りている二階の部屋へと上がりました。その部屋の中、ベッドの上でご主人様は横になって静かに目を瞑つむっています。

　当然、怪我どころかかすり傷一つ負っていません。ギルドに報告しているのはご主人様が、特殊な方法で情報収集に力を注ぐための方便です。

　さらりとご主人様の黒髪を撫なでる。

　いつ見ても愛らしい寝顔でいろいろしちゃいたいなぁ、という誘惑に駆られますが、この状態でもこれ以上の刺激は向こうにいるご主人様にも伝わってしまうでしょうから、これ以上は手を出せません。

「まだ戻ってきていないみたいですし、先に夕食の支度を済ましますか」

　名残惜しい気持ちを抑え、一階に降りていつものように厨房を借りて料理を始める。

　今日のメニューはパンと野菜のスープにするつもりです。もちろんここも手を抜けません。

　王都を離れてからご主人様には、『れっすん』なるものと称して、たびたび剣の稽古をつけてもらっていますが、その度に戦闘で大切なのは情報収集とその判断なのだと何度もご主人様に教えられました。なのでその教訓を生かし、ご主人様の好みを食事のたびにバレないようにひそかに観察して徹底的に情報収集をして、料理に役立てています。

　とはいえ、ご主人様の好みに合っているかの判断は分かりやすいものでした。

　例えば、好きなメニューを告げると微かに目元と口元が緩み、声のトーンが上がります。食事をする時も長く味わうためなのか、スプーンに乗せられる量が普段の五分の四程度に抑えられ、なのに、やはり好物は早く食べたいのか、普段より嚙かむ速度が少し速くなって、一口と一口の間隔も短くなって、ああもう、その微妙に漏れ出した必死な仕草が可愛かわいすぎて可愛すぎて全くあれは一体何の罠なんでしょうか!!　こちらが必死に我慢しているというのに、なんですかあの無防備さはっ!!

「……いけません、思考が暴走してますね」

　買ってきたトロトロ鳥を捌さばき、野菜の下処理をしながらいろいろと思考を続けます。

　料理も工夫しますが、ご主人様が直接口に入れるスプーンなども調整しています。

　大きさや底の深さ、曲線の角度、持ち手の太さや形の加減など、完璧なものを目指すための要素は思ったよりも多い。少しずつ調節していき、今のご主人様が使っているスプーンは二十九代目のスプーンです。

　二十八代目までのスプーンはきっちりと保管されています。

　個人的にはやはり一番思い入れがあるのは初代スプーンですが、次代の製作までの期間が一番長かった第十七代スプーン、鮮度のいい第二十八代スプーンが最近のお気に入りです。

　コレクションには宿でご主人様が使っていた布団も加えたいところなのですが、さすがにこれは盗んだりするわけにもいかないのでどうするか大変悩んでいます。

　ゴーレの町では泣く泣く諦めましたが、今回は何とかならないでしょうか……。

　とりあえず、今はご主人様に気が付かれないように二、三日に一度の割合で私が使っていたものとご主人様のものとを入れ替えることで我慢を……。

「って、ダメです、また思考が料理から明後日あさっての方向に飛びました」

　一度頭を振って思考を切り替え、目の前の料理に集中し直します。

　ご主人様は肉よりも野菜が多めのスープが好きです。それに野菜は細かく切るよりもできるだけ何がどの野菜か分かるような大きさにした方が好きなようでした。

　水を張った鍋に下処理を終えた野菜を入れ、野菜から出る灰あ汁くを取り除いて、ヤギのミルクとバターを溶かす。そのままいくらか煮込んで、最後に塩で味を調えればスープは完成です。

　母が教えてくれた、いわゆる家庭の味というものでしたが、ご主人様の世界の「くりーむしちゅー」という料理に近いらしい。ご主人様のお気に入りの料理の一つでした。

「これでよし、後は……」

　スープが完成する時間に合わせ、スライスした黒パンを軽く火であぶり、その上にチーズを乗せて溶かしたものを二人分用意する。

　出来上がった料理に満足げに一つ頷いていると、宿の女将おかみさんが近くに寄ってきました。

「ほぅ、毎日たいしたもんだね。これもご主人様の分かい？」

「はい、そうです」

「……大変だろうが、頑張りな。ほら、こいつを分けたげるよ」

　そう言って女将さんはコリンという名の赤い色の果実を一つ渡してくれました。果実は高いので嬉しいのですが、何のことだかよく分かりません。

「？　はぁ、ありがとうございます」

　それでも、もらえるものはもらえるものとして受け取り、せっかくですのでその場で二人分に切り分けます。ご主人様に習った『リンゴウサギ』なる切り方で、コリンの実をウサギを模した形にしました。

（ご主人様が、ウサギを、食べる……。くふふっ、ふぁ、良い響きです、いつか私も……）

　鍋に平らな蓋をして、その上にチーズを乗せて焼いた黒パン、リンゴウサギのコリンの実を乗せ、二階の部屋へと戻りました。スプーンやスープを入れる深皿はご主人様からいただいた丸袋の中に収納してあるので部屋の中で取り出せばいい。

「ん、ミナリス、ただいま」

「ああ、お戻りになられたのですね、ご主人様」

　部屋に戻ってみるとちょうどご主人様がベッドから起き上がったところでした。

「お食事の用意できてますよ。今日は『くりーむしちゅー』を作りました」

「おおっ、相変わらず美味そうだなぁ」

　野菜を多めに取り分けたスープをご主人様へと渡します。

「「いただきます」」

　ご主人様に教えられた食事の前の挨拶をして、私は料理に手をのばしながらさりげなくご主人様を観察する。ご主人様は美お味いしそうに私の料理を食べてくれています。

　どうやら今日の料理もご主人様の好みに沿えていたようです。嬉しい。そして、あのスプーンが欲しい、いえ、むしろ羨うらやましい。

　ただ、平静を装ってはいますが、最近のご主人様はそこそこ機嫌が悪い様子です。

　二日前に私がいない時に一人で魔物を狩りに行って、夥しい血の匂いをさせて帰ってきた日から機嫌が悪くなったようです。たぶん、その日に何かあったのでしょうが、これはだいぶキテいる感じがします。

「それで、ご主人様、あまりいい情報は手に入らなかったのですか？」

　ご主人様はこの前のレッドキャップとの戦闘で得た経験値で、また新たな力を取り戻したようでした。

　【心こころ火びの霊れい剣けん】という名の心剣は自由に不可視の生霊と化すことができるものらしいです。

　その力で誰にも気が付かれず、街の重要な施設などに入り込んでこの街の現状を詳しく探っているそうです。その間、ご自身の体は動かせないそうなのでギルドには怪我をしていると告げ、ご主人様の体は宿で横になっているのです。

　いろんなところに行く度に、ご主人様は喜んだり、かと思うと落ち込んだりしています。露骨に態度には出しませんが、普段から観察している私からすればそれくらいは分かります。

　どうやら、一度目の時に騙され続けた事実に一人落ち込んでいるようです。そんなご主人様にもキュンッときちゃうほどそそられ、いえ、何でもありません。

「ん？　いや、情報はいい感じに手に入ってきてるよ。今日ので推測の裏付けも取れた。ただな」

　ご主人様の顔がゾッと憎しみに染まる。

「ユーミスの屋敷で、衝動的に殺してやりたくなるくらいクソ面白くもない絵が見えてきたぞ。自分がされたわけでもないのに、更にこんな憎悪が上乗せされることになるとは思わんかったわ。やっぱり超ド級のクソ野郎だなあいつ。確認もこの二日で取ってきた」

　それは、ご主人様が時折浮かべる汚物に対する感情を抑えきれない時に出る顔。

　手にしたスプーンの先をスープが残る食器の底に数回叩きつける。

「復讐に権利なんてものはない、結局は自己満足の類たぐいだからな。だから、俺が満足できない復讐に意味はないし、一ひと欠片かけらだって、他人にくれてやる気はない。けれどもし、一緒に楽しむ気があるのなら…………」

　暗い笑顔を浮かべ、ご主人様が笑う。

「復讐を選ぶかは本人次第だけど……、一緒に参加してもらった方が絶対に面白くなる。シナリオはそれまで決められないから、だいぶアドリブっぽくなりそうだけどな」

「……ご主人様、思わせぶりな台詞は、またあとでお願いしたいです。私はちゃんと一人で冒険者の依頼をこなしてきたんですよ？　今日だってＥランクにランクアップしてきました。そろそろ私も本格的に復讐に関わりたいです、焦らされるのは苦手です」

　この前の失態、ご主人様はいいと言ってくれても自分で自分が許せませんでした。なので、『本番に備えてレベル上げと経験を積む』という、させることがないからとりあえず放置という状態も、甘んじて受け入れていました。

　いつまでも心の隅に引っ掛かったままでいたのを見透かされて、ご主人様が私の気持ちも考えての指示だというのも少し様子を窺えば分かりましたから。

　けれど、復讐に関われないのは辛つらいですし、そろそろ自粛期間は解禁してもいいと思います。このままだと本当に復讐に乗り遅れそうです。

　まぁ、今回の復讐はご主人様のものなので、どちらにしろ私は裏方に回るのですけど、復讐心を共有している以上、憎くて憎くてたまらないのは私もですので。

　手のひらで転がされた感はありますが、ご主人様の手のひらで、いいように……。

　いけません、ここはスキル鉄面皮の使いどころです。

「悪い悪い、一人でテンション上がってても寒いだけだよな。ちゃんと話すよ。……っていうか、いつの間にか冒険者ランク上がったのか。なら、一度ここでギルドの依頼を受けるのは打ち止めだな。タイミングもちょうどいいし。時期的にはそろそろのはずだから、明日、いろいろと確認したら、基本的なところだけでも決めておこうか」

「……それで、結局なんなのですか？」

「そうだな。簡単に言うなら、ユーミスはクズだったが、その妹には、傲ごう慢まんな言い方をするなら試すだけの価値と資格があるってことだよ」

「……ユーミスの、妹？」

「あぁ、救えないことにはもう慣れたつもりだったけど。ダメだな、やっぱり、なんかいろいろ、踏みにじられてる気分でたまらねぇよ」

　その声は暗く、暗く、暗く。

　微かに震えているように思えるほど小さくなる声は、弱くなるどころか触れるだけで焼け落ちてしまいそうな強さを持っていました。




　ですがご主人様、妹ということは、女なのですか？

　いや、まぁ、いいんですけど、いいんですけどもね。むぅ。






第五章　外れかけの世界






「シュリアお嬢様、お食事をお持ちしました」

「……ありがとです」

　部屋の中に響いたノックの音と声に、シュリアは読んでいた小説にしおりを挟んで閉じました。

　外を見れば朝食を食べた頃よりもずっと陽は高く昇っている。

　想像していたよりも読んでいた小説が面白くて集中しすぎたせいです。

　最近、巷ちまたで女性に流は行やっているという妖精の血をひく伯爵様と奴隷の少女がいろいろな柵しがらみや問題を超え、猛烈な恋に身を焦がすという内容の恋愛小説。まだ読み始めたばかりですが、結末がどうなるのか気になるです。

　え、えっちぃところは、その、恥ずかしくてちょっとしか読めないですけど……。

「こちら、ムルー牛のステーキ、ポートテのポタージュ、ナルナ草のサラダになります。デザートには冷やしたコリンの実を用意してますので、のちほどお持ちします」

　部屋の大きめのテーブルに広げられた料理に、窓際の椅子から立ち上がって席に着きました。

　ソーリィさんは屋敷で働いているメイドさんで、シュリアがこの街に来た三年前からずっとお世話係をしてくれている人なのです。

　あまり無駄口を叩たたかず、メイドとしての一線を絶対に越えてはこない人で、普段からずっと無表情な人ですが、丁寧にお世話をしてくれる優しい良い人。












「ソーリィさんも一緒にお食事にしないですか？」

「いえ、私は一介のメイドですから。ユーミス様の妹君であるシュリア様とご一緒するなど恐れ多いです、お許しください」

　そう言ってソーリィさんは小さく頭を下げる。

　ソーリィさんはユーミス姉様の腹心で、今はシュリアの世話をしながら、領内の仕事も手伝っている凄すごい人なのです。そして、ユーミス姉様と一緒に育った幼おさな馴な染じみでもあるのです。

　人間ながらエルフの血が先祖返りで濃く出たシュリアとは違い、大人の女性の魅力に溢あふれた体と、怜れい悧りでかっこいい顔立ち、青に近い紫の髪を後ろで束ねた凛り々りしい立ち姿は、大人っぽくて少し羨うらやましいです。

　もう十四になるのに未いまだ子供っぽい姿のシュリアとは大違いなのです。せめて、もう少しお胸を分けてほしいです。あとは身長も。

「料理長が味付けを少し変えたそうですが、お味の方はいかがですか？　シュリアお嬢様」

「美お味いしいです、シュリアだけ申し訳ないくらいなのです」

「そうですか。それでは、シュリア様からお褒めの言葉を戴いただいたと伝えておきます」

　そうしてシュリアがデザートのコリンの実を食べ終え、少しだけ窮屈な食事を終えると、ソーリィさんは自分の部下を呼んで食べ終わった食器を下げさせて一礼する。

「あの、いつものものは……」

「あぁ、新しいぬいぐるみですね。少々お待ちください」

　そう言ってソーリィさんは一度部屋を出ると、少ししてまた戻ってきました。

「こちらでよろしかったでしょうか」

「……ありがとなのです」

　ソーリィさんが買ってきてくれたのは、大きなクマのオバケのぬいぐるみでした。

　ツギハギだらけの黄色や赤の体に、チャックの口、目は両方茶色のボタン、可愛かわいいのです。

　両手に抱えるようにしてぬいぐるみを抱きしめると、良質な布と綿のふわふわとした感触が返ってきます。

「では、私共は部屋の前で待機しております。何かご用がおありでしたらお声がけください」

　『それでは失礼します、シュリアお嬢様』といつもと全く同じ言葉を告げ、ソーリィさんは綺き麗れいな所作で部屋の外に出ていきました。

　シュリアはひとしきり新しいぬいぐるみをモフモフして、スリスリして、一緒にベッドでゴロゴロして堪たん能のうしたあと、ほかのぬいぐるみと同じように部屋に飾りました。

「この子はとっても気に入ったので、ここにするのです」

　大きなベッドの枕のそばに立てかけるようにしてぬいぐるみを置きます。

「…………さて、今日もやるです」

　ふんすっ、とシュリアは握りこぶしを作って、自分に言い聞かせるようにわざと声に出して言います。

　始めるのは日課の筋トレです。

　貴族の、それも領主様のお屋敷だけあって、日々の食事は大変美味しく、量も多くあります。なのに、ただの村娘だったシュリアがそんな贅ぜい沢たくな食事を食べ、なおかつ部屋から一歩も出ない生活を送れば、きっとブクブクに太ってしまうと思ったからです。

　部屋から出られないストレスと運動不足の解消のために日課にしました。ただ、これもエルフの血なのか、一向に筋肉はつかないのです。いえ、お腹とかがパキパキに割れてしまっても困るのですけど。

　そうしてひと汗かいたら、部屋に備え付けられているシャワーを浴びに行きます。

　村にいた頃はシャワーなんて贅沢なものはなかったので、日中暖かいうちに川で水浴びをするぐらいしかできませんでした。

　元の生活に戻った時、馴な染じめるようになるか心配です。でも、やっぱり気持ちよくてやめられないのです。

「……気持ちよかったのです」

「あらあら、はしたないですよ。シュリア」

「ね、姉様なのです!?」

　お風呂を出ると、シュリアがいつも座っている窓際の椅子にユーミス姉様が座っていました。

　端正な顔立ちに柔和な微笑を浮かべ、濃い新緑をした綺麗な髪が嵌はめ殺しの窓から差し込む光をキラキラと反射している。

　対するシュリアはバスタオルを一枚巻いただけの姿。

「ごっ、ごめんなさいですっ」

　慌てて着替えを摑つかんで服を着る。

「急がなくても大丈夫ですよ。それに、私が来たタイミングが悪かったせいでもありますから」

「そ、そんなことはないのですっ、ユーミス姉様が忙しいのはシュリアも知ってるのです」

　何とか見苦しくないように服を整えて、シュリアはユーミス姉様の前に座った。

「今日は、ちょっと美味しいお菓子が手に入ったから一緒に食べようと思ってきたのよ？　それから、いつもの手紙を持ってきたの。後でゆっくりと読むといいわ」

「！　いつもありがとうなのです」

　シュリアは姉様から渡された『音声再生機能』付きの手紙を大切に受け取り、机の引き出しへとしまった。今すぐ開けて聞きたい気持ちもありますが、せっかく姉様といるのだから後にするです。

「この手紙も、今回で最後よ。そろそろ魔法の効果が完成するわ。そうしたら家族とも直接会えるようになるわ」

「本当にありがとうなのです、毎回『音声再生機能』付きの手紙、助かるです」

「いいのよ、貴方あなたにはこの三年間、ずっと寂しい思いをさせてきたのだから。それに、『音声再生機能』付きの手紙を作り出したのは私の祖母よ？　私用に月に何枚かもらうくらい問題ないわ」

　そう言って姉様はいつものように魅力的に微笑ほほえむ。何度見ても見み惚とれてしまいそうな優しげな微笑だった。

「さぁ、そろそろいただきましょう？　せっかくのお茶が冷めてしまうわ」

「はいです、姉様」

　そうして、シュリアは姉様と一緒にお茶を楽しみました。姉様は忙しい方なので長い時間をご一緒することはできなかったです。それでも、こうして時々シュリアのもとを訪れてくれる。

　出会ってから、まだ三年しか経っていないけれど、尊敬しているとても優しい自慢の姉なのです。




　シュリアがユーミス姉様の妹だと知ったのは三年前のことです。

　生まれ育った村はこのエルミアの街から東北にある、周りを森に囲まれた山のふもとの小さな村でした。

　母はは様さまと二つ下の妹、そして私の三人の生活。

　父親はいない。そのことについて母様は絶対に口にしようとしなかったのです。

　それでもシュリアたちは特に飢えることもなく生活していくことができた。シュリアにエルフの先祖返りの強力な魔法の才能があったからなのです。

　金糸の髪とやたらと白い肌、成長の遅い体、そしてエルフ特有の尖とがった耳。母様の婆ばあ様さまにエルフの血が混じっていたそうで、そのおかげだろうと言っていたのです。

　魔法になる前の魔力を直接見ることのできる固有スキル『緋の瞳』もありました。『緋の瞳』は魔法を扱うのにとても便利だったのです。

　村は元冒険者の開拓者が開いた、獣人やエルフやドワーフのような亜人に対する偏見もない、裕福ではないけれど平和なところでした。シュリアは村の中で、魔法の力を使って冒険者の真似ごとをしながら日銭を稼いでいました。

　裕福ではないです。でも、幸せな日々。

　けれど、それも長くは続かなかったのです。

　妹のシェルミーが病にかかってしまいました。

　命にかかわるものではなく、延々と激しい苦痛にさいなまれ続ける病。

　治すために必要な魔法薬はとても高価で、シュリアたち家族にそれを買うだけのお金はとても用意できなかったのです。

　それでも、シュリアは少しでもお金を貯ためようと頑張りましたです。けど、薬を買うのに必要な額には全然手が届かなかった。

　苦しむシェルミーに身売りしようかとさえ悩み始めたそんな時でした、ユーミス姉様が私の村を訪れたのは。

　母様は元々、エルミアの領主様のお屋敷で侍女をしていたらしいです。

　そこで領主様のお手付きとなり、シュリアが生まれ、シェルミーも身ごもったですが、正妻である領主様の奥様に嫌われ、ある程度の手切れ金で街を追い出されたらしいです。

　そうして幼い私を連れ、行き着いたのがこの村だったらしいのです。

　つまり、ユーミス姉様は私たち姉妹の異母姉に当たるという話でした。

　そんなユーミス姉様がこの村に来たのはシュリアが魔法の力を持っていたためです。

　特別な術式を使い、シュリアの魔法の力を姉様へと移す。シュリアは魔法の力をなくしてしまいますけど、その対価はシェルミーの病を治すための高価な魔法薬と、家族三人が一生暮らしていけるだけの金銭、それに何かあった時の後ろ盾。

　一も二もなくシュリアはその話に飛びつきました。

　魔法が使えなくなるのは少し残念です。でも、家族三人で幸せに暮らせるようになることを思えば迷う余地はなかったです。

　妹のシェルミーが魔法薬を飲んで病を完治させるのを見届けて、シュリアはエルミアのユーミス姉様の屋敷へと移り住みました。

　魔法の力を移す術式はいろいろと制約があるようで、シュリアはそのお屋敷の部屋から一歩も出れず、姉様以外の血の繫つながりのある人間、つまり、母様やシェルミーと会うことも禁止になってしまったです。

　寂しくないわけがなかったです。でも、ユーミス姉様が気遣ってくれて、月に一度は『音声再生機能』付きの手紙を使ってやり取りをさせてくれたのです。母様もシェルミーも字を書けないのでとても助かるです。

　それ以外でもこうして珍しいお茶菓子を持ってきてくれたりもしました。一つの部屋に閉じこめられているのでは退屈だろうと、わざわざシュリアに文字の勉強をつけてくれて、その上、ソーリィさんにシュリアの好きなぬいぐるみや小説を差し入れるようにも言ってくれたのです。

　領主代理としての仕事と、学舎での魔道具の研究で忙しい中、それでもできる限りとシュリアのもとへと訪れてくれるユーミス姉様。

　シュリアがユーミス姉様を本当に姉様と思うようになるのに時間は必要なかったです。

　魔法の効果がきちんと安定したら、母様もシェルミーもこの街に呼んで一緒に暮らせるようになる。シュリアたちの父親とその正妻の方は、今は領主としての仕事をユーミス姉様に任せ、王都のお屋敷で暮らしているそうなのでエルミアの街に住む程度なら何も問題はないらしいです。

　ユーミス姉様はそうなってからでも、いつでもこの屋敷に遊びに来てもいいと言ってくれたです。

　いつも安心させるように柔和な笑みを浮かべ、一部屋に長い間、閉じ込められているシュリアに申し訳なさそうに謝る、とても心優しい姉様。

　母様にもシェルミーにも、もうすぐ直接会うことができる。

　手紙の声だけでは分からないのです。

　シェルミーはどれくらい成長したでしょうか。

　シュリアと違ってエルフの血が強く出ているわけじゃないから、シュリアよりずっと大きくなっているかもしれないです。

　大好物の母様が作るできたてのリコルのパイも食べたいです。きっとユーミス姉様も気に入るでしょう。

　そしたら、四人で今日のようにお茶をしてもいいかもしれない。

　あぁ、シュリアはとても幸せ者です。

　これが、今のシュリアの変化に乏しい、幸せな日常でした。

　そんな時です。シュリアの目の前に不思議な幽霊さん、いえ、精霊さんが現れたのは。





　　　　☆






「ふぅ、侍従長ったら本当に人使い荒いですよね」

「ねー」

「こらっ、聞かれたら大目玉よ。嫌だからね、連帯責任で仕事増やされるの」

「「はーいっ」」

　お喋しゃべりをしながら出てきた三人組のメイドはドサドサッ、と建物の外にある日常生活で出るゴミを入れておく瓶にゴミを捨てていく。

（それじゃあお邪魔しますかね）

　メイドたちが仕事をしているのを横目に、開いている裏口から屋敷の中に侵入する。

　霊体になっている現在、わざわざ出入り口を使わなくとも普通の壁ならすり抜けることも可能なのだが、そこはユーミスの邸宅、壁には付与魔術による強化が施されている。

　この【心火の霊剣】を使って作り出したこの霊体は魔力そのものでできているようなものらしく、物理的な防御はほとんど、というか全く意味を成さないが、その分、魔法的な力の抵抗の影響をそこそこ強く受けるため、こうして侵入した方が楽なのだ。

　裏口を潜くぐるとユーミスオリジナルの対侵入者用の感知結界が張られているのが分かる。

　この結界に引っかかるとすぐにユーミスに連絡が行き、侵入者のことが伝わる。そしてただちに低級の防御・足止め特化のゴーレムが五体ほど召喚され、襲いかかってくる。

　だが、これがどういう術式なの魔法なのか、どういった条件で反応するものなのか俺は一度目の時に聞いている。

　だから、最大限の警戒を持って構築されるこの結界が俺の霊体に何の効果もないことも知っているのだ。

　全身を不可視の実体化しないこの状態の俺を感知できるのはそれこそ『心眼』や『緋の瞳』などの最上級スキルや固有スキルを持っているような存在だけだ。

　それを今、あいつは確実に保持していないことも知っている。その力は俺が鍛えてやったものなのだから。

（考えてみればここに来るのは初めてだな……）

　豪華な調度品などで飾られた廊下を歩く。霊体の足では何の感触も返ってはこないが、実体化させればすぐにでもフワフワとした感触が返ってくるだろう。

（さてと、どこから調べるか……）

　ここに来たのはユーミスを苦しめるのに一番いい方法は何かを考えるためだ。

　ユーミスが異常なほどに新たな魔道具を作り出し、それによってエルミアの街にある石碑に名前を刻むことにどれほど執着しているのかは知っている。

　そのために、夢を見るような狂気の目をしたユーミスの顔を俺は憶おぼえている。

　けれど、なぜそこまで、その名誉を求めるのかが分からない。

　幼い頃からの夢だったからというのは分からなくもないが、あの目にはそれ以外の、夢ということ以上の即物的な欲望の火が見え隠れしていた。だから、その欲望が何かを知ることが今回の行動の一番の目的だ。弱点となりうるものがないかを探ることができればなおいい。

　そう、ただ八つ裂きにするだけならば、いくらでもできるのだから。

（まずはあいつの執務室みたいなところを探すべきか）

　ユーミスに関する秘密があるのならきっとそこだろう。日記か何かあれば、ユーミスの欲望の底を知ることができるかもしれない。

　この世界の習慣上、上位の人間が利用する部屋は建物の中でも上層の階というのが常識であるので、階段を見つけて邸内を上る。

　さすがは領主の娘の個人邸宅だけあって建物は広い。

「あら？　今、何か……」

　と、途中でメイドと階段ですれ違った時のことだ。

　足を止めたそのメイドがこちらを振り返ったのを見て体をこわばらせる。

　青に近い紫の髪を後ろでポニーテールにした、二十代過ぎの女性が不思議そうにこちらに視線を彷徨さまよわせている。

（っ、気取られたか!?）












　慌てて鑑定を掛けてみるが、表示されるステータスにこちらを見抜く類たぐいのスキルは見受けられない。おそらく、固有スキルにある『直感』というスキルが原因なのだろう。

「…………気のせい、ですか」

　ひとしきり不思議そうに首をかしげたソーリィという名のメイドはそのまま一階へと降りていった。

（っ!!　あれは……）

「あっ、ユーミス様。おかえりなさいませ」

「ええ、ただいまソーリィ」

　階段の下、そこにいたのはクズ虫ことユーミスだった。

「今日は役所の方で過ごされる予定だったのでは……？」

「少し息を抜きに戻ってきちゃいました。あとは書類に領主の裁可の判を押すだけですから、この屋敷でも仕事はできます。しばらくしたら書類が届きますから、それまで一緒に休憩にしましょう。私の寝室にいつものお水を持ってきてもらえますか」

「っ、は、はい。今お持ちします」

「ふふふ、それじゃあ先に行ってますから」

（へぇ……、これはあいつのプライベートな現状を知るチャンスかもしれないな）

　油断しすぎたと思うと同時に良い相手を見つけたとも思う。ユーミスと話している姿を見て思い出した。あのメイドはユーミスの腹心で、ユーミスが領地を出る際に、領主としての仕事を任せていたエルフの血を引いている妹の補佐をさせていたメイドのはずだ。

　現在でもある程度の事情に精通しているはずだし、休憩に同席させるぐらいなら、愚痴のような形で面白い本音なんかが聞けるかもしれない。

　これは二階を見る前に少しこいつの様子を観察してみるべきだろう。

　俺は口の端を釣り上げながら、ユーミスたちの後を追った。
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　…………そう、俺はちょっと面白いモノが見れればいいなと思っただけなのだ。

　現状気に入らない相手だの、悩みだのを軽く盗み聞きできれば儲もうけもの、程度の軽い覚悟でしかなかった。だから、こんなものを見る羽目になるとは微み塵じんも思わなかったんですよ。ええ。心構えが足りんかったんです。

　だって、こんな…………。

「んぁ、ふふふっ、ここが弱いんですよね、ソーリィ？」

「ひゃうんっ、そ、そこはダメですユーミスさ、ひゃあっ、ああっ、んっ、んんっ」

「あぁ、可愛い声ですよ、ソーリィ。我慢しないで声を出してもいいんですよ？」

「んぅ、あぁあっ!!」

（こんなっ、豚の交配を見る羽目になるなんて……っ!!）

　いや、同性だから交配とは言わないのだろうか。

　これが関係ない可愛い女の子同士なら役得なのだろうが、こいつらではただのグロ画像だ。気持ち悪い。

　思えば、寝室で休憩などという話が出た時点で変だと考えるべきだった。とはいえ、こんな真っ昼間から気持ちの悪い乳繰り合いを始めるなど完全に想定外だ。

　ちなみに、『いつもの水』とやらはどうやら粘性を持ったローションのようなものらしかった。

　ネトネトとした二匹の蛆うじ虫むしが絡み合っているように見えて気持ち悪いことこの上ない。

（いや、よく考えろ。ユーミスがガチレズだとは思わなかったが、悪い情報でもない）

　甘ったるい香の焚たかれた部屋、カーテンも扉も閉め切って何をするかと思えばこんなこと。

　一度目の世界でもこの世界基準でかなりのイケメンに言い寄られたりもしていたが、ユーミスは欠片かけらも心を揺らした様子はなかった。それは要するに、こういうことだったのだろう。

　つまり、豚の好みは女の子だったということだ。

「ああぁっ、んっ、んぅ」

（うぅ、だめだ、もう限界だ……）

　これ以上は精神的ダメージが大きすぎて強制的に本体のもとに戻されてしまいそうだ。

　予想外のダメージにゲッソリしながら扉をすり抜けて外に出た。

（気を取り直して執務室っぽい場所を探すか）

　しばらくはお楽しみしてるだろうから、半実体化していろいろ探るのも楽だろう。

　纏まとわりつく気持ち悪い映像を振り払うように一度顔を振り、二階に上がった。

　とりあえず手近な部屋に入っては出て、入っては出てを繰り返す。

　そして、やっと本命らしき部屋を見つけた。

（この部屋だけわざわざ物理結界が二重に張られてるな……。盗み見対策の付与がされた魔道具か何かが室内にあるせいで詳細は分からんけど、部屋全体でなにか効果のある魔法陣が仕込まれてる）

　ちょっと厳重すぎる気もするが、それだけ隠したい何かがあるんだろう。

　盗み見防止の魔道具を使っていることからして、感知系の能力の魔法陣ではないはずだ。盗み見防止の魔道具と干渉を避けるためにもその手の能力ではなく直接侵入者に対して害を及ぼすタイプの魔法陣なのだろう。

　よほどこの部屋に入らせたくないと見える。

　物理結界には霊体の俺は当然引っかからないので、注意すべきは部屋の中の全体に効果を及ぼしているらしい魔法陣に対してだ。

　とはいえ、部屋の中に入らなければどうにもならないので、霊体の表面を変質させて魔力の抵抗値を上げておく。

　魔力の密度から言って、魔法陣の効果をすぐに受けることにはならないはずだ。最悪、中に入ってしまえば魔法陣がどんなものかも判別をつけられるだろうから、危なそうならば出直して対策を考え直せばいい。

（さてと、一体どんな秘密を隠してるんですかね？）

　扉をすり抜けるように感知結界を潜くぐり抜け、部屋の中に入る。

　どんな魔法が張り巡らされていても大丈夫なようにと警戒しながら入った。のだが、そこにあったのはユーミスの執務室とはとても思えない部屋。

　随所にぬいぐるみが飾られ、仕事に使うような大きな机は置かれていない。

　見る限りはただの客室のように見え、中には一人の少女、たしか、ユーミスの妹がいた。

　本来ならそれはそれでユーミスを苦しめる材料として、価値のある人材かと考えるところだったが、この部屋は明らかに変だった。

（おいおい、何だこれは……。どういうことだ？　この魔力の質は間違いなく契約呪印だ。なんでこんなもんが……）

　魔法陣は予想していたような侵入者を排除する類のものではなく、部屋の中の特定の対象に一定の効果を持つ呪いの定着を強制させるものだ。

（しかも魔力の流れからいって対象になってるのは、あの妹ちゃんじゃねぇか。どうなってるんだこれ？）

　契約呪印は基本的に魔族の専売特許である力だ。維持は問題ないが発動は悪魔由来の魔族特有の魔力を使うので、人間には扱うことができないものだ。

　それがユーミスの個人邸宅に仕掛けられていることもおかしいし、わざわざ他人に隠しながら維持している魔法陣の効果の対象が、ユーミスの妹であるのも意味が分からない。

（とりあえず、詳しいことは魔法陣に鑑定を掛けて…………）

　と、そう考えた時のことだ。

「…………」

（ん……？）

　窓際の椅子で手紙の便箋を開いていた少女が虚空を見て、かしげるようなポカンとした仕草で、緋色に染まった瞳でこちらをジーッ、と見ている。

（……緋色？　いや、おい、まさか）

　右へ左へと移動してみると、少女の視線も俺に追従するように動く。そしてその瞳に不信を抱いた。

　俺は、気のせいという一いち縷るの望みにかけて少女へと鑑定を掛けてみるが、

「……幽霊さんです？」

（……今日は予想外が多すぎるな）












（コイツ、なんで『緋の瞳』なんて持ってるんだ？）

　なにやら、俺が知らないことは想像以上に多そうだった。

　これは明らかにおかしい。なぜなら、俺の記憶の中にあるこの少女の瞳は決して赤い色などしていなかったのだから。

（俺の思い違いか……？　いやでも、たしかにこの子は緑色の瞳をしてたと思ったんだが……）

　緋色の瞳を持っている人間全員が『緋の瞳』の固有スキルを持っているわけではないが、『緋の瞳』を持っている人間は全員紅あかい瞳をしている。

　つまり、生まれながらの能力である固有能力『緋の瞳』を持っている以上、緑色の瞳ということはありえない。

　だが、記憶の中の少女は確かに緑色の瞳をしている。初めて十や二十じゃきかない大群と交戦したこの街での出来事は、今でもよく覚えている。中でもユーミスの妹でエルフの姿を持った少女など、そうそう忘れるものではない。

　【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】で一度目の時のデータを見直せれば確信が持てるのだが、残念ながらそもそも【八目の透本剣】を獲得したのは旅も中盤に差し掛かった頃のこと。あとで確認しようにもこの少女のデータはないはずだった。

（とりあえず、すぐに大騒ぎされるって感じじゃなさそうだ）

　逃げ出そうと反射的に思ったが、その少女の態度を見て考えを変える。

　ここは確実にユーミスの急所だ。

　半分勘のようなものだが、俺が一度目に見てこなかったユーミスの側面がきっとここにある。

（とはいえ、ここからどうするかが問題なんだが……）

「安心してくれ、怪しもんじゃない……、って言っても信じられないだろうけど」

　声を出すには実体が必要なので、霊体の魔力を更に変質させて擬似的な体を作り出す。もちろん、俺の体の本体は今も宿のベッドの上にあるのであくまで仮かり初そめの体であり、基本はただの魔力体なので強度は並の人以下だ。

　『緋の瞳』で見えるだろう俺の姿は、ほとんど変わらないだろうが、きちんと声を交わせるだけでも不気味さも減るものだ。とにかく、この部屋の正体と、この子がなぜこんな状況になっているのかを調べる時間が欲しい。

「……幽霊さん、じゃないです、本物の精霊です？」

「えっ？　あ、いやちょっとっ!?」

　何が少女の琴線に触れたのかは分からないが、カタッと椅子から立ち上がったと思うと、ズンズンズンッこちらに向かって寄ってきた。

　あんまり表情は変わっていないが、醸し出すオーラが興味津々といった様子を主張している。

「凄いです、精霊さんなんて森でも見たことなかったです。こんなところで会えるなんて……」

　なんというか、憧れの人に会った小学生の女の子みたいになっていた。目の中で星が飛んでいるように見える。

「シュリア、精霊さんに会ったら聞きたかったことがたくさんあるです。普段は一体どこに住んでるです？　やっぱり街の外の森にいるです？　ご飯は何を食べてるんです？」

「はっ？　いや、そうじゃなくて、俺は精霊なんかじゃ」

（なんだこれっ、どうなってるんだよ本当に。俺の記憶力ってここまでポンコツだったか？）

　記憶にあるのは声を掛けてもピクリとも表情を変えず、『はい』とか『いいえ』とか、返事も最低限の言葉しか発しない少女。

　何度か話したことはあったが、自分から何か話しかけてくることはついぞ一度もなかった。

　まるで人形のようだと思ったのを今でも覚えている。

　それが、この様子はどうだ。

　あまり声を張らないところや、やや平へい坦たんな口調などの面影もあるが、どう考えても行動が感情を動かさない少女という印象にそぐわない。

　いや、俺のことを精霊と勘違いしているのなら、精霊さん大好きでその話だけ饒じょう舌ぜつになる子という可能性もないではないが。

「えと、それから、あのっ」

「いいからちょっと落ち着け……、って、あ」

「ひゃっ」

　興奮した少女が、おそらくほとんど無意識で摑んだ俺の腕が千切れる。

　元々発泡スチロールぐらいの強さしかない体で、動揺して結合の強度が下がってしまったことが原因だろう。

「ぴっ、ぱっ、ぴゅぅ……」

「おーい、大丈夫か？」

　仮かり初そめの体なので特に痛みがあるわけでもないし、すぐに再構築できるので問題はないのだが、目の前の少女は驚いて口から魂が抜けた感じになっていた。

　目の前で腕を再構成すると、大丈夫だと示すように少女の目の前で手を振った。だが、

「ぽーっ……」

「だめだこりゃ」

　俺は一つため息をつくと少女が意識を取り戻すの待つのだった。
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　結局、少女が意識を取り戻したのはたっぷり数分経ってからだった。

　今は窓際ではなく部屋の中央にあったテーブルに向かい合うような形で座っている。

「……ごめんなさいです、お恥ずかしいところをお見せましたです……。シュリア、シュリアって言います。さっきの手、大丈夫でしたか？」

「大丈夫だよ、見えてるだろうけど基本的に魔力でできた体だから」

「……精霊さん、凄いです」

「あぁ、もうそれでいいや」

　精霊さんってことにしておいた方が、この子、シュリアから話を聞き出しやすそうだ。

　元の世界の知り合いの神父さんあたりを思い出して、話し方も少しそれっぽくしてみるか。

「……精霊さんは、どうしてここに？　何か用事でもあったです？」

「少し君に……」

「シュリアです。シュリアって呼んでくださいです」

「……シュリアに聞きたいことがあってね。シュリアの瞳なら、この部屋に張られた魔法陣のことも、その対象が君になっていることも分かっているだろう？」

　少女がぼーっと魂が抜けている間に、この部屋の魔法陣には相当量の魔力を込めて鑑定を掛けた。

　結果、表示されたのは、これだ。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【六ろく色しょく魔ま移いの呪じゅ刻こく陣じん】

　呪刻陣の張られた範囲内に、対象を留とどめておくことで、対象から火・水・風・土・光・闇の魔法スキルの熟練度と、魔法適性を別対象に付与することができる。

　進行が50％を超えたところで、移った熟練度と適性値は付与対象に定着する。なお、効果対象者と付与対象者には血縁者クラスの魂の相性が必要となる。

　効果対象者：シュリア　付与対象者：ユーミス＝エルミア

　《呪刻進行度》96％（１００％まで残り七日）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　かなりえぐい効果を持った呪刻陣だ。

　スキルの熟練度以外に魔法適性も奪われている。つまり、奪われたまま定着してしまったら再び魔法の力を育て直すこともできなくなるというわけだ。

　実質上、生涯魔法を使えなくなるのに等しい。

　もう一段深く鑑定を掛けて魔法適性を覗のぞいてみれば、属性魔法の適性が高いエルフの血を引いているはずなのに、もうほとんど六つの魔法適性は失われかけていた。

　ステータスにあった少しだけ残った魔法スキルも、レベルから考えればもっと高かったはずだ。

　魂と深く結びついた魔法適性やスキルを奪う、このタイプの契約呪印は進行にかなりの時間が掛かる。

　ここまで進行しているということは、相当長いあいだこのシュリアという少女はこの部屋から出ていないことになる。

「これはユーミス姉様にシュリアの魔法の才能を渡すための魔法陣です。世の中にはシュリアの知らないことがたくさんあるです」

（そりゃあ、魔族でも一部しか使えない向こうの秘技の一つだからな。そうそう一般人が知ってるもんじゃない。だけど……）

　魔力を直接目で捉える『緋の瞳』の持ち主だと、絶え間なく自分から抜け落ちていく魔力の才能を直接見ることになる。

　【心火の霊剣】のパッシブ効果で俺にも『緋の瞳』のように魔力を直接見ることができるようになったが、この様子を見続けるのは嬉うれしいものではないだろう。

「何のためにそんなことを……？」

「シェルミー、妹が病に掛かったです。それを直すのに高い魔法薬が必要で、シュリアはその魔法薬の対価に魔法の才能をユーミス姉様に譲ることにしたです」

（妹？　あいつにまだ姉妹がいたのか？）

「へぇ、でも、どうして君がそんな対価を？　君とそのシェルミーは姉妹なんだろう？　その子もユーミスの妹ということになるんじゃないのかい？」

「シュリアとシェルミーは、姉様と半分しか血が繫がってないです。それでずっと別々に育ってきたです。血が繫がってるだけでたくさんのお金をただでもらうような真似はできなかったです」

「君はそれでよかったのかい？」

「はいです。魔法が使えなくなるのは残念です。けど、魔法薬をもらう他に家族が一生暮らせるだけの金額ももらえます。元々、魔法は生活していくための手段でしかないです」

　それに、とシュリアは話を続けた。

「姉様は、シュリアがあげた才能で夢に近づくと言ってたです。ユーミス姉様の夢のためにシュリアの魔法の才能が役に立つなら、それは嬉しいです」

「そうか、君はお姉さんが好きなんだね？」

「はい、大好きです。姉様は凄いです、努力家で、シュリアより少し年上なだけなのに領主の仕事まで……」

　ためらいなくユーミスが好きだと言って、ほんの少しだけ微笑んだシュリアは、あまり変わらない表情を補って余りあるほど誇らしげにユーミスのことを褒め始める。

　その様子を見て微笑んでみせながら、耳にシャッターを下ろす。完全に右から左へ素通りさせ、その後ろで空々しい冷たい計算を回し出す。

（魔道具の研究を進めるために、エルフの先祖返りの妹から魔法の才能を奪ったわけか。その代わりにシュリアの妹の治療に使う魔法薬を与えて、生活の糧を奪う代わりに相応の金銭も与える……）

　なるほど、それでユーミスの魔法に対する適性が人族としては異常なほどに高かったわけだ。

　そこだけを見ればなんということもない話だ。ユーミスの才能の根源が分かっただけで、ここまで進んだ呪いをどうこうすることはできない。だが、この話はそれだけでは終わらない。

　一つは、ユーミスがこの呪刻陣をどうやって知り、そして発動させたのか。

　二つは、目の前にいるシュリアという少女と、記憶の中にあるユーミスの妹・シュリアに感じる齟そ齬ご。

　主観による思い込みと言ってしまえばそれまでだが、どうにも違和感が付きまとう。少なくとも、記憶の中のシュリアはこんなに感情がはっきりしている感じはしなかった。だが、今は、相変わらず感情表現は控えめだったが、感情それ自体ははっきりとしているように見える。

　この、喉に小骨が突き刺さっているような不快感は、もう少しでいろんなものが繫がりそうな、そんなもどかしさだ。

「『───…リア、元気にしていますか？』」

「って、あれ、です？」

　と、その時だった。

　何かの声が聞こえてきたのは。

（ん、あれは……）

　音源を探して振り返ると、窓際の机の上に置かれた一つの便箋だった。この部屋に入った時、シュリアが封を開いていたものだ。

　水色に染まったエルミア侯爵家の家紋入りの便箋は、その表面を撫なでることで、事前に込めた音声を好きな時に再生できる音声再生機能付きのものだったはずだ。

「あぁ、花が落ちて手紙の上に乗ったです」

　見てみれば窓際に置かれた鉢植えの紫色と黄色の綺麗な花が、首から落ちて手紙の上に乗っていた。

　おそらくそのせいで手紙に記録された音声が再生されたのだろう。

「『こちらの村では今年もあなたの花壇の夕ゆう凪なぎの花が咲きました。元気になったシェルミーが毎日お世話をしたおかげでキレイに花を咲かせています』」

（なんだ、なんか気持ちわるいな）

「これは、君のお母さんかい？」

　聴こえてくるのは妙齢の女性の声。ただ、微妙に違和感を感じる声で、それもどこかで聞いたことがあるような感じだった。

「はいです、あ、こっちは妹のシェルミーです」

「『お姉ちゃん、元気ですか？　病気はしてませんか？　お腹を出して寝たりしてませんか？　私はすっかり元気になりました。お姉ちゃんは大丈夫って言ったけど、口下手だから本当にちゃんと馴染めてるか心配です。お姉ちゃんが育てていた花壇は私がちゃんとお世話しています。もうすぐまた会えるって聞きました。会える日がとっても楽しみです』」

「……シェルミー、シュリア、お姉さんなのに、馬鹿にしすぎです」

「あはは、いい妹さんだな」

　恥ずかしがる時も、ほんの少しだけ顔を赤くするシュリアを見ながら、思わず自分も元の世界の妹のことを思い出す。

　俺の妹様は、俺よりもずっとしっかりもので、この手紙の少女がしていたように小うるさく俺のことを注意してくれた。

　ただ、感傷に浸るのとは裏腹に、やはりこちらの声もどうにも引っかかる部分がある。

　響いてきたのは確かに先程の女性よりも高い声の少女のものだった。だが、こちらもその妙な感じが纏わりつく。

（……分かった、声に全く感情が乗ってないんだ）

　分かりやすく棒読みというわけじゃなかったが、声の調子に全く波がない。普通に話していれば声につくはずの抑揚が不自然なほど存在していない。

　常に一定の調子の声、まるで機械が喋っているように聞こえる。そう、まるで、記憶の中にあるシュリアと似たような声が……。

　そして、それが意味するところにたどり着いた瞬間、自分の頭の中でカチリと何かがハマる音がした。

　ギュルギュルと音を立てながら一つの仮説が組み上がっていく。

（……っはは、これ、まさかそういうことか？　何も知らないんじゃ、この手紙のことだってそういうものなんだの一言で騙だませるもんな）

　シュリアも、この声の調子が普段の家族のものと比べて変だと分かっても、そういうものなんだと教えられれば信じてしまうだろう。お優しいユーミス姉様の言うことなんだとしたらなおさらだ。

（契約呪印の方は……、ああ、アレを使ったのか、あいつらのも元は悪魔から取り込んだ魔力だったらしいしな。代価は、まず間違いなく……。あとはその後にユーミスがしそうなことを考えれば、全部説明がつく）

　ふと、形を成した想像にめまいがした。

（…………あぁ、またこれか）

　それは、ぐるりと世界が回る感覚。

　出来上がった絵は、他ひ人と事ごとだというのに余りにも俺に似すぎていて、いつも必死に抑えている暗い炎に、コールタールのようなドロリとした油が注ぎ込まれる。

「ひとついいか？」

「…………？」

　いつの間にか再生が終わっていたらしい手紙を、窓際の机に行って大切そうにそっとしまうシュリアに話しかける。

「さっき、手紙に落ちた花、もしかしてさっきの手紙で言っていた、君が手入れをしてたっていう花壇の花か？」

「です。とっても生命力の強い花です。あんまり数は増えないですけど」

「そうか、綺麗な花だよな」

　それだけ言うと、俺はテーブルの椅子から立ち上がった。

「そろそろ俺は行くよ。俺のことはくれぐれも秘密にしてほしいんだ。本当はこうやって君と話すのもあんまり良くはないんだ」

「そ、そうなんです？　分かりました、秘密です!!」

　シュリアはグッ、と拳を握って、初めて俺が姿を見せた時と同様、表情を変えずに目をキラキラさせるという器用なことをしながら、約束してくれる。

　これならユーミスに俺のことを話すということもないだろう。

「あのっ、精霊さんの名前を聞いてもいいです？」

「ん、構わないよ。俺の名前は海かい人とだ」

「カイトさん……、あの、また会えますですか？」

「あぁ、きっとまた会えるよ」

　そう言って体を霊体に戻し、俺はその場で【心火の霊剣】の効果を解いた。





　　　　☆






「あぁ、本当にクズばっかりだよ。この世界」

　転移を使った時と似たような不思議な浮遊感を味わった後に、宿のベッドで寝ていた体へと意識が戻る。ミナリスはまだ帰ってきていないようだった。

「はぁ、行くか」

　グラグラと燃えたぎるような熱。

　ちょうど今の時期ならこの感情を、はっきりとただの八つ当たりをぶつけるのにちょうどいい相手がいる。

　本当は二、三日後に、ミナリスを誘って、経験値稼ぎついでに大群相手の戦闘の経験を積んでもらおうと考えていたのだが、まぁ、今回は縁がなかったと思ってもらおう。

　どうせ最後は奥の手を試そうと思っていたのだ。ユーミスを相手にするのに、今のスペックでどれほどの力が発揮できるのかは確認しておく必要がある。それに……。

　……あぁ、ダメだ。

　合理的だなんて考えられる理由なんて、これ以上こじつけられない。

　今はただ、すぐにでも理不尽に暴れまわりたくて仕方がない。今の俺にあるのはそうして行き場を失った熱だけだ。

「んくんくっ、ぷはっ」

　【心火の霊剣】を使ったことで減ってしまったＭＰを、ポーションを飲んで回復しながら、宿を出て、先日も潜くぐった東の門を潜る。

　途中、人の流れから外れ、森へと続く道を一人歩く。

　本当はまだ、こんなことをする暇があったらほかの場所を調べるべきだと理性が告げていた。

　ほぼ確実だろう思っていても仮説の裏付けを取る必要があると頭では分かっていた。

　だが、今ユーミスの顔を見てしまったら自分を抑えきれる確信が持てなかった。

「おーいるいる。ストレス発散がてら、奥の手を試すのにはちょうどいいな」

　森の前に立って軽く気配を見れば、先日ザイリィたちを襲った時とは更に比較にならない密度で森の中に魔物が蠢うごめいていた。

　数日後には森から溢れ出るというのも納得できる話だ。

　口の端が自然と釣り上がる。

　この理不尽な怒りをぶつける的は多ければ多いほどいい。

　何気ない調子で森の中に足を踏み入れると、十歩もしないうちにゴブリンが二体襲いかかってきた。

　それを右手に【始まりの心しん剣けん】、左手に【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】を呼び出すと同時に、二体を骨ごと両断する。

「「グギャラッ!?」」

「済まないな、別にお前らに恨みがあるわけじゃないんだけど」

　【翠緑の晶剣】を飾り紐で腰に固定し、左手には【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】を握り締める。

「グギョッ!!」「ブラァッ!?」「キュヒ!?」「ゴギュアッ!!」「ボルォウ」「ギャンッ!?」

「どうにも収まりがつかないんだ。だけどさ、こんな情けないとこ、共犯者には見せられないし」

　わざわざ向こうから襲いかかってきてくれる魔物を撫で斬りにしながら、瞬まばたきの間に地を駆け、周囲の魔物を殲せん滅めつしていく。

　森の中は魔物たちの断末魔が絶え間なく重なり続け、段々と耳が馬鹿になり始めていた。

「だからさ、悪いんだけど」

　森に入ってからほんの数分で、森の浅い部分まで押し寄せていたほとんどの魔物を駆逐してしまった。

　魔物を殲滅して回りながら、少し開けた場所に集まる多くの気配がする群れへと近づいていく。

　多くの魔物が集まったそこは、大人数がキャンプするために切り開かれた場所のようで、大きめの体育館くらいの広さがあった。

　レッドキャップ、ホブ・ゴブリン、ソード・ゴブリン、レッド・ボア、ビッグ・ボア、オーク、ハイオーク、トロール。

　ギラギラとこちらに敵意の眼差しを向ける魔物たちの数は、ゆうに百近くに上っているだろう。

　ああ、これだけいれば、本当に思う存分本気で戦える。

「んくっ、くっ、はぁ」

　最後にもう一度ＭＰポーションを一気に飲み干し、空の瓶を投げ捨てた。

「グギャッ!?」「グギュッ!!」「ゴギャッ!!」

　何も考えずに思いっきり地面を蹴けり、群れの集団の先頭で少しだけ突出していたゴブリンを三匹まとめて貫く。

　一気に剣を引き抜くと、その血を地面へと払った。




「お前ら、俺の八つ当たりで死んでくれよ」




　そう言って俺は戦闘の意識も、リミッターを外した体のギアも、全力のもう一歩上へと押し上げた。







「クハッ!!　アハハハッハハッ!!」

　一ひと欠片かけらの慈悲もなく剣が舞い、頭が跳ね、血が飛び、心臓が貫かれ、首がへし曲がっていく。

「死ねっ、あぁ、気分がいい!!　最高だっ!!」

　頭にせり上がる血が思考を沸騰させる。

　酒に酔ったような酩めい酊てい感と高揚感が頭の中を洗い流していく。

　闘争本能に集約する感情に、思考が殺さつ戮りくのみに特化されていく。

　殺して楽しいと思っていい相手の存在が愛いとおしくさえ感じた。

「クハッ、アハハハハっ!!」

　意識しなくても狂ったように笑い声が出る。

　それは、まさに正しい蹂じゅう躙りんと呼べるものだった。

　必要最小限の殺し方などしていない。

　急所を狙うこともなく、ただ目についた瞬間にリミッターを振り切った力任せの一撃で屠ほふる。

　五分と経たないうちに倒れ伏した魔物の死体が山となり、地面が魔物たちの血でぬかるみ始めた。

　そして、その頃にはもう、その場で息をしているのは俺だけになっていた。

「はぁ、はぁ、ふーぅっ……」

　周りに生きている気配が消えた後、深くため息をつく。

　そして、吐き出した熱のあとに残るはくすぶる火種とどうしようもなく大きな虚無感。

「どうして、いつだって気付くのはどうしようもなくなってからなんだろうなぁ」

　ぽつりと、言葉が溢れる。

（なぁ、レティシア。お前が言った通り、この世界は無機質な作り物なんかじゃない。綺麗なものだってあって。……でも、それよりもずっと、俺たちが思っていた以上に生々しくて汚い奴が蔓延はびこってるよ）

　固く握り締めた手のひらに指先の爪が食い込んで血が滲にじむ。

　この感傷は最低な欺ぎ瞞まんだ。分かっている。

　たとえどうにかなる段階だったとして、俺は復ふく讐しゅうに有利になるように行動を選んだだろうに。

　なのに、自分の復讐に邪魔にならないから、勝手に同情して、勝手に自分と重ね合わせて、勝手に溜ため込んでいた不満を口に出す。

「…………なんで、いつも取り返せないところからなんだよ」

　それは、考えても仕方がないとずっと封じ込めてきた不満。ただの言いがかりと、ダダをこねる子供のようだと、自分でも理解していて、それでも理解したくなかった考え。

　…………二度目のやり直しが効くなら、どうして召喚直後に戻すのか。

　そこからじゃあ、もう取り戻せないのに。

　もう失ってしまった後なのに。

「ははっ、情けねぇ」

　復讐をできるこの二度目の世界が奇跡のような世界だと分かっている。

　世界は自分のためになんて回っていない。物事はいつもこちらの都合なんて知らない顔して世界を回す。

　この二度目の世界だって、俺の気持ちには何も関わりがない。

　俺が復讐を誓ったからでも、やり直したいと願ったからでもない。

　俺がここにいられるのは、どっかの女神様とやらがかけた保険のおかげで、そこに俺の気持ちは何一つ関わっていない。

　けど、どうしようもなく考えてしまう、どこまでも情けない、理不尽さを嘆くだけの想い。

　だから、この怒りはただの八つ当たりだ。

　思うだけで口に出せなかった、俺の一番弱い部分が、もうどうにもならないところまで来てしまっている少女の現状に刺激されただけのこと。

「本当、格好悪すぎて誰にも見せられねぇな」

　失ってしまった日々が恋しくて恋しくてたまらなくて、未練たらたらに泣き叫びそうな姿なんて、誰にも見せることはできない。

　どう考えてもそれは、復讐者にあるべき姿ではないのだから。

「殺す。何があっても殺す。あいつらの全てを踏みにじって、全員殺してやる……」

　だから、今俺が考えることはただそれひとつ。

　結局、俺が選ぶのはそれなのだ。それで満たされていれば構わない。

　これで最後と吐き出した弱音が、燃える復讐心から不純物を取り除く。

　後に残るのは暗く汚れた復讐の冷たい火。

　心のうちによみがえる、全員殺すと決めた誓いの炎。

　獲物は、すぐそこまで来ている。感傷に浸るなんて無駄な時間はいらない。

　…………苦しめて、苦しめて、ジリジリと削り取るように痛めつけた後、一息に絶望させて殺す。

　復讐を実行する時に、心に抱えるのは復讐心だけでいい。復讐の蜜は甘く、きっとよそ見を許さないほど嫉しっ妬と深いから。

「はぁ、少しは落ち着いたか」

　いろいろと感情を吐き出したおかげで、頭の中のグラつくような不快感と怒りを多少は水面の底に沈めることができた。

「っと、ハハハッ、なんかもういっそ、ここまで来ると笑えてくるな」

　何も考えずにただひたすらに魔物をぶった斬って回ったせいで、体中が返り血にまみれて大変なことになっていた。

　夢中で剣を振るっている間は気付かなかったが、派手に纏わりついた血は気持ち悪いの一言に尽きた。

　ＭＰはまだ三割ぐらい残っている。だが、急激な速度でＭＰを消耗したせいでかなり深いＭＰ酔いに犯されている。普段は嫌がっている感覚だが、熱に浮かされたような感覚が今はどこか心地いい。

（今使えるほぼ奥の手を使ったのに、思ったよりは殲滅に時間が掛かったな。やっぱり最盛期とは比べ物にならないか）

　そんなことを考えながら、とにかく早くこの血を落としたいという欲求そのままに、丸袋から取り出した非常用の飲み水の樽たるを頭上で割って、ザアッと体に纏わりついた血を洗い流す。

　肌を伝う水に、シュリアに聞かれたことを思い出す。

『カイトさん……、あの、また会えますか？』

「あぁ、そうさ、また絶対に会うことになる」




　体中を貫く針の海に溺れるような、あの裏返った世界の底で。

　その後の道を望むのならば、外道の先への先導をしよう。

　それこそおとぎ話の悪魔のように。




「……さてと」

　体から滴り落ちる水を体を震わせて飛ばすと、一度大きく背伸びしながら首を鳴らして肩を落とした。

「それにしても腹減ったぁ。疲れたぁ、だるいぃ」

　今にも盛大に鳴りそうなお腹をさすり、口から愚痴を垂れ流す。

　おそらく今の時刻は三時のおやつというにはそこそこ早いぐらいの時間だろう。昼はかなりガッツリと食事を取ったのに、朝から何も食べていないような空腹感が襲ってくる。

　この奥の手を使うと、ＭＰ酔いになりやすい上にかなりの疲労と、それから死ぬほど腹が減るのだ。

　辺りが血に染まっているのにも構わず、丸袋からとにかくすぐ食べられる干し肉を取り出しそのままかじりつく。

　かろうじてそのままにしておくわけにもいかないという理性を働かせて、呼び出したスラ吉に死体を残さず平らげておくように告げておいた。血の匂いは消せないが、そっちはどうしようもない。

　もうここにいる理由もないので、とにかくしばらく休憩しようと、干し肉を次々と嚙かみちぎりながら、血の匂いの届かないところまで歩いていくのだった。






終章　それは、誰かの世界が裏返る日






　そう、だからそれは、世界が裏返った日のことでした。

　いつもと何も変わらない、高い空に太陽が明るく昇った日のこと。

　小さなあくびをして、緋色の目をこすって、小鳥のさえずりの声を聞いた日のこと。

　きっと、その他大勢の人たちにとってなんということもない平穏だった日のこと。

　やけに長い夕暮れに、墨色が混じった朱色の光に街が照らされた日のこと。

　その日のことを、きっと死んだ後でも忘れない。







「カイトさん、今日も来なかったのです」

　部屋のお風呂に入り、肩どころか首の上まで深く沈んで口からぶくぶくと息を吐く。

　あれから、精霊さん……カイトさんが突然扉をすり抜けて現れてから四日が過ぎましたです。

　あの日は本当にびっくりした。まさか、本当の精霊さんに会える日が来るなんて思わなかったのです。

　昔、もっと小さい頃に母はは様さまが聞かせてくれた童話の中では、ハーフエルフの少女と人形に宿った光の精霊さんがいつも一緒に暮らしていた。毎日に降りかかるちょっとした問題に頭を悩ませながら、最後まで仲良く共に暮らして話は終わる。

　もちろん、それはおとぎ話の中のお話なのです。シュリアはハーフエルフじゃなくて、エルフの血が先祖返りしただけの人族だし、そんなふうにずっと一緒に精霊さんと生活を送りたいわけではないのです。

　ただ、実際に会ってお話ししてみたいとはずっと思っていたです。そしてできればお友達になりたいとも。

「……やっぱり、馴なれ馴なれしすぎたかもなのです」

　精霊はそのほとんどが気まぐれで気難しく、滅多に人前に姿を現したりはしないそうです。

　たとえ気まぐれに人里に現れても、シュリアが持っているような『緋の瞳』でもないと、魔力の塊である精霊さんの姿は見えないらしい。

　それこそ、自分から姿を見せようとしない限り、普通に街で暮らす人間はその姿を見ることはなく一生を終えるのが普通だという話でした。

「……今度会った時、ちゃんとお友達になってくださいってお願いするのです」

　この世界には精霊さんを呼び出せるアイテムがあるらしいです。でも、一般人ではそもそも実物を見ることすらできないくらいにとても高価で希少なものらしいです。

　姉様はそのうちの一つを持っているらしいですけど、『繊細なものだから』とさすがに見せてもらえなかったです。

（もっと楽しいお話すればよかったのかもです。でも、あまり長くお話しするのは得意じゃないです）

　お湯でチャプチャプと遊びながら、考える。

　精霊さんの実物を見たのは初めてだから、最初は幽霊さんかとも思ったけど、シュリアが触れたってことは、実体化できるってことです。

　っていうことはやっぱり精霊さんのはずです。

「次はもっと、楽しい話題を用意しておくです」

　ザバァッ、とお湯から上がって体を拭くと、用意されている寝巻きに着替え、タオルで挟むようにして濡ぬれた髪から水分を拭き取る。

　備え付けの水差しからコップに一杯の水を注ぐと、両手でコップを持ってくいくいっ、と三回で一気に飲み干す。

　最後まで一息に飲むのは、村にいた頃、小さい頃に隣のおじいさんに教わったお風呂上がりでの作法です。本当は腰に手を当てて片手で飲むですけど、シュリアが母様に見せて叱しかられて以来、ずっとこうしています。

　そうして程良く温まった体のまま、ゆっくりと布団の中に入った。

　ユーミス姉様によると、魔法が完成するのは本当にあと数日もないらしいです。

　そうしたらこのベッドとも、この部屋ともお別れです。ぬいぐるみは持っていってもいいとは言われていますが、やっぱりちょっと寂しいです。でも、その日はつまり、また母様とシェルミーと一緒に暮らせるようになる日でもあるです、楽しみです。

「っ、どうしよう。また会いに来てくれても、この部屋にいなかったらシュリアの居場所が分からなくなっちゃうかもなのです」

　思わず体を起こして考えました。

　姉様に言こと伝づてを頼むというのも考えましたが、そもそも『緋の瞳』を持っていない姉様では、実体化していない精霊さんを見ることはできないです。

　それに、精霊さんのことは姉様には内緒の約束なのです。

　どうしようか迷った挙句、いい考えも思いつかないままいつの間にかシュリアは寝てしまっていたのです。







「シュリア、よく頑張りましたね。ついさきほど、魔法の効果が完成しました」

　それから数日後の朝、部屋にやってきたユーミス姉様は静かな笑みをたたえて言いました。

　姉様から、その日が近いことは聞いていた。だから、『緋の瞳』で見えていた、纏まとわりつくような魔力の渦が消えた時も、最初に考えたのは『あぁ、カイトさんには会えないままこの日が来ちゃったです』と、そんなことでした。

「……それじゃあ、外に出ても、もう大丈夫です？」

「ええ、大丈夫ですよ。そうですね、今日は元々自由にして過ごすつもりでしたから、一緒にお出かけしましょうか？」

「……お出かけ、行きたいです」

「なら、決まりですね。ソーリィ、準備をお願いしてもいいですか？」

「かしこまりました、ユーミス様」

　ソーリィさんは一礼して部屋を出ていく。

　久しぶりの外を、姉様と一緒にお出かけして過ごす。とても楽しみです。

「きっと、いい一日になるのです」

「ええ、そうね」

　ユーミス姉様は、いつもの笑みを浮かべてそう返してくれました。







　それから、エルミアの街を姉様と買い物に出たです。

　初めて来た時は観光する余裕もなかったので、じっくりと街を見て回るのはこれが初めてです。

「凄すごいです、初めて来た時も思ったですけど、人がいっぱいです、お店もいっぱいなのです」

「ふふっ、そうですね。このエルミアは大きな街ですから、ずっと村で暮らしてたシュリアには凄く見えるでしょうね」

　ユーミス姉様は、普段はかけていないメガネと、深めの帽子をかぶって変装してるです。シュリアもそれに合わせて、大きめの帽子をかぶっていますけど、ちょっと前が見えづらくて不便です。

「……姉様、姉様、あれはなんですか？」

「あぁ、火おこしの魔道具ですね。家にも厨ちゅう房ぼうには置いてありますよ」

「あれは？」

「遊戯盤の一つですよ」

　天気のいい空の下、お日様の元気に背中を押されるように露店の商人さんが声を張り上げてました。

　見回すだけで、村のみんなよりもずっと多い人が道を歩いてるです。

「あ……」

「今度はどうしましたか？　あぁ、可愛かわいいぬいぐるみですね」

　雑多にものが並ぶ露店の一つ、ちょっと大きめのサイズの白い猫のぬいぐるみ。両手にフォークとナイフを持って、ケチャップか何かのシミがついたように見せている前掛けをつけています。

　それを見て足を止めてしまったシュリアを見て、姉様はクスクスと笑う。

「おばあさん、このぬいぐるみ、お一ついただけますか？」

「ハイねぇ、大銅貨八枚だよ」

「ありがとうございます。はい、シュリア」

「……いいのです？」

「クスクス、いいもなにも、もう買ってしまいました。もらってもらえないと私が困ります。はいどうぞ」

　ユーミス姉様、とても優しいです。

　ぬいぐるみも可愛いです。でも、それ以上に姉様の手から直接もらえたことが、シュリアはとても嬉うれしいのです。

　受け取った猫のぬいぐるみをギュッ、と抱えて小さく笑う。

「そろそろご飯にしましょうか。公園で一緒にソーリィに用意してもらったサンドイッチを食べましょう？」

「はいなのです、ユーミス姉様」

　ユーミス姉様に連れられるまま、やってきたのは綺き麗れいな公園だった。

　買ってきてもらった小説の中では何度も見ましたけど、実際に見たのは初めてです。村にこんなおしゃれなものはなかったです。

　公園の中のベンチのひとつに座り、シュリアはユーミス姉様とバスケットから取り出したサンドイッチを仲良く半分ずつにして食べました。

　ユーミス姉様と二人の食事は初めてというわけじゃなかったですけど、今日は特別楽しく感じたです。







　お昼が終わったあとも、いろいろなお店を冷やかして回ったです。

　楽しい時間は早く過ぎて、気付けば空は夕焼け色に染まっていました。

「あの、ユーミス姉様、シュリアは今日楽しかったです。でも、姉様は退屈しなかったですか？」

「あら、どうして？」

「今日は、本当に楽しかったのです。だから、自分だけが楽しんで、ユーミス姉様のせっかくの休日が台無しになってしまってないかと思ったです」

「そんなことはありません。私も久しぶりにお買い物ができて楽しかったですよ。それに、今日は三年以上掛かった魔法がやっとその効果を十全に発揮し終えた記念すべき日なんですから、気にすることはありません」

　ユーミス姉さまはそう言うと優しく笑みを浮かべる。

「それじゃあ、そろそろ陽も落ちてきたことだし、行くことにしましょうか」

「行く、ですか？」

「ええ、実は、シュリアのお母様と妹のシェルミーちゃんはもうこの街に来ているのよ」

「え……っ!?」

「ふふっ、シュリアを驚かせようと思って黙っていたの。今頃、ソーリィと一緒に貴方あなたを歓迎するパーティーの準備を済ませて、今か今かと待っていると思うわ」

（会える……やっと、母様とシェルミーに会えるですっ!!）

　月に一度は手紙のやりとりをしたり、姉様が部屋に様子を見に来てくれたりしたおかげで辛つらくはなかった。けれど、それでも母様とシェルミーに会えない日々は寂しかった。

　三年、もう三年になるのです。

　初めから数年掛かるかもしれないとは言われてはいましたです。でも、実際の三年はとても長かったです。

「さっ、行きましょう。みんなこれから貴方が住むことになる家で、待っているわ」

「はいなのですっ」

　夕暮れに染まる道を、ユーミス姉様と一緒に歩く。

　少しずつ暗くなる街の中、走り出したい気持ちを頑張って抑えて、それでも久しぶりの家族との再会パーティーに勝手に胸が躍ったです。

　どっちに向かうかも分からないまま、ユーミス姉様の一歩先を歩いてしまう。

　だから、シュリアはその時のユーミス姉様がどんな表情をしていたのか、知らずに歩いていたのです。

「……新しいお家です？」

「ええ、そうよ」

　ユーミス姉様に連れられてやってきたのは、街の郊外にひっそりと建つ建物でしたです。

　そこそこ大きな建物は人目につきにくい、少し辺へん鄙ぴな場所には建っていましたが、『緋の瞳』には建物全体にユーミス姉様の家にも張られていた大きな魔法が掛けられているのが見えます。

　シュリアはユーミス姉様と違って感覚で魔法を使っていただけなので、魔法の内容については詳しくありませんが、きっと以前言っていた『防御用の結界』なのです。

「ここは私の秘密の研究所の一つという名目で借りているの。たとえお父様やお母様でも、私の許可なく立ち入ることはできませんから、安心してね」

（それなら、もし領主様とその奥様がこの街に戻ってきても、数日間家に篭こもっていれば大丈夫です）

　血が繫がっているだけの父と、自分たちを毛嫌いしているであろうその正妻には会いたくはない。向こうもきっと同じです。

「さぁ、入って」

「はいです」

　家の中は特になんということもない普通の家屋です。今朝まで住んでいたユーミス姉様の個人邸宅よりは当然簡素です。それでも、元々村で暮らしていた時の平屋に比べればずっと住みやすそうな家なのです。

「お待ちしておりました。ユーミス様、シュリアお嬢様」

　そう言って頭を下げたのはソーリィさんです。

　いつものメイド服を着て、凛りんとした所作で姉様とシュリアを出迎えてくれました。

　ただ、そのそばには母様も、シェルミーも見当たらないです。

「……母様とシェルミー、いないです」

「建物の奥にいるんですよ」

　姉様はそう言うとどこにいるのか知っているみたいで、迷いなく歩き出す。それに従って歩き出したソーリィさんの更に後ろをついていく。

　建物の一室らしい扉を開けると地下室があるようで下に降りる階段が続いてた。

　奥からはちょっとジメッとした、嫌な魔力が漂ってきている。

「あの、ユーミス姉様？　本当にこんなところに……」

「こっちよ。ついてきてね」

「あっ、姉様待ってなのです」

　振り返らない姉様を少し不審に思いながらも、その後をついて歩く。

　少し不安を感じながらも階段を一つ一つ降りるたび、もうすぐ母様とシェルミーに会えると考えると、嬉しいと思うと同時に少しそわそわしてしまう。

　手紙は何度もやり取りして、何年も一緒に暮らしていた家族なのに、ちょっと変な気分です。

　階段を降りきると、鉄製のシンプルな扉がありました。

「この先よ、みんな、貴方のことを待っているわ」

　そう言ってユーミス姉様は微笑ほほえんだ。

　シュリアに先頭をゆずり、横でニコニコと微笑んでいる。シュリアは少し扉を開けるのを躊躇ためらってしまいました。

（うぅ、なんか、緊張するです）

　久しぶりに会う母様とシェルミーに、まずはなんて言うのが一番だろう。

　大きな声を張るのは苦手です。でも、今日くらいは最初のひとことを大きな声で話したい。

　だから、シュリアは深く息を吸って、少し軋きしむ鉄の扉を押し開きながら精一杯の明るい声を出そうとしました。

「母様っ、シェルミー、ひさしぶりなのですっ、あいたかっ……た、です？」

　けれど、気合を入れたその一言は、結局尻すぼみに終わってしまいました。

「…………」

　目の前に見えた光景は想像していたものと全然違いました。

　あの嫌な魔力と共にシュリアを出迎えたのは、『ウゥ、アァ～』という低い唸うなり声を上げるナニカたちと、薄暗い洞窟のような、牢ろう屋やの光景です。

　監獄のような鉄てつ檻おりの向こう、澱よどんだ魔力を纏わせたそのナニカたちは、生物の内臓のような生々しいグロテスクな体を地面でのたうち回らせながら、ぽっかりと空いた空洞のような口から意味をなさない唸り声を上げている。

「っ!!　姉様っ、あれっ、アンデッドですっ!!」

　『緋の瞳』で見る視界には、アンデッド特有の負の情念が宿る魔力がそのナニカたちに纏わりつくように放射されているのが見えました。

　今まで見たことのある生き物のどれとも違う姿で、何のアンデッドかは分からないです、けど、あれは確実にアンデッドです。

「見たこともない体、けど、あれはアンデッドなのです」

「ええ、そうですね。ここら辺はあまり素体がよくなくて、腐らないように魔力を込めるだけで壊れてしまったんです。腐敗は止まったんですけど、色も変色してあんなドブのような色になってしまいましたし」

「…………え？」

　思わずそばに立つユーミス姉様を見上げると、まるで当然だとばかりにいつもの微笑を浮かべた、見知らぬ誰かがいました。

「心臓を残しておけばちょっとは違ったのかもしれないですけど、生きた心臓は魔道具に必要不可欠な魔石を精製する触媒になるので抜いてしまったんですよ。アンデッドは心臓が無くても動きますが、抜き取ってしまうと体に魔力を留とどめる力が弱くなるようで、放っておくと体の肉が腐り始めるみたいなんです」

　目の前の異常な光景に何も感じていないように、困りました、と軽く頰ほおに手を当ててため息をついている。

「な、なにを言ってるです？」

　目の前で、姉様みたいな誰かが笑っている。




　姉様みたいな顔をして、姉様みたいな声をして、姉様みたいなしぐさをして。




　ただ、纏う雰囲気だけが全く見たことのない誰かのようだった。

「やっぱり、死霊術は難しいですね。使い手は少なく、資料もほとんど残ってなくて、何体もダメにしてしまいました。それでも、いろいろな魔物の内臓を繫ぎ合わせたりして、何とか声を上げられるぐらいまでは戻したんですよ？　どれだけ無理をさせてもかまわない貴重な実験体ですし、今は思考能力を戻せないかの研究中です」

「…………」

　だれ、です？

　目の前にいる人は、いったい誰なんです？

　こんな表情をする姉様を、シュリアは知らないです。

　こんなことを言う姉様を、シュリアは知らないです。

「あら、そんな怖がった顔しなくてもいいんですよ。今日はやっとお母様と妹のシェルミーちゃんに会える日なんですから、笑顔でいてあげないとかわいそうですよ。さ、こっちです」

「あ、やっ」

　呆ぼう然ぜんとしていたシュリアの手を姉様が握る。

　反射的に身を引いても、体格差がありすぎて引きずられてしまう。

「さぁ、感動の再会ですよ」

「きゃっ、な、なにっ、姉様っ、姉様っ!?」

　ズサッ、と、放り込まれるようにして入れられたのは一番奥にあった牢屋。

　慌てて手を付くと、持っていた猫のぬいぐるみが地面を転がる。

　そして、振り向いた時にはガチャンッという音と共に牢屋の扉が閉じられました。

　そこにも当然のように、あの得体のしれないアンデッドがいました。

「ひっ……!!」












　近くで見ると、形だけを見れば、それは腕と足のない人のような形をしていました。

　他のそれらと同じくぬめりとした表面に、どす黒い色をした肌。体には胸のようなふくらみがあります。

　人なら頭に当たる部分はツルンッとしていて、顔にはかろうじて鼻のような二つの穴と、唇のない、人と同じ歯だけが並んだ口がありました。

　ただ、その二体は他のものとは違うようで、地獄の底から響いてくるような唸り声を上げてはいない。

　目はないようだが、こちらを認識しているようでズリズリと近くに這はいずってくる。

「やっ、やですっ……」

　前にアンデッドと遭遇した時は魔法が使えました。でも、今のシュリアには身を守るための力がない。

「い、いやっ、来ないで!!　だ、出して姉様っ、ユーミス姉様っ!!」

　錆さびの浮いた鉄格子を摑んで、恐怖に駆られるまま必死に姉様に向かって叫ぶ。でも、ユーミス姉様はその向こうでいつもの笑みを浮かべているだけです。

「シュリア、前に精霊石を見たいって言っていましたよね」

「えっ、ね、姉様？」

　ユーミス姉様は自分の懐から厳重に封印布で包まれた何かを取り出しました。

　しゅるしゅるとその布を解くと、その中にあったのは黒紫色の鉱石です。

「そっ、それっ、その魔力……、部屋の魔法陣と同じ……っ」

「あら、分かるんですね。やっぱりその『緋の瞳』は便利ですね」

　ゾワリと、いつもの笑顔がとても歪いびつで冷たいものに見える。

「さぁ、シュリア。喜んでください。ずっと精霊さんに会ってみたかったんでしょう？　ちょっと毛色は違いますが、彼も一応は精霊ですから」

「『おいおい、ひどいじゃねぇか。久しぶりに呼び出したかと思ったら随分な言い草じゃねぇの』」

　どこからともなく聞こえたその声と共に、ユーミス姉様の手にした精霊石から魔法陣から発せられていたものと同じ、けれど、普通の肉眼ですら確認できるレベルの、比べ物にならない密度を持った魔力が噴き出すのが見える。

　何色ともつかない色のその魔力が渦巻き、その形を成していく。

「…………悪、魔」

　それは、大きく裂けた口と棘とげの歯、ぐるりと巻きを見せるヤギの角、腰のあたりの漆黒の翼骨と赤黒い翼膜を持ち、ゴツゴツとした岩の質感の、黒と灰の混じる肌。

　多くの資料に多くの姿で描かれる中でも、一番ポピュラーな姿の悪魔、『グリード・デーモン』。

　精霊と同種でありながら異質、天使とは真逆に位置する存在。

「あ、う、あ……」

　なんなんですか、これは。

　今、シュリアの前で、いったい何が起こっているのですか。

「あら、普通の精霊と一緒にするなって言ったのは貴方の方でしょう？」

「『ケケケ、悪魔が普通の精霊なんかと一緒にされたらたまったもんじゃねえよ』」

　低い声と高い声の混じり合ったような不思議な声音でニタニタと言う声が不快に響く。

「『それで、こいつが最後の生いけ贄にえか？　おいおい、エルフ混じりの魂とは極上品じゃねぇかっ、うひひっ!!』」

「ひっ、いや……っ!?」

　ベロリと唾液にまみれた紫色の長い舌が悪魔の口の周りを這いずる。

　十字に割れた瞳がギョロギョロと動き回っています。

「姉様っ、姉様っ!!　助けてですっ、シュリアが何かしたなら謝るからっ、だからっ!!」

「あらあら、謝ることなんてないんですよ」

　鉄の格子越しに、ユーミス姉様の綺麗な手が伸びてくる。そしてシュリアの頰を、いつものような優しい手つきで撫なでました。

「これは、最初から決まっていたことですから。しょうがないんです」

「え……？」

「呪刻契約の知識とその起動の魔力の対価の中に、シュリアの魂と命が含まれているの。しかも、直前まで幸せいっぱいに過ごした魂と命が欲しいって、とても我わが儘ままでしょう？」

「『ノンノンノン、オレ様は我儘じゃなくて、グ・ル・メなんだ』」

　ユーミス姉様のいつもと変わらない笑顔が、燭しょく台だいで揺れるろうそくの火に歪ゆがんで見える。

「やっぱり悪魔は適当なことばかり言います。『とにかく量が大事』なんて言ったのは貴方ですよ？　おかげでこの子の村を一つ丸々潰つぶすことになったんですから」

「『あぁー、あの時はそんな気分だったんだよ。質はともかく量はそこそこ食えたからなぁ。高級感溢あふれる美味な命や魂も好きだが、恐怖に歪む魂は安っぽい存在でもそこそこ美う味まくなるんだよ。なんってぇの、あれだ、ジャンクフードってやつ？』」

「なに、言ってる、ですか……？」

　分からない、分からない。

　目の前で何を言っているのか分からない。

　目の前で何が起きてるのかが分からない。

「悪魔が願いを叶かなえるのに莫ばく大だいな対価を求めるのは有名でしょう？　五十人を生きたまま丸ごと欲しいというので、貴方の村の人間を材料に使ったんです。残った村人たちもほら、ここにこうして連れてきていますよ？　ほら、今日はいつもよりも一層よく声を上げて歓迎していますよ」

「っ!?　ま、さか」

　姉様が告げた言葉の意味を理解して、牢屋に閉じ込められているアンデッドたちをよく見る。

　そこにいるのは人どころか、何かの自然な生物の面影すら残していない歪な体を持つアンデッド。

　けれど、アンデッドだけが持つその魔力の奥に、こびり付いたように残る魔力の残ざん滓しはどこか見覚えがある人の……。

「あれっ、あの魔力はジャスお爺じいさんのっ、あっちはユミルおばさんッ!!　あ、あぁ、じゃあ、まさか本当に……」

　くにゃりと視界が歪み始める。

　耳鳴りがする。声が二重に聞こえてくる。

「あら、そこまで細かく分かるんですね。やっぱりその『緋の瞳』は良い材料になりそうです。それじゃあ、後は好きにしてください。契約通り、体には傷をつけないように殺してくださいね。食べていいのは魂だけですよ。その子の体にはまだいろいろと使い道があるんですから」

　ジワリと視界が歪んでいく。

　伸ばした手はガチャガチャと鉄格子を鳴らすだけで届かない。

「ああっ、待ってっ、待ってですっ!!　姉様っ、ユーミス姉様ああああぁぁぁっ!!」

　けれど、ユーミス姉様はもう興味がないとばかりにカツカツと地面を鳴らして歩き、一度もこちらを振り返ることはない。

　そしてそのまま、この地下牢ろうにシュリアとこの悪魔を残して行ってしまった。

「『カカカッ、こんだけのことされてまだあんな女に縋すがり付くとはねぇ。いやぁ、本当にいい趣味した女だな、あのユーミスって女は。オレが目の前で人間を平らげても顔色一つ変えやしなかったよ。苦痛の断末魔を聞かされたら悪役気取ってても青くなる奴は多いんだがなぁ。人間なんぞにしとくのがもったいないぐらいだぜ、ケケケッ』」

「噓うそっ、そんなの噓ですっ、姉様が、そんなことするわけ……、そうですっ!!　母様とシェルミーの手紙はっ、そんなこと一言も言ってませんでしたっ」

「『ん？　あぁ、そりゃそうだろうよ。だってあの手紙、そいつらが命令されて吹き込んだんだから』」

「…………え」

　この悪魔は、今、何を言ったのですか？

「『よぉくそこにいる二匹のアンデッド見てみろよ？　お前さんの瞳ならハッキリと判別できるだろう？』」

　そんな、そんなことあるわけないのです。

　だって、そんなひどいこと、シュリア、悪いことなんてしてないのに……。

「あ、あぁ、ああぁあああああああああっ!!」

「『ほぉら、ずっと会いたかったんだろう？　よかったじゃねぇか、なぁ？』」




　──…………お前さんのだぁいすきな、母親と妹に会えてよ？




　耳に届いたその言葉が、ピキリと世界に切れ目を入れました。

「いやああぁあぁあぁあああぁああッ!!」

「『ウカカカカカカッ!!　アァアアッ、いいねいいねっ、香り立つほど美味そうな絶望の香りだぁぁっ!!』」

　そこにあるのはどんなに薄くなっても見間違えるわけがない、生まれてからずっと一緒に暮らして、毎日見てきたきた家族の魔力。

「『ほぉら、オレぁ優しいからな、ちゃあんと声も聞かせてやるよ』」

　悪魔が手を振って、母様とシェルミーへ魔力を送る。

「あ……、か……」「き……、く……」

「っ!!　あ、ぁあ、あ」

　ぎこちない動きで口を動かした二人が、カチカチと歯を鳴らして、やがて、つい先日聞いたばかりの声を発する。




「シュリア、元気にしていますか？」

「お姉ちゃん、元気ですか？」




　それはまるで、人形のように滑らかな声。

「もう、やめて……、やめてよぉ……」

　耳障りな悪魔の哄こう笑しょうがキリキリと世界を軋ませる。

　心の底から楽しそうに悪魔が笑う。

「『うんうん、こんなになっても分かるなんて、やっぱり愛だねぇ、ウケケッ。会えてよかったなぁ』」

「噓、ですぅ……、こんな、こんなの噓ですぅ……。シュリア、なにか悪いことしたですか……？　なんで、どうしてこんなことになってるですか……？」

「『ひひっ、噓じゃねぇよ。それに悪いことしたのはお前の姉ちゃんの方だろうよ。いやぁ本当にひでぇ女だよ、お前の姉ちゃん。お前の母ちゃんと妹をこんな姿にしちまってよぉ？　あ、これに関しちゃオレは何にもしちゃいねぇぞ？　完全に、あの女の趣味だ、くひひひっ!!　いやぁ、ほんとに悪魔よりも悪魔らしい女だ』」

　全身から、抜け落ちるように力が抜けてしまいました。

　もう頰を伝う涙の感触すら分からない。

「…………そう、ですか」

　ぐるりと今までのなにもかもが裏返る。

　真綿で包まれているような優しい世界の思い出が、無数の針で傷をつけようとする化物に姿を変える。

（最初から、最初から全部噓だったです。あの笑顔も、あの優しさも、一緒にしたお茶会も、小説の感想を話し合ったのも、そして今日のお出かけも、全部、全部噓だったです）

「は、ははっ、……とんだ茶番です」

　なんて、馬鹿だったんでしょう。

　シュリアは、ずっと、村のみんなを殺し、こんな風に弄もてあそんだ相手を姉と慕って。

　母様とシェルミーをこんな風にした相手のためにって、何年も閉じこもってあの部屋で魔法の才能を受け渡して。

「『おおっ？　絶望した？　絶望しちゃった？　んんっ？』」

「っ!!　うるさいですっ!!　燃え盛る炎火の球『ファイアーボール』、……っ」

　怒りと共に生み出そうとした炎球は、形を成さずにただ空気中に魔力を霧散してしまう。

「あ、あぁ、もう、こんな簡単な魔法も使えないのです」

　シュリアにはもう、本当に魔法の才能が残っていない。

　この悪魔に、一矢報いることすらできない。

「ふふっ、ハハハッ、ハハハハハッ!!」

　おかしくて、おかしくて、ただおかしくて仕方がなくて。乾いた笑いが涙と共に零こぼれ落ちていく。

「『うひひっ、そろそろいい具合に魂が染まってきてるなぁ』」

　ジワリと、歪んだ視界でバサリと悪魔がその翼を広げる。

「……どうしてです」

　なんで、こんなことになったです。

　どうして、こんなことになったです。

　ほんの少し前まで、世界はあんなに優しかったのに、今はもうその優しかった記憶すら肌を刺す棘の記憶になってしまった。

「『いいねぇ、悲痛の声を上げる綺麗な魂はとってもウマイんだ』」

「もう、いいです……、もうなにも、見たくないです、聞きたくないです」

「『あぁ、実に美お味いしそうだ。くひひっ、実食タァイム!!』」

　ゆっくりと色を亡くしていく世界の中で、やけにはっきりと悪魔の嘲あざ笑わらうような顔が見える。正面から向かって伸びてくる手が、きっと命を刈り取ってくれる。

　そうすれば、もう終わる。

　シュリアはその時が来るのをゆっくりと待って……。

「『ありょ？　なになに、まだ抵抗するの？』」

「……やっぱり、ダメなのです。まだ、死ねない。シュリアは死ねないです」

　気付けば伸びてきた手を避けるようにして身を引いていた。

「……殺してやるッ、絶対、絶対許さないですっ!!　あの女に復讐してやるですっ、絶対にっ!!」

「『いいねぇいいねぇ、そうこなくっちゃ。そうやって抗あらがってくれた方がもっと美味くなるっ!!』」

　生きたい、死にたくない、まだ終わりたくない。

　泥水をすすってでも、どんなに無様な姿を晒さらしても、諦められない。

　許せない。殺したくて殺したくて、苦しみの果てに殺したくてたまらない。

　あの女に関わる全てを殺し尽くす。

　あの女を手助けした奴らも全て殺し尽くす。

「……近寄るなですっ!!」

「『あらら、オレ様、そんなこと言われたら傷ついちまうよぉ。シクシクシクシク』」

　ニタニタと笑う目の前の悪魔が憎い。

　こいつもあの女に加担したものだ。

　八つ裂きにしてやりたい、火ひ炙あぶりにしてやりたい、嚙かみ殺してやりたい、溺死させてやりたい、縊くびり殺してやりたい。

　苦しめて苦しめて苦しめて苦しめて、一筋の光も差し込む余地のない絶望の檻のなかで惨むごたらしく死んでほしい。いや、この手で殺したい。

　ほとんど意味がないと知りつつ、近くに落ちている礫つぶてを投げつけ、手頃なものがなくなれば砂を摑んで投げつけた。

　憎い、憎い、全てが憎い。

　こんな状況を生み出した全てが憎い。

　それでも、どんなに悔しくてもその理不尽は迫りくる。

「が、うっ、あっ…!!」

　近づいた悪魔は髪を摑むと、嬉しそうにぺろりと唇を舐なめた。

　振り払おうにも、その力は強く、逃げることができない。

「『安心しな。体はいろいろ使うっていうから大きな傷は付けねぇからよ。魂だけ吸い出して悪魔の毒で心臓を止めてやるさ』」

「は、なせ、化物っ、お前も絶対、シュリアが殺してやる、ですっ」

　髪を摑む手に必死に爪を立てる。

　こいつに痛みを与えられるなら、爪が剝はがれても構わない。

「『クハハッ、こんな極上ものの魂はいつぶりかねぇ。安心しな、寂しくないようにそこのでき損ないのアンデッドも一緒に魔力に変えて食ってやるから』」

「っ!?　やめ……っ!!」

「『悪魔の晩餐デモンズ・アブソープ』」

　悪魔が手を伸ばした先には、母様とシェルミーだったもの。

　目の前の悪魔が何事か呟つぶやいたと思うと、爆散したというのが正しく当てはまるようにして、まるでそれだけ人間と同じような赤い血液を撒まき散らす。

　その後、まるで黒い霧になるようにして分解され、大きく開いた悪魔の口に吸い込まれて消えてしまった。

「この、クソ野郎ですっ、よくも、よくもっ!!」

「『おやおや、さっきは後ずさってたくせにショック受けちゃったのか？　んん～？』」

　ケタケタと目の前で悪魔が笑う。

「『大丈夫だぁよぉ、すぐにオレ様の胃の中で一緒になれるから』」

　悔しさに、怒りで吹き飛んだ涙が再び滲にじむ。

　なんでですか、どうしてですか。

　何度も浮かび上がった言葉が千切れるように声を上げる。

　シュリアは何も悪いことなんてしてないのに、どうして、こんなことになるんですか。

「こんな終わり方は、あんまりです……」

　きっと、自分もまた母様やシェルミーのように、死んだ後すらいいようにあの女に使われ続けるのだろう。

　実験の材料か、この目を材料に魔道具を作るのか、母様やシェルミーと同じくアンデッドにされて使役されるのか。

　死ぬことよりもずっとそのことが悔しくて悔しくてたまらなかった。

　いつから間違えてしまったのか。

　どこから狂ってしまったのか。

　なにから裏切られたのか。

「『ではでは、今度こそ食事をさせていただきましょうかね、うひ、ウヒヒヒッ!!』」

　目の前の悪魔に、笑みを浮かべるユーミス姉様の顔がダブって見えた。




『あなたがシュリア？　初めまして、私はユーミス。あなたのお姉さんよ』




　それは、初めてユーミス姉様と出会った日の笑顔。

（あぁ、もし、あの日に戻れるなら……）




「……絶対、絶対に殺してやるのに」




「やれやれ、ここまで一緒だと本当に気分が悪くなるな。クソ面白くもない」

「え……？」

　ガシャンッと牢屋の鉄格子が切り取られて地面に転がる音がしたあと、目の前に閃せんの軌跡が走る。

　目前にあった悪魔の手が断ち切られ、地面にぼとりっ、と落ちた。

　目の前に現れたのは、黒髪と黒目の剣士姿の少年。

　けれど、『緋の瞳』で見たその姿は魔力で作られた体でなく確かな実体を持って見える。

「カイト、さん……？」

「おう、しばらくぶりだなシュリア。約束通り、また会っただろ？」

　だから、思わず出てしまった疑問符に、答えるようにして目の前の少年は言う。

「『なんだね、君は。突然現れて失礼な人間だな、何者なんだ？』」

　悪魔の問いかけに、カイトさんがすぐに前を向き直った。

「何者か？　そうだな、『問われて名乗るもおこがましいがー……』とか定番のセリフも言ってみたいけどさ、今日は本当の立場で勧誘に来てるからな」

　その手に握るのは青銀の刃やいば。

　握りの鍔つばからなびく二本の赤い紐の先に、オレンジ色の丸い綿毛が付いている。

「俺はな、お前を呼び出した女を徹底的に甚いた振ぶって殺すために、遠路はるばるやってきた」

　カイトさんが壮絶と言っていいほど煮え滾たぎるような暗い笑みを浮かべ、手にした刃の切っ先を悪魔へと向けた。

「……──アホで間抜けな、『二度目の復讐者』だよ」
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　あぁ、くそっ、いったいなんでこんなことになったのか。

　今日は僕がどれだけ凄いのか、日々を自堕落に過ごしている冒険者に見せつける日だったのに。

「はぁ、はぁ、くそっ!!　なんだってこんなところにレッドキャップが出てくるんだいっ!!」

「ちぃっ、ちょこまかちょこまかウザいっすっ！」

「っ、ここまで俺の矢が避けられるのは久しぶりですね」

（……なんだ、想像以上に強いんじゃないか、こいつら）

　襲い来るレッドキャップの攻撃に耐えながら、僕は考える。

　ギルドで揉めた冒険者たちと、ギルドの仲裁で三ヶ月ほど一緒にパーティーを組まされる羽目になった。

　ギルドで揉め事を起こした罰として、従わなければ僕は登録の拒否、ザイリィたちも降格の上、多大なペナルティを食らうとなれば僕たちに選択の余地はなかった。

　ザイリィたちは、期間中に僕に対して不当な扱いをしていると判断された時も当然同様のペナルティを受け、過失はなくとも僕が死んでしまったり重大な怪我を負ったりすれば、ペナルティはないものの、降格と一定期間の昇格禁止。

　僕も一人で依頼を受けることはできず、期間中にザイリィたちから離れて別の町に逃げた場合も冒険者としての身分を半年間停止すると言われた。

　冒険者の世界に彗星のごとく現れた超新星として活躍するはずだった僕が、こんなところで足止めされるとは思わなかった。

　仕方なく、僕たちは臨時パーティーを組んで魔物のはびこる森に出ることになったのだが……。

　とりあえず手始めに、と駆け出しの冒険者の誰もが通るゴブリン討伐の依頼を受けてやってきた森で、本来は出てくるはずもない魔物と交戦することになってしまった。

「づぁあああっ!?」

「キキッ!!」

　と、余分な考え事をしていたせいで魔物への反応が一つ遅れてしまった。

　レッドキャップの振るった鉈なたの先が腕を引っ搔かいただけの、なんてことはないかすり傷だったが、焼けるような痛みが体を走る。だが、そんな痛みに怯ひるんでいる余裕はなかった。

「っつっ、寄るなっ!!」

「「キキキッ」」

　改めて正面から襲ってきた二体のレッドキャップを、杖つえを振り回して追い払う。

「キキィッ!!」

「しまっ!?」

（前方に気を取られすぎたっ!!）

　背後で嬉うれしそうに鳴いたレッドキャップの声に焦燥が体を駆かけた。

（死ぬっ!?　い、嫌だっ、死にたくないっ、誰かっ、助け……）

「何をやってるんだいっ!!」

「ギャァアッ!!」

　しかし、レッドキャップの刃が僕に届く直前にその体はザイリィの振るう刃に切り落とされた。

「はぁ、はぁ、はぁ」

「いいから落ち着きなっ、あんたが死んだら私たちだって困るんだ」

「あ、あぁ……」

　……助けられた、それも明らかに僕よりも血筋で劣る相手に。

　なのに、心に湧き上がってくるのは屈辱よりも死なずに済んだという安堵感だけだった。

「ギギッ!?」

「今ですよっ!!」

「わかっているッ、燃え盛る業火の玉っ、『火炎球ファイアーボール』っ!!」

　僕は安堵感に浸かる間もなく、テリーが足を射抜いたレッドキャップへ、幾度となく使ってきた魔法を放つ。

「ピギャアァアアアアッ!!」

　杖の先から放たれた燃え上がる炎の玉がレッドキャップを包んで焼く。

　魔法への耐性が弱いレッドキャップは、当たってしまえば一瞬で黒焦げになった。

「ヒュゥッ、なんだ、やるじゃないっすか。その杖に頼りきりかと思ったすけど、それを加味しても十分な威力っす」

「なんだい、ビビッてトチると思ってたけど、案外根性もあるんじゃないか」

「ふ、ふんっ!!　当たり前だ、僕を誰だと思っている！」

「ほらほらっ、惚ほうけてないで次はこっちだよっ!!」

「任せろっ!!」

　戦闘は続く。

　それは、家で一人、鍛錬していた時には感じなかった高揚感。

（…………ふんっ、まぁ、三ヶ月間、組んで戦うには十分な相手か）

　そこからレッドキャップを殲せん滅めつするまで、そう時間はかからなかった。







　厄介な物を押し付けられたと、私は思った。

　ギルドが余計な仲裁に入る前に適当に切り上げておけば良かったとつくづく思った。

『ちっ、なんで私らがあんなガキの相手を……。これであの杖を奪って裏に流すこともできなくなっちまった』

『まぁまぁ、ギルドの命令じゃしゃーないっすよ』

『数ヶ月の我慢だ。それに、あのコマっしゃくれたところを矯正できれば案外使えるかもしれんぞ？　うちには魔術師がいないからな』

『へんっ、貴族出身の坊ちゃんにそんな根性があるかい』

　そんな会話をしたのは昨日の酒場。

　とりあえず無難なところからとゴブリンを狩りに出た森で、多数のレッドキャップ囲まれることになるとは思いもしなかった。

「はぁ、はぁ、くそっ!!　なんだってこんなところにレッドキャップが出てくるんだいっ!!」

　思わず吐き出した言葉にはどうしようもない苛立ちが宿っていた。

　案の定、魔物にビビったらしいガキはむやみやたらと杖を振り回しているだけで一つも役に立たない。だが、ここでコイツを殺されでもしたら、たとえどう取り繕ってもギルドから重い罰が与えられるだろう。

　戦いながら視界の端にレッドキャップに背後から襲われるガキの姿を見つけ、助けに入ったのはそれだけの理由だった。

（あぁ、イライラする。口だけのガキが一番嫌いなんだよ）

　と、思ったその時だ。

　魔物から殺されかけた直後だというのに、そのガキはしっかりとした魔法を構築してレッドキャップを焼き殺した。

　ほう、と予想外の働きに評価が軽く裏返った。

　大抵のやつは殺されかかればビビッてトチる。しかも、あの業物の杖が補助をしているのだとしても、何とか発動させたというレベルではなく、きちんとした意思を持ってコントロールされた魔法だった。

　その後も、そこそこ精度の高い魔法をガキは操り続けている。

（……戦いが終わったら、名前ぐらい聞いてやってもいいかもね）

　そうして戦闘を続け、何とかレッドキャップを殲滅させることができたのだった。





　　　　☆






　それから、三ヶ月が経ち、結局なぁなぁのまま、僕はザイリィたちと同じパーティーに居続けることになった。

　あいつらからは多くのことを学んだ。

　表側の技術でいうのなら、魔物と戦う術すべから、危険をかぎ分ける方法まで。

　裏側の技術でいうのなら、上う手まく他人を罠わなに誘導するやり方から、気に入った女を無理やり嵌はめる手段まで。

　まぁ、こいつらの出自は僕とは比べ物にならないが、僕が爵位を賜ったときには家臣として召し抱えてやろうと思う。

　そんな風にして、いろんな経験をしていくうち、気が付けば二年以上の時が過ぎていた。

　いくつもの依頼をこなし、今では一線級と呼ばれるだけのＢランクへとパーティーランクも上がっていた。

　活発化した魔族との戦いも最終局面を迎えている。

　勇者を旗印に乗り込んできた魔族の領域。

　情報によれば、魔王は討ち取られたものの、勇者はその力に溺おぼれ、自らを見失って魔王になり替わろうとしているらしい。

　前魔王との戦いで消耗している間に殲滅するというのが、大陸を席巻している国々の満場一致の裁定であり、そこには多額の懸賞金も出ていた。

（まぁ、勇者が魔王になり替わろうとなんていうのはただの建前だろうけど、なんにしてもこれを利用しない手はないな）

　馬鹿な愚民は本気で国の言うことを信じているようだったが、僕は違う。

　だが、事の真偽なんてどうでもよかった。ここで勇者を討ち取れば、確実に僕は爵位を賜ることができるだろう。

　建前だけとはいえ、魔王と呼ばれる相手を倒せば爵位どころか王家の縁戚にすら入ることが、オロルレアの美姫と呼ばれるアレシア王女を娶めとることさえできるかもしれない。

「ガルァアアアアアッ!!　ギャゥ!?」

「っとぉ、危ない危ないっ。『風刃波ウィンドカッター』っ！」

　そんな考え事をしながら森の中を探索していたら、突然飛び出してきたガルムに襲われた。

　だが、今更ガルム程度にてこずるわけもなく、難なくその爪を交わして風の刃やいばを飛ばした。

「ギャウァ……っ!?　グルルゥゥ……、ガァッ」

「ちっ、逃げられた。ガルムとはいえさすがに魔族領域の魔物か」

　確かに命中した手手応えはあった。しかし、傷を負いながらもそのガルムは地面を駆けて、その場を離れていた。

　今はそれを追うほどの暇はない。

「ヘンゼルッ、勇者の位置を絞り込めた。仕掛けるから用意しなっ！」

「っ!!　分かった」

　そうして僕は聞こえた声に従って早鐘を打ち始める自分の心臓をゆっくりと落ち着ける。

　ようやく僕はここまでたどり着いた。

　この先にあるのは約束された栄光と称賛の道。

　手負いで弱った勇者、いや、魔王を殺すだけでそれが手に入るのだ。

「僕が王様になったら、なにしよっかなぁ～」

　僕は一人、森の中でそう笑うのだった。
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